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序

豊かな自然に恵まれた本県には、旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの

貴重な遺跡や文化財が残されております。これら先人達が遺してきた貴重な文

化遺産を保護し、後世に伝えていくことは私たち県民に課せられた責務であり

ます。

また一方では、社会資本の充実を目指した地域開発も県民の切実な願いであ

り、このため埋蔵文化財の保存・保護という相容れない要素を持つ事業の、調

整 。調和のとれた地域開発の発展が今日的な課題でもあります。

このような見地から、財団法人岩手県文化振興事業団では埋蔵文化財セン

ターの創設以来、埋蔵文化財保護の立場にたつて、県教育委員会生涯学習文化

課による調整と指導のもとに、開発事業によつてやむを得ず消滅していく遺跡

について発掘調査を行い、その記録保存を残す措置をとってまいりました。

本書は、盛岡市による盛岡南新都市土地区画整理事業に関連した、本宮熊堂

A遺跡第17次調査の発掘調査結果をまとめたものであります。遺跡は雫石川右

岸の自然堤防上に立地し、縄文時代晩期の住居跡をはじめとする各種の遺構と

それらに伴う遺物が確認されています。

この報告書が広く活用され、考古学の研究に寄与するとともに、埋蔵文化財

に対する関心と理解を、よリー層深めることに役立つことを切に希望いたしま

す。

最後になりましたが、これまでの発掘調査および報告書作成にご協力とご支

援を賜 りました、盛岡市都市整備部盛岡南整備課や教育委員会をはじめとする

多くの関係諸機関、関係各位に哀心より感謝申し上げます。

平成16年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合  田   武



例   言

1.本報告書は、岩手県盛岡市本宮字熊堂71-2ほかに所在する本宮熊堂A遺跡第17次発掘調査を収録した

ものである。

2.本遺跡の発掘調査は、盛岡南新都市土地区画整理事業に伴う緊急発掘調査である。調査は、岩手県教育

委員会生涯学習文化課の調整を経て、盛岡市から委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化

財センターが実施した。

3.岩手県遺跡登録台帳番号と調査時の遺跡各次略号は、以下のとおりである。

遺跡登録台帳番号……L E16-2107

遺跡略号………………OKD03 17

4.野外の調査期間・調査面積と調査担当者は、以下のとおりである。

調査期間  平成15年 4月 12日 ～ 6月 20日

調査面積  1,588m2

担当者   本多準一郎・小松則也
5.調査の室内整理期間と整理担当者は、以下のとおりである。

整理期間  平成15年 11月 1日 ～平成16年 3月 31日

担当者   本多準一郎・金子佐知子 。小松貝U也
6.本報告書の執筆・編集作業は、本多準一郎・金子佐知子・吉田充が分担している。それぞれの文責は文

末に記した。Ⅳ.検出された遺構と遺物については、遺構及び遺物の出土状況、石器の事実記載を本多、

土器を金子が担当した。

7.座標原点の測量は、次の機関に依頼した。

座標原点の測量……仰吉田測量設計

8,自然科学関連の分析鑑定と保存処理及び整理作業の一部は、次の方々と機関に依頼した。 (敬称略)

樹種同定……………パリノ・サーヴェイ株式会社

石質鑑定……………花尚岩研究会

赤色顔料分析・炭化種子同定………パリノ・サーヴェイ株式会社

石器の実測、 トレースー・………株式会社ラング
9。 本報告書の作成にあたり、盛岡市教育委員会からご指導とご協力をいただいた。

10.野外調査にあたつては、盛岡市、紫波町、雫石町、滝沢村の方々に多大なるご協力をいただいた。

11.調査成果の一部は、これまでに『現地公開資料』や『岩手県埋蔵文化財調査略報 (平成15年度分)』 に概

略を発表しているが、本報告書の内容が優先するものである。

12.土層観察の上色は、『新版標準土色帳』 1/Jヽ山正忠・竹原秀雄 :1992)に よった。

13.本報告書で使用した地形図は、国土地理院発行のものであり、図中に図幅名と縮尺を記している。

14.本遺跡から出上の遺物および調査に関わる資料は岩手県立埋蔵文化財センターに保管・管理している。
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I 調査に至る経過
盛岡南新者卜市開発計画は、盛岡市が21世紀に向けて、経済・文化などに対する各機能を兼ね備えた北東北

の拠点都市として発展していくことを目指し、現在の既成市街地の他に南部地域を新市街地として開発し、

両者が有機的に結びついた軸状都市を形成するために策定された土地区画整理事業である。

この事業は、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡市、都南村 (現盛岡市)の三者が地域振興整備公団に対して事

業要請を行い、これを受けて公団が実施計画を作成した。平成 3年 12月 に建設大臣と国土庁長官から事業の

実施許可が下り、平成 3年度から平成17年度までの15年間を事業予定期間とし、面積約313haを 対象とした

土地区画整理事業が実施されることとなった。

この間、事業の対象地域に関わる埋蔵文化財の取り扱いについても協議が重ねられた。その結果、本調査

に関しては盛岡市教育委員会が試掘調査を行い、調査を必要とする範囲を確定し、 (財)岩手県文化振興事

業団の受託事業とすることとなった。

当遺跡第17次調査については、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成15年度の事業として確定し

た。これを受け、平成15年 4月 1日 に、 (財)岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を

締結し発掘調査を実施するはこびとなった。野外調査は平成15年 4月 12日 から6月 20日 まで、室内整理は同

年11月 1日 から翌16年 3月 31日 まで行われた。 (本多準一郎)

Ⅱ 遺跡の立地と環境
1 遺跡の位置 (第 1、 2図 )

本宮熊堂A遺跡は、岩手県盛岡市本宮字熊堂71-2ほかに所在する。国土地理院発行の 5万分の 1の地形

図「盛岡」 (NJ-54-13-14)の図幅に含まれ、北緯39° 41′ 8〃 、東経141° 07′ 44〃 付近に位置する。

調査区は」R東日本盛岡駅の南西 1.7 km付近で、雫石川によって形成された自然堤防上に立地している。

標高は123m前後で、現状は宅地であるが、水田として利用されていた時期もある。 (金子佐知子)

2 地理的環境 (第 2、 3図、写真図版 1、 2)

盛岡市は岩手県の県庁所在地で面積489.15km2、 人口は約28万人である。文化 。経済の中心地でもあり、

産業面においては第 3次産業への従事人口が 8割を占め、特にサービス業が大きな割合を占めている。江戸

時代は南部藩の城下町で、現在は東北新幹線、東北自動車道、国道などが交差する交通結節点で北東北の玄

関口でもある。平成12年に特夕」市へ移行し、広域圏の周辺市町村とともに総合的・一体的発展をめざしてい

る。隣接市町村は、東側が下閉伊郡岩泉町およびチII井村、西側が岩手郡雫石町、南側が紫波郡紫波町および

稗貫郡大追町、北側が岩手郡滝沢村および玉山村の 4町 3村である。

盛岡市街地は北上低地帝に広がり、その東西両側には北上山地と奥羽山脈が低地帯に平行して南北方向に

連なる。低地帯内部では北上川が北から南に流れ、これに西から流れる雫石川と東から流れる中津川・梁川

が盛岡駅南側で合流する。奥羽山脈東縁では北西側には岩手山 (2040.5m)が 奪え、ここから南側に標高

400m前後の山 (高峰山 (415。 9m)・ 烏 1白山 (389.lm))が、さらに御所ダム付近の峡谷部を挟んで800m前

後の山 (箱ヶ森 (865.5m)、 赤林山 (855m)、 毒ヶ森 (782m)、 南昌山 (848m))が連なり、この800m前後

の山の前面には丘陵状の地形が広がる。北上山地西縁では北東側に姫神山 (1,124.5m)が答え、ここから

南側に標高700～ 900m(蔦頭山 (709。 8m)、 明神山 (746.2m)な ど)、 550～ 600mの 山 (高森山 (625.8m)、

朝島山 (607m)な ど)が連なる。
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北上山地はなだらかな地形を呈し、隆起準平原と考えられている。古生代や中生代の堆積岩 (砂岩・粘板

岩・輝緑凝灰岩・石灰岩など)お よび花商岩から構成され、基盤岩の走向方向に対応して北北西―南南東の

地形配列がみられる。北上山地は古い時代の地層が分布する地帯として古 くから研究が行われてきた。早池

峰構造帯という「断層帯」を挟んで北側に北部北上帯 (中生代付加体)と 南部北上帯 (島弧陛地質体)に区

分されていたが、最近の研究で断層帯ではなく、独立した地質ユニットとして区分され、「早池峰帯」 (古生

代付加体)と 呼ばれるようになった。

奥羽山脈は第三系から構成される地域で、北上山地に比し起伏が大きく、急峻な地形を呈するところが多

い。岩手山を代表とする第四紀に形成された新規火山地域と、新第三系の砂岩・火山岩 。凝灰岩などのいわ

ゆるグリーンタフが分布する非火山地域に区分される。

北上低地帯 (北上平野)は河岸段丘堆積物や岩手火山噴出物、沖積層が堆積する。これらの堆積物は雫石

川を挟み北と南ではその分布が異なり、南側では沖積層が広 く分布する。北側では岩手火山噴出物が広 く分

布し、河岸段丘堆積物は北上川沿いではわずかに点在し、雫石川以北では比較的広く分布する。岩手火山東

麓に分布する1可岸段丘は下位から松内 。黒石野段丘、渋民・高松段丘、好摩段丘、門前寺段丘、上田段丘に

区分され、上田段丘を除いて砂礫層上にそれぞれ外山火山灰上部層、渋民火山灰、分火山灰を累積させる。

岩手火山噴出物は降下火砕堆積物の他に岩屑なだれ堆積物が分布し、盛岡市街地から玉山村門前寺付近まで

の北上川沿いでは青山町岩屑なだれ、大石渡岩屑なだれ、平笠岩屑なだれの各堆積物が分布する。沖積層は

主に礫層からなり、雫石川以北では各河川沿いの狭い範囲に分布する。雫石川以南で広く分布する沖積層は

自然堤防と後背湿地が発達する。本遺跡は礫層を主とする自然堤防上に立地する。

奥羽山脈と北上低地帯との境界部に活構造があることが1950年代頃から指摘され、近年の調査で活断層が

あることが確認されている。遺跡南西側湯沢団地付近から胆沢郡胆沢町南部にかけての長さ62kmに わたっ

て南北に延びる。この活断層は西傾斜の逆断層で、 トレンチ調査によると少なくとも4,500年前頃に活動 し
ていると考えられている。

遺跡周辺の沖積面は、雫石川の度重なる氾濫や流路の変更によって、旧河道や自然堤防が入り込む地形で

あり、地図上でも水田の区割り等から読みとることができる。遺跡の立地する自然堤防は東西に長く伸びて

いるが、遺跡の東側は旧河道が入り込んでおり、東側の旧河床面との比高は約 3mでぁる。

遺跡の周囲は、近年の盛岡新都市計画整備事業により、宅地整備や道路建設などの区画整理がめざましく

進み、従来の水田や自然堤防上に立地する畑や集落などの田園の景観が変わりつつある。 (吉田充 。金子)

〈参考・引用文献〉

岩手県滝沢村教育委員会2000「岩手山の地質J.滝沢村文化財調査報告書第32集

活断層研究会1992「日本の活断層」。東京大学出版会

川村信人「日本列島最古の化石海洋プレート ー早池峰帯の古生代付加体」
くittpノ ww.hOkudai.ac.,p/SCience/science/H14_11/tiwaku/Topics.htm〉 (2004/3/10ア クセス)

地震調査研究推進本部地震調査委員会 (2001):「北上低地帯西縁断層帝の評価」

〈htty/ww.jる�h go.,p�n/ChOusa/0均 un_kttakamン〉(2004/3/9ア クセス)
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第 3図 遺跡周辺地形分類図

-5-

沖積段丘

(自然堤防)



3 過去の調査と周辺の遺跡 (第 4図 )
本宮熊堂A遺跡では、過去に16次の調査、試掘が行われている。報告書が刊行されている 6次及び7次調

査では、本次調査区の東側18,910沼 を調査し、竪穴住居跡 1棟、焼土遺構 6基、土坑20基、土器埋設遺構 2

基などの縄文時代晩期中棄末から後葉初頭の遺構及び遺物を検出した。出土した土器は大洞C2式とA式が

ほとんどで、雲形文などのC2式の土器は調査区の東側に多く見られる傾向にある。17次調査区に接する南

西部には、住居跡や土坑が多く集中し、遺物の出土も多い。

本遺跡周辺の沖積面には、本宮熊堂B遺跡、台太郎遺跡、野古A遺跡、鬼柳A遺跡など数多くの遺跡が自

然堤防上に立地している。これら近隣の遺跡は、ほとんどが奈良、平安時代を中心とした古代の集落跡や墳

墓で、縄文時代晩期の集落は台太郎遺跡第51次調査において、住居跡数棟が確認された程度である。しかし、

ほとんどの遺跡から少量ながら縄文時代の土器や石器などの遺物が出上しており、陥とし穴状土坑も点在す

ることから、周辺は生活の場ではなく、水場に集まる動物を目当てとした狩り場であったと思われる。本遺

跡は周辺の沖積面ではこれまであまり知られていなかった縄文時代晩期の集落である。

本宮熊堂 B遺跡は、本遺跡の南に隣接する遺跡である。第 4次調査では遺構外から縄文時代晩期前葉の上

器の他、地文のみの上器片がわずかに出土した。第10次調査では陥とし穴状土坑 1基と少量の縄文土器、石

器が出土した。

鬼柳 A遺跡では、 4次調査で縄文時代の陥とし穴状土坑 4基が検出された。

野古A遺跡では、12次調査で陥とし穴状の上坑 4基、土坑 1基が検出され、石鏃が出土している。15次調

査では、古代の住居跡から縄文時代前期と思われる網目状撚糸文の土器破片が出土している。

飯岡沢田遺跡では、第 3次調査で縄文時代の陥とし穴状土坑 3基が検出され、遺構外から縄文時代前期末

葉の上器、石匙が出土している。

台太郎遺跡では、第51次調査で、旧河道付近の低い区域から縄文晩期の大洞A式期の住居跡 4棟が検出さ

れた。住居跡は洪水で一気に埋まったとみられ、規模や形状は不明であるが、石囲炉や地床炉が 3基検出さ

れ、炭化材や遺物の広がりが認められた。そのほかの調査でも、遺構外からや遺構への流れ込みで、縄文土

器片や石器が少量出上している。第18次、19次調査では、奈良、平安時代の遺構坦土中から、日縁部に多条

沈線をもつ大洞 C2～ A式の深鉢破片などの縄文土器、弥生土器が少量出土している。第22次調査では縄文

時代の陥とし穴状土坑 1基が検出され、奈良時代の土坑から縄文土器の破片 1片が出土した。第26次調査で

は溝跡から縄文時代後晩期の土器片が出土しており、大洞C2～ A式の日縁部に多条沈線のある粗製深鉢も

1点ある。44次調査でも古代の住居跡や土坑、溝跡や遺構外から土器片、石鏃、剥片石器が出土している。

小幅遺跡では、 4次調査で遺構外から石鏃が出土している。

志波城跡では、微高地上から縄文～弥生時代の遺物が出土している。65次調査で政庁南方の上坑から縄文

時代中期末から後期初頭の土器片、晩期前葉の土器片と石鏃、37次調査では、掘立柱建物弥の柱穴などから

縄文時代前期などの土器片、64次調査で外郭南辺西部の溝や遺構外から縄文時代中期の土器片や石器が出土

している。これらの遺物に関する遺構は陥とし穴状土坑だけで、23次調査では外郭南門北側で 2基、37次調

査では政庁南西方から3基、82次調査で正殿北東から1基検出された。

細谷地遺跡では、第 4次・ 5次調査で陥とし穴状土坑23基が検出され、遺構外から大洞A式の鉢形土器 1

点を含む縄文時代後晩期の土器片や剥片石器が出土した。陥とし穴状土坑は、旧河道域を中心に見つかって

いることから、調査者は、帝水性の窪地に集まる動物を対象に狩猟が行われていた可能性が高い、としてい

る。
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No 遺 跡 名 時 代 種  別
1 上 山 縄文 散布地

2 上 山 ユ 縄文 散布地

3 御仮屋山館 中世 散布地・城館跡

4 北 野 縄文 散布地

5 熊田 縄文 散布地

6 大沢館 中世 城館跡

7 越前堰 近世 水路

8 八人打 縄文・平安 散布地

9 大金館 縄文 。奈良 。平安・中世 散布地・城館跡

10 幅Ⅲ 古代 集落跡

11 塩の森Ⅱ 縄文 散布地

塩の森 I 縄文 散布地

大田蝦夷森古墳群 古代 (奈良) 古墳・散布地

14 一本木 古代 (平安) 集落跡

15 上 平 縄文・古代 集落跡

猪去館 縄文 。古代 。中世 集落跡・城館跡

17 ニッ沢 縄文・古代 散布地

小和田屋 中世 城館跡

蟹沢下 古代 散布地

天 沼 古代 集落跡

大ケ森 縄文・古代 散布地

滝沢笹森 縄文・奈良・平安 散布地

大緩 縄文・平安 散布地

別当森 縄文・平安 散布地

笹森 縄文 故布地

室小路 7 縄文・古墳・奈良・平安 散布地

室小路 I 縄文・平安 散布地

室小路 13 縄文・古代 散布地

室小路 14 縄文・古代 散布地

諸葛川 縄文・古墳・奈良・平安 集落跡

高柳 縄文・弥生・古墳・余良・平安 集落跡

境橋 縄文・古代 散布地

諸葛橋 縄文・古代 散布地

大新町 縄文・古代 集落跡

水道 縄文・古代 散布地

長橋町 縄文・古代 散布地

赤異 縄文・古代 散布地

幅 I 古代 集落跡

幅 I 古代 (奈良) 集落跡

大館堤 縄文・古代 集落跡

稲荷町 縄文・古代～近世 集落跡

細 田 古代 。平安 散布地

館 (大田館) 古代 ,(平安) 集落跡

八ッロ 古代 散布地

八掛 古代 (奈良・平安) 集落跡

上野屋敷 古代 散布地

畑中 古代 集落跡

小沼 古代・平安 集落跡

五兵衛新田 古代 集落跡

竹鼻 古代 集落跡

石仏 古代 集落跡

山 中 縄文・古代 散布地

月見山 縄文・古代 散布地

堤 縄文・古代 散布地

細越 縄文 散布地

飯岡山館 中世 散布地

大柳 I 古代 集落跡

飯岡赤坂 古代 散布地

赤坂Ⅱ 平安 ? 散布地

いたこ塚 近世 祭祀跡

No 遺 跡 名 時 代 種  別
藤島I 平安 ? 集落跡

辻屋敷 古代 集落跡

小楯 (羽場館) 中世 散布地

いたこ塚 近世 祭祀跡

アイノ野 縄文 散布地

木節 古代・平安 集落跡

因幡 縄文・古代 散布地

湯壷 縄文 散布地

後島 縄文 散布地

新田 古代・平安 集落跡

湯沢 縄文 散布地

早稲屋敷 I 縄文 散布地

鳥 不 明 噴墓

氏子橋 縄文・古代 散布地

上堂頭 縄文・古代 集落跡

箱清水 縄文・古代 散布地

上堂 縄文・古代 散布地

安倍館(厨川城) 縄文・中世 散布地

長畑 縄文・古代 散布地

前九年 縄文 集落跡

原田南 中世・近世 集落跡

小幅 古代 集跡跡

大宮北 古代 集落跡

大宮 古代、中世 集落跡

水 F] 古代 集落跡

小林 古代 集落跡

鬼柳 B 古代 集落跡

鬼柳A 古代 集落跡

鬼柳 C 古代 集落跡

野古B 古代 散布地

本宮熊堂 縄文・古代 集落跡

稲 荷 古代 集落跡

野古A 古代・平安 集落跡

上越場 B 古代 集落跡

二又 古代・平安 散布地

西田A 古代 集落跡

西田B 古代 集落跡

前田 古代 集落跡

飯岡オ川 古代 集落跡

矢盛 古代 散布地

飯岡林崎Ⅱ 古代 集落跡

深淵 I 古代・平安 集落跡

高屋敷 I 古代 散布地

下久根 I 縄文・古代 散布地

石持 古代 散布地

飯岡林崎 I 古代 集落跡

上新田 古代・平安 集落跡

深淵Ⅱ 古代・平安 集落跡

西 古代・平安 集落跡

高屋敷Ⅱ 古代・平安 散布地

熊堂 I 縄文・古代 集落跡

熊堂Ⅲ 古代・平安 集落跡

下久保Ⅱ 縄文・古代 散布地

熊堂 I 古代・平安 集落跡

南谷地 古代・平安 集落跡

田 中 古代・平安 集落跡

松 島 古代 集落跡

新井田Ⅱ 古代 散布地

大島 古代 散布地

大島 古代 散布地

第 1表 周辺の遺跡 (1)
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No 遺 跡 名 時 代 種  別
湯沢大館 古代～中世 故布地

一本松 平安 ? 散布地

野田新田 糸電文 散布地

大波野 I 縄文・古代 散布地

大波野 I 縄文 散布地

赤林一里塚 江 戸 散布地

127 人幡森 縄文 散布地

上国一里塚 近世 祭TE跡

右京長根 縄文 散布地

東緑が丘 縄文 散布地

長根 縄文 散布地

字登坂 縄文 散布地

上堤頭 縄文 散布地

高松神社裏 縄文 散布地

高松 縄文・古代 散布地

上 田山 縄文・古代 散布地

稲荷窪 縄文 散布地

南部家墓所 近世 墳墓

金昆羅前 縄文 散布地

南部家墓所 近世 墳墓

久県屋敷A 縄 文 散布地

久保屋敷B 縄文 散布地

第 1表 周辺の遺跡 (2)

飯岡林崎遺跡では、第 1次 。3次調査で遺構外から口縁部に溝底の刺痕と沈線による工字文風の文様のあ

る大洞 C2～ A式の鉢、旧河道から縄文時代晩期末葉から弥生時代前期の浅鉢、深鉢、重形土器の破片、石

匙等の石器類が出上 した。

雫石川の上流にあたる遺跡の西方 5kmの 台地上には上平遺跡、上平Ⅱ遺跡、猪去館遺跡、上猪去遺跡な

ど縄文時代早期～晩期の遺跡が多 く、本宮熊堂A遺跡と同時代の遺物も多 く出土している。

上平遺跡では縄文時代中期の竪穴住居跡、土坑群、配石、埋設土器などの遺構 と後期末～晩期初頭、大洞

B式、BC式、 Cl式、 C2式、A～ A`式 の土器を含む包含層が検出されているが、 C2式、A～ A'式

の土器の量は少ない。

猪去館遺跡では、数回にわたる調査で縄文時代早期の土坑、中期の竪穴住居跡、土坑が検出されたほか縄

文時代早期末葉から晩期、弥生時代、平安時代の遺物を含む包含層が検出されている。

上平Ⅱ遺跡では縄文時代中期の掘立柱建物跡、竪穴住居跡、土坑、配石、晩期の土坑、炉跡、焼土遺構、

埋設土器などのほか、晩期を主体とした遺物包含層が検出されている。大洞 C2～ A式の土器や土偶も比較

的多 く出土している。

上猪去遺跡では縄文時代の竪穴住居跡 (中期末葉 )、 土坑、埋設土器、遺物包含層などが検出された。包

含層には縄文時代早期～晩期、弥生時代、平安時代の土器、中世の陶磁器が含まれる。     (金 子)

く引用・参考文献〉

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

1998「大宮北・本宮熊堂A遺跡発掘調査報告書」岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第281集 (以

下第 集と略す)
1999「本宮熊堂B遺跡第4次・鬼柳A遺跡第4次発掘調査報告書J第308集

2002「熊堂B遺跡第10次発掘調査報告書」第377集

1996「小幅遺跡第4次発掘調査報告書J第 265集

遺 跡 名 時 代 種  別
四 ツ谷 古代 散布地

永祥院経塚 近世 経塚跡

盛岡城 中世・近世 散布地

大慈寺町 縄文 散布地

台太郎 古代 散布地

細谷地 古代 集落跡

南仙北 縄文・古代 集落跡

向中野幅 古代 集落跡

夕覚 古代 散布地

生畔 古代 集落跡

陣当 古代 集落跡

葛本 古代 散布地

155 境田 古代 散布地

永井経塚 祭祀跡

間木 古代 散布地

永井前田 古代 散布地

神田 古代 散布地

神田塚 近世 祭祀跡

下永井 古代 散布地

荒屋 古代 集落跡

上浅子 散布地
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2000「向中野館跡第4次・小幅遺跡第11次・台太郎遺跡第19次発掘調査報告書」第321集

1999「台太郎遺跡第15次発掘調査報告書」第309集

2001「台太郎遺跡第18次発掘調査報告書」第369集

2001「台太郎遺跡第22次発掘調査報告書」第365集

2002「台太郎遺跡第26次発掘調査報告書」第416集

2003「台太郎遺跡第44次発掘調査報告書J第 422集

2003「野古A遺跡第12次発掘調査報告書J第 420集

2003「野古A遺跡第15次発掘調査報告書J第421集

2003「飯岡沢田第 3次発掘調査報告書」第418集

2002「細谷地遺跡第4次 5次発掘調査報告書」第414集

2004「飯岡林崎Ⅱ遺跡発掘調査報告書 (第 1・ 3次調査)」 第427集

盛岡市教育委員会 1982「志波城跡昭和56年度発掘調査概報」

1983「志波城跡昭和57年度発掘調査概報」

1987「志波城跡昭和61年度発掘調査概報」

1995「志波城跡平成 6年度発掘調査概報」

1990「上平遺跡群―上平遺跡―第 4次発掘調査概報 (遺構・土器)」

1991「上平遺跡群―上猪去遺跡―平成2年度発掘調査概報」

1995「上平遺跡群一猪去館 。上平I遺跡―平成 4・ 5年度発掘調査概報」

4 基本層序 (第 5図、写真図版 4)

調査区南側は段丘の縁 にあた り、鹿妻堰が西か ら東へ流れている。調査区南側の トレンチでは検出面から

150cmほ ど下げても砂層が確認できなかったが、】ヒ側では100cm程 で砂層が検出されている。このことから、

段丘縁で標高が低 くなり、北側に向かって次第に高 くなる地形をしていると考えられる。深 くなった地形の

ため本調査区は水が溜 まりやす く、その影響 を受けてグライ化 していたものと推測 される。    (本 多 )

I層 表土 (宅地造成による盛り土)
10YR6/6明黄褐色土 シルト 粘性なし 締まり

なし 大小礫多量に混入
Ⅱ層 旧耕作土 (昭和20年代の水田)
10YR4/1暗灰色土 シルト 粘性あり 締まりあり
Ⅲ層 無遺物層
10YR3/2暗褐色土 シルト 粘性あり 締まりあり
Ⅳ層 遺物包含層、遺構検出面
10YR5/3にぶい黄褐色土 粘土質シルト 粘性かな

りあり 締まり かなりあり
一部緑灰色にグライイとしている部分あり

L=124000m

第 5図 基本土層図

一- 10 -―



Ⅲ 調査の方法と室内整理
1 野外調査の方法

(1)調査区の区割設定

本宮熊堂A遺跡の区割設定は、平成 8年度の第11次調査を踏襲し整合性を持たせている。遺跡群の最西端

を始点とし、遺跡全域をカバーできるように平面直角座標第X系 (日本測地系)に合わせてグリッドの設定を

行つている。また、一辺50× 50mの大区画に区割を行い、北から南側に 1～のアラビア数字、西から東側に

アルファベットの大文字A～ 0を付している。さらに大区画を2× 2mの 625小 区画に細分し、東西方向に

西からアルファベットの小文字 a～ y、 南北方向に北から数字の 1～ 25を与えている。

調査区の名称は大区画と小区画の組合せで、 4Nlaゃ 4N14jというように呼称する。調査区内におけ

る各基準点と補助杭の成果値は、遺構配置図に示してある。

(2)粗掘りと遺構検出

本調査に先立ち岩手県教育委員会生涯学習文化課による試掘調査 (ト レンチ)が実施されており、今年度第

17次調査区も遺物の分布がある程度把握されていたことから、表土除去と粗掘りは重機 (ユンボ)を使用する

こととし (IoH層 )、 その後に人力 (鋤焦掛け)で遺構検出作業を行つている。 (Ⅲ ～V層 )

(3)遺構の命名

検出された遺構の命名については盛岡市教育委員会の方法に準じており、下記のとおりに行つた。

竪穴住居跡・……RA   土 坑……RD

また、野外調査時に遺構として認定したものの精査途中で変更したもの、室内整理段階で登録抹消したも

のは、その遺構名を変更した (旧遺構名→新遺構名)。 なお、遺物の注記は変更前の遺構名 (旧名)で して

ヤヽる。

(4)遺構の精査と実波1

検出された竪穴住居跡の精査は4分法、土坑や焼土の精査は 2分法で実施している。遺構の平面実浪1は従

来の簡易遣り方波1量で行い、溝跡と土坑の一部は光波浪1量で作成した。各遺構の実測図縮尺は1/20を基本と

して実測したが、焼土遺構・石囲炉はν10、 溝跡の平面図は 1/40で実測した。遺構内から出土した遺物は

必要に応じて番号を付し、写真撮影と記録後に取り上げている。遺構外出土の遺物については調査区ごとに

出土したグリッドと層位を記して取り上げた。

(5)写真撮影

野外調査における写真撮影は、 6× 7cm判 カメラ 1台 (モノクロ)と 35mm判 カメラ 2台 (モノクロ・リ

バーサル)を使用し、遺構検出、遺物の出土状況、断面、掘 り上げ等を必要に応じて行っている。他にデジ

タルカメラ 1台をメモ的に活用した。撮影にあたつては撮影内容を記載した「撮影カード」を多用し、アルバ

ム整理を行いやすくした。

(6)広報活動

啓家活動の一環として、平成15年 6月 11日 (水)に現地公開を行い、今年度の調査成果を公表した。

2 室内整理の方法

(1)作業手順

遺物の整理作業は①水洗、②注記、③各遺物の仕分け・登録、④接合復元、⑤拓本、⑥写真撮影、⑦実測、

③トレース、③遺物図版作成の順に行つている。
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遺構の整理作業は①原図の′点検。合成、②第2原図の作成、③トレース、④遺構図版作成の順に進めた。

また、これらと並行して各種の計測、鑑定・分析、鉄製品の保存処理、原稿の執筆を行った。

(2)遺構図版

各遺構図版は次の縮尺を原則とし、各図面にスケールを付している。遺構位置図は1/200、 竪穴住居跡R

Aは平面・断面1/50、 土坑RDは平面・断面1/50、 溝跡RGは平面不定・断面1/80、 焼土遺構RFは平面・

断面1/20である。図版中の方位は座標北 (基準点 1の真北方向角は 0度 15分55秒西偏)を示している。

(3)遺物図版

掲載遺物図版の縮尺率は、土製品1/2、 土器・拓影 。礫石器1/3、 剥片石器 。小型石製品2/3、 大型石器類1/5

とし、図版に縮尺を掲載している。時間的制約から図化せず写真掲載のみに止めたものもある。土器や石器

の調整技法、付着物等の表現は、凡例に示すとおりである。なお、石器実測の一部とトレースは、株式会社

ラングに依頼 した。

遺構

(本多)

匡巨至亜∃焼土 ‖ 炭化物 匿翌憂亜∃土器 区 ≡ ヨ
石

スファルト

第 6図 凡例

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

ア
ス
フ
ア
ル
ト
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Ⅳ 検出された遺構と遺物
1 概要と遺物の掲載基準

今回の調査で検出された遺構は、縄文時代晩期の住居跡 1棟、土坑21基、焼土遺構 7基、石囲炉 4基、溝

跡 2条である。大部分が調査区南側の約300m2に集中している。

出土した遺物は大コンテナ (40× 30× 30cm)で土器18箱、石器18箱出土している。遺構と同様に調査区南

側の狭い範囲に集中して出土している。

出土した遺物は、縄文時代では土器、石器、土製品、石製品、種実、動物遺存体、弥生時代とわかるもの

では土器、平安時代以降では土器、近世以降の陶器がある。それらは次の基準により掲載した。

土器 出土土器は30× 40× 30cmの コンテナで18箱、196kgを超える。縄文土器及び弥生土器は、それらの中

から、一辺が 7cmを超え、文様や特徴がわかるものを選別して掲載した。従って、遺構外から出上した地

文のみの破片は掲載していない。また、 7cm以上のものに類例がない場合は小片であつても掲載した。平

安時代以降の上器、近世以降の陶器は小片で図化できなかった。

器種は、深鉢、鉢、台付鉢、浅鉢 (大型・小型)、 皿、台付浅鉢、脚付浅鉢、壺、注目である。なお、破

片で鉢としたものの中には台付鉢も含まれる可能性がある。

観察表には、主に実測図や拓本、写真で表現できなかった土器の特徴を記した。部位の欄に残存率が示し

てあるものは、完形に姑しての目分量である。国内側清 (山内 1930)の欄には口縁内面に施された溝 (沈線)

の有無を示した。 1条のものは「有」、 2条のものは「有 2」 と記載した。スス等の付着の欄には、うつす

らと細かな炭化物が付着する例を「スス」、べっとりと盛り上がった炭化物が付着する例を「おこげ」とし

て記した。

今回は、土器の実測を行う前に写真撮影を行つたものが多く、実測図で正面とした方向と、写真の撮影方

向が一致していないものもある。

土製品 原則としてすべて掲載したが、破片が小さく、図化が難しいミニチュア土器の底部 1点は掲載して

いない。土偶、土版、耳飾り、ミニチュア土器がある。

石器・石製品 出土した石器・礫類は大コンテナで18箱 (約600k9)である。何れも調査区南側の一部分に

集中して出土している。そのうち加工痕がみられなかった礫類 (43119)を 除く石器
。石製品の登録点数は、

遺構内外を合計して、1136点 を数える。剥片石器239点、礫石器95点、石核119点、二次加工痕の見られる剥

片380点、微細剥離痕のみられる剥片133点、石皿類20点、石製品21点、計1,007点である。その内369点 を掲

載している。そのうち、石製品はすべて掲載した。石核はフレーク等と接合作業を行い、接合したもの 5点

を写真で掲載している。二次加工のある剥片 (刃部形成が不明瞭なもの)、 微細剥離痕のある剥片、フレーク・

チップ等は時間的制約により図化せず、数量のみを記載している。また、所謂削掻器は「不定形石器」、磨石、

凹石、敲石は「敲磨器類」としてそれぞれ一括した。

個々の石器の観察事項は観察表に記載し、分類は器種ごとに以下に記述している。なお、分類については

朝日村文化財報告書第22集「元屋敷Ⅱ遺跡」 (上段)本文編を参考にし分頚をした。    (金 子 。本多)

(参考・引用文献〉

朝日村教育委員会 2002 「元屋敷遺跡Ⅱ (上段)J朝 日村文化野報告書第22集 本文編
「所謂亀ケ岡式上器の分布と縄紋式土器の終末」『考古學』第参琥山内清男 1930
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2 遺構と遺物

(1)竪穴住居跡

調査区南端から1棟検出された。壁の立ち上がりと埋土の判別が難しい。中央の掘り窪んだ場所に石囲炉

が設置されていた。水の影響を受けたらしく西～北壁がグライ化していた。

R A002竪穴住居跡

遺構 (第 8。 9図、写真図版 6～ 8)  ´

〈位置・重複関係〉 調査区南狽14N211～ 4N23mグ リッド、標高123.lmに 位置する。重複関係はない。

く検出状況〉 Ⅳ層責褐色土に黒褐色の不整なプランとして検出した。 トレンチを入れたところ石囲炉を検

出したため、竪穴住居跡と認定したものである。

(平面形・規模〉 平面形は北側と南側の壁が明瞭ではないが、ほぼ円形を呈しており、規模は5.1× 4.7m

を測る。壁高は30cmである。

〈埋 土〉 黒褐色土主体の 5層 に大別され、自然堆積の様相を呈する。

(壁・床〉 壁は緩やかに立ち上がるが、北側と南側の壁が明瞭ではない。床面はほぼ平坦である。

〈炉 跡〉 炉跡A～ Cの 3基を確認した。最初に炉跡A・ Bを検出し、そこからやや下がった面で炉跡C

を検出した。新旧関係は石の配置から炉跡BがAよ りも新しく、炉跡Cは A・ Bよ りも検出面が下だったこ

とから3基の中で一番古いと考えられる。

炉跡Aは石囲いの土器埋設炉である。平面形はほぼ円形で、規模は内径60cmを測る。大小の河原石を二重

に巡らしたほぼ中央に完形の深鉢が設置されていた。54× 48cmの焼土が形成され、層厚は 7 cmを 測る。

炉跡Bは炉跡Aの東狽Jに設置され、平面形はほぼ円形で、規模は内径47cmを測る。大小の河原石を一重に

巡らしており、炉跡Aの石を一部取り除き、新たに石を配置して作られていた。土器等を設置した痕跡は確

認されなかった。石の配置はAに比べて雑な感がある。45× 44cmの焼土が形成され、層厚は 2c/m弱を測る。

焼土の形成がよくないことから使用期間は短いと推測される。

炉跡Cは A・ Bの北側に位置している。石は南西側に一部しか残存していなかった。検出状況から二重に

巡らしていたと推測される。石の配置や形成された焼土から、平面形はほぼ円形を呈していたと思われる。

規模は推定内径60cm前後と思われる。56× 55cmの焼土が形成され、層厚は 4～ 7 cmを 沢1る。

〈柱穴・他の施設〉 柱穴や他の施設は確認できなかった。

遺物 (第 18～ 23図、写真図版22～ 24)

土器は、 1は石囲炉内に埋設されていたもので、 2は埋土中～下層出上の破片と4N221グ リッドから出

土した破片を接合したものである。 3～ 13は埋土中位～下位で出土している。 1は粗製の鉢形土器で、大洞

C2～ A式に属すると考えられる。 3、 4は粗製の深鉢である。 4～ 7は大洞 C2～ A式、 8の浅鉢は大洞

A式、 9～ 13は大洞C2～ A式の土器と考えられる。

石器は、Sl～ S10の剥片石器が埋土中～下位、Sllの打製石斧、S12～ S13の敲磨器類、S15,S16の台石、

S17の石棒が埋土中に分散して出上している。とくに北西部分からの出土が多い傾向がある。S19。 S20の石

皿は南西壁際に刺さるような状態で出土した。この他、埋土中から多くのフレーク類も出土している。

時期 出土遺物から、縄文時代晩期中棄末～後葉前半に属すると考えられる。

(2)焼土遺構・石囲炉跡

焼土遺構 7基、石囲炉 4基を検出した。石囲炉については竪穴住居に伴っていたものの可能性が高い。ま

た、焼土が検出されなかったが、形態から石囲炉としたものも含まれる。

―- 15 -―
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上

L=123300m

黒褐色粘土質シルト 炭化物混入 粘性あり 締りかなりあり
褐色粘土質シルト 1層混入 粘性あり 締りややあり
黒褐色粘上質シルト 炭化物粒混入 粘性あり 締りややあり
黒褐色粘土質シルト 炭化物粒混入 粘性あり 締りややあり
にぶい黄褐色粘土質シルト 炭化物粒少量混入 粘性あり 締りあり

黒褐色粘土質シルト 炭化物混入 粘性あり 締りかなりあり
黒褐色粘土質シルト 炭化物粒混入 粘性あり 締りややあり
黒褐色粘土質シルト 炭化物粒混入 粘性あり 締りややあり
にぶい黄褐色粘土質シルト 炭化物粒少量混入 粘性あり 締りあり

第 8図  R A002竪 穴住居跡
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R A002内石囲炉跡 A～ C申

五唸2■

_A4

L=123000m
C′
≒

R A002C― C′
1:10YR3/3 暗褐色シルト 焼上プロック混入 粘性あり 締り

ややあり
2:5YR3/6 暗褐色焼土 粘性あり 締りややあり
6:5YR4/3 にぶい赤褐色シルト 粘性あり 締りあり

μ L封2つ∞m

カクラン

R A002D― D′
1:10YR4/2 灰責褐色粘土質シルト 炭化物粒微量混入 焼土ブ

ロック微量混入 粘性かなりあり 締りあり
2:5YR4/6 赤褐色焼土 炭化物粒微量混入 粘性なし 締りあ

り
3:5YR3/3 暗赤褐色焼土 災化物粒微量混入 粘性なし 締り

あり

牌

ｙ引

^′

「

E
卜 L=122900m

E′

引

A碇 2  カクラン
R A002E― E′
1,10YR4/2 灰責褐色粘土質シルト 炭化物粒微量混入 焼土ブ

ロック微量混入 粘性かなりあり 締りあり
2:5YR4/6 赤褐色焼土 炭化物粒微畳混入 粘性なし 締りあ

り
3:5YR3/3 暗赤褐色焼土 炭化物粒微量混入 粘性なし 締り

あり

A
卜  A=123.000m

R A002A― A′
1 :10YR3/3
2:5YR3/3

3 :10YR2/2
4:10YR3/4

5:5YR5/4
6:5YR4/3

A′

引

B
I――一 L=123.000m

B′

引

暗褐色ンルト 炭化物混入 粘性あり 締りややあり
暗赤褐色焼土と10YR3/3暗 褐色シルト混合土 粘性あ
り 締りややあり
黒褐色シルト 土器の坦上 粘性あり 締りややあり
暗褐色シルト 焼土プロック微量混入 粘性あり 締
りあり
にぶい赤褐色シルト 粘性あり 締りあり
にぶい赤褐色シルト 粘性あり 締りあり

黒褐色シルト 炭化物混入 粘性あり 締りかなりあり
暗赤褐色焼土と10YR3/3暗 褐色シルト混合土 粘性あり
締りややあり
黒褐色シルト 土器の埋土 粘性あり 締りややあり
暗褐色シルト 焼土プロック微量混入 粘性あり 締り
あり
にぶい赤褐色シルト 粘性あり 締りあり
にぶい赤褐色シルト 粘性あり 締りあり

R A002B― B′
1 :10YR3/8
2:5YR3/3

3:10YR2/2
4:10YR3/4

5:5YR5/4
6:5YR4/3

0                1 :20               1m

R A002 内石囲炉跡
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R F007焼土遺構 (第 10図、写真図版 8)

〈位 置〉調査区南側 4N20kグ リッド、標高122.9mに 位置する。
〈検出状況〉Ⅳ層において、不整な暗赤褐色土の広がりとして検出した。

(平面形・規模〉平面形は不整を呈し、規模は長軸60～ 86cm、 短軸27～ 40cmを 測る。焼土の厚さは 6 cmで

ある。

遺物 出上していない。            ´

時期 周囲の出土遺物から、縄文晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高いと思われる。

R F008石囲炉 (第10図、写真図版 9)

〈位 置〉調査区南側 4N23iグ リッド、標高123,Omに 位置する。
〈検出状況〉Ⅳ層において、規則的な石組みの配置として検出した。焼土は確認できなかったが、形態から

石囲炉として登録したものである。

〈平面形 。規模〉平面形はほぼ円形を呈し、南東側が開口する。10cm前後の河原石で石組みされ、北側が二

重に配置される。規模は径70cm程 を測る。

遺物  (第24図、写真図版25)S21の凹石が出土している。

時期 周囲の出土遺物から、縄文晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高いと思われる。

R F009焼土遺構 (第10図、写真図版 9)

〈位 置〉調査区南側 4N21gグ リッド、標高122.9mに 位置する。
〈検出状況〉Ⅳ層において、炭化物を伴う焼上の広がりとして検出した。

〈平面形・規模〉炭化物の広がりは、平面で楕円形を呈し、規模は長軸110cm、 短軸94cmを測る。焼土はそ

れより小さく、径60cmである。炭化物の厚さは 6cm、 焼上の厚さは4cmである。

遺 物  (第24図、写真図版25)検出面上でs22の敲石と石核が検出面上で出土した。また、炭化したクル

ミ片が1.4k9程 (細片が多いため多少土も含まれる)出上している。

時 期 出土遺物から縄文晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

その他 出土した敲磨器類から、この場所で何らかの作業を行っていた可能性も考えられる。

R F 010焼土遺構 (第11図、写真図版 9)

く位 置〉調査区南側 4N7hグ リッド、標高122.8mに 位置する。
(検出状況〉Ⅳ層中、炭化物を含む黒褐色土を伴う焼上の広がりとして検出した。

(平面形・規模〉炭化物の広がりは、楕円形を呈し、規模は長軸160cm、 短軸120cmを測る。焼土は長軸62cm、

短軸45cm、 厚さは10cmで ある。焼成が良くないうえ、黄褐色土が混入していることを考えると、廃棄され

た焼土と炭化物の可能性が高い。炭化物は極細片のため樹種等は不明である。

遺物 出土していない。
時期 周囲の出土遺物から縄文晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高いと思われる。

R F011焼土遺構 (第11図、写真図版10)

〈位 置〉調査区南側 4N18qグ リッド、標高122.9mに 位置する。

―- 18 -―
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乱 N20k
RF008

ｌγ

締りあり

A
辟 A=12300m

B
トー_A=123.00m

R F009A― A′
1:10YR2/1 黒色シルト 炭化物 (ほ とんどがクルミ)層

粘性なし 締りなし
2:5YR3/3 暗赤褐色焼土 炭化物粒少量混入 粘性あり

A′

卜 A=12300m           _

R F007A― A′
1:2 5YR2/3 極暗赤褐色粘質シルト グライ化状 粘性あり

A′

卜  A=123.00m

骨片少量含む

締りあり

第10図  R F007～ 009焼土遺構・石囲炉跡

RF009

Ｂ引

A′

引

骨 片
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〈検出状況〉Ⅳ層において、ほぼ円形の赤褐色上の広がりとして検出した。

(平面形・規模〉平面形はほぼ円形を呈し、規模は径50師、焼土の層厚は 8軸 を測る。

遺物 出土していない。

時期 周囲の出土遺物から、縄文晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高いと思われる。

R F012石囲炉 (第11図、写真図版10)     ′

〈位 置〉調査区南側 4N150グ リッド、標高122.9mに 位置する。
く検出状況〉Ⅳ層中において、円形に巡る石組みとして検出した。

(平面形・規模〉20cm大の河原石を用いて石組みされた石囲炉である。平面形はほぼ円形を呈し、規模は径

90cmを測る。石組内は 8 cmほ ど掘り窪められ、径60cmほ どの焼土が形成されている。焼土の層厚は14cmで赤

色変化が著しい。

(その他〉柱穴や壁の立ち上がりを周囲に確認することができなかった。他の焼土遺構と比較し、竪穴住居

に伴っていた可能性が高いと考えられるが、明確な判断はできず、単体の石囲炉として扱った。

遺物 (第24図、写真図版25)14の重は埋土中出上の破片と遺構外の4N160、 16Pグリッド出土の破片が接

合したものである。日縁部に三角形の浮文があり、体部は無文の大洞A式の重である。

時期 出土遺物から、縄文晩期中棄末から後葉前半に属すると思われる。

R F013焼土遺構 (第12図、写真図版11)

〈位 置〉調査区南側 4N180グ リッド、標高122.8mに 位置する。
〈検出状況〉Ⅳ層中において、暗赤褐色土の円形の広がりとして検出した。

(平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、規模は長軸80cm、 短軸70伽を測る。径60cmの焼土は焼土面が 4 cm

ほど掘り窪められている。焼上の層厚は10c14で赤色変化が著しい。

遺物 (第24図、写真図版25)検出面上から15の重破片が出土している。頸部の沈線間にキザミが施され、体

部に隆帯による工字文のある大洞A式の壼である。

時期 周囲の出土遺物から、縄文晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高いと思われる。

R F014焼土遺構 (第 12図、写真図版11)

〈位 置〉調査区南側 4N171グ リッド、標高122.8mに位置する。
(検出状況〉Ⅳ層中において、暗赤褐色上の広がりとして検出した。

(平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、規模は長軸60cm、 短軸48cmを測る。焼上の層厚は 4 cmを測り、赤

色変化が著しい。

遺物 出土していない。

時期 周囲の出土遺物から縄文晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高いと思われる。

R F015焼土遺構 (第 12図、写真図版11)

〈位 置〉調査区南側 4N14hグ リッド、標高122.8mに 位置する。
(検出状況〉Ⅳ層中において、不整な炭化物の広がりとして検出した。

(平面形・規模〉平面形は方形に近く、規模は長軸98cm、 短軸80cmを測る。焼土の赤色変化が弱く、炭化物

―- 20 -―
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片 L=123000m

R F010A― A′
1:2 5YR5/6 明赤褐色焼土
2:2 5YR5/8 明赤褐色焼土
3 110YR1 7/1 黒色シルト

A
ト L=123000m

B
卜 L=123000m

4N18q
RF011

A
|―

平
走

A′

L=123100m  _

R F01lA― A′
1:10YR3/3 暗褐色シルト 土器の抜き取り痕か ?

締りあり
2:2 5YR4/6赤褐色焼上主体に1層 暗褐色シルト混入

り 締りあり

粘性あり

粘性あ

10YR3/3暗 褐色シルト混入 粘性なし 締りなし
10YR3/3暗 褐色シルト混入 粘性なし 締りなし
10YR3/3暗 褐色シルトの混合土 粘性なし 締りなし

F012A一 A′
:10YR3/4  暗褐色粘土質土 炭化物粒少量混入 粘性あり
:10YR4/4  褐色粘土質土 焼土ブロック混入 粘性あり
:10YR1 7/1 黒色シルト 炭化物層 粘性なし 締りなし
:5YR4/3  にぶい赤tB色焼土 粘性あり 締りなし
:5YR4/8  赤褐色焼土 粘性なし 締りあり

RFO刊 2

締りあり
締りあり

B′

引

第11図  R F010～ 012焼土遺構 。石囲炉跡

こ
田

_h′

十一

Ａ坤

R F012B― B′
1:10YR3/4 暗褐色粘土質土 え化物粒少量混入 粘性あり
2,10YR4/4 褐色粘土質土 焼土プロック混入 粘性あり
4:5YR4/3 にぶい赤褐色焼土 粘性あり 締りなし
5:5YR4/8 赤褐色焼土 粘性なし 締りあり
0                 1 : 20                1m
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り

り
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締
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下
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、
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粒が混入していることから廃棄焼土が残存した可能性が高いと考えられる。

遺物 出土していない。
時期 周囲の出土遺物から、縄文晩期中乗末から後葉前半に属する可能性が高いと思われる。

R F016石囲炉 (第12図、写真図版12)

〈位 置〉調査区南側 4N23kグ リッド、標高122.7mに 位置する。
〈検出状況〉Ⅳ層中において、規則的な石組みを検出した。当初は竪穴住居も伴うものと考えたが、壁の立

ち上がりや柱穴を確認できなかったため、単体の石囲炉として登録したものである。

(平面形・規模〉平面形は円形を呈し、 7～ 10cm程の河原石を二重に巡らし石組みされていた。規模は径85

×75cmを測る。石組み内は 9 cm程掘り窪められ、そこに径46伽の焼土が形成されている。焼土の層厚は 6 cm

で、赤色変化が著しい。

遺物 (第25図、写真図版25) 本遺構のすぐ脇からほぼ正立の状態で17の浅鉢が出土している。口縁部の溝

底に刺痕と、沈線による工字文風の文様、肩にメガネ状の浮文、体部に工字文の施される大洞A式の大型の

浅鉢である。

時期 周囲の出土遺物から、縄文晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高い。

R F017土器埋設炉 (第 12図、写真図版12)

〈位 置〉調査区南側 4N23kグ リッド、標高122,7mに 位置する。
〈検出状況〉Ⅳ層中において、R F016の南側に隣接する赤褐色土の広がりとして検出した。数個の河原石

が残存していたことから本来は石囲炉だったと思われる。

〈平面形 。規模〉平面形は楕円形を呈し、規模は長軸74cm、 短軸56cmを 測る。やや窪んだ焼上の中央に深

鉢が埋設されていた。焼上の厚さは 3～ 7 cmである。赤色変化が著しい。

遺物 (第24、 25図、写真図版25)18の深鉢が炉に埋設されていた。18は粗製の深鉢下半部である。16は 口縁

部に2条の沈線があり、日唇にキザミが施される鉢で、大洞C2～ A式に属すると考えられる。

時期 出土遺物から、縄文晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

(3)土坑

調査区全体で21基を検出した。大部分は縄文時代晩期を主体のものと考えられるが、時期不明なものも数

基含まれる。なお、出土遺物などから、墓坑と考えられるものもみられる。

R D 021土坑 (第13図、写真図版12)

〈位 置〉調査区南側 4N19iグ リッド、標高123.Omに 位置する。
〈検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色の楕円形プランとして検出した。南東部分は試

掘坑で破壊されている。重複関係はない。

く平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、規模は開口部長軸220cm、 短軸H5cm、 深さは27cmを測る。

〈断面形〉壁は緩やかに立ち上がり、碗形を呈する。

〈底 面〉やや湾曲している。
〈埋 土〉黒褐色土～灰色粘土主体の 3層 に大別される。

遺 物 (第25図、写真図版25)19。 20が埋土中～下層から出土している。19は口縁部に多条沈線のある深鉢
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RF013

=123 000rn

R F 013A― A′
1:10YR3/8 暗褐色シルト
2:5YR4/8 暗褐色シルト

卜
′

庁

A′

引

炭化物微量混入 粘性ややあり 締りかなりあり
炭化物微量混入 粘性ややあり 締りあり

RF014

ヽ

く

A′
L=123000m 引

R F 014A― A′
     ~

1:10YR3/3 暗褐色粘土質シルト 焼土粒混入 粘性あり 締りかなりあり
2:5YR3/4 暗赤褐色焼土 粘性ややあり 締りかなりあり

Ａ
岸

A
ト ー L

ミ
A
トーーL=122900m

L=123000m

R F 016/017A― A′
1:10YR3/3 暗褐色シルト 焼土混入 粘性あり 締りややあり
2:10YR3/2 灰責褐色シルト 災化物粒 骨片混入 粘性あり 締りなし
4:5YR3/4 暗赤tB色焼土 粘性かなりあり 締りややあり

第12図  R F 013～ 017焼土遺構

黒褐色シルト 炭化物粒混入 粘性あり 締りかなりあり
赤褐色焼土 粘性ややあり 締りあり

B                  B′
卜  L=123000m         引

4

灰責褐色シルト 炭化物粒・骨片混入 粘性あり 締りなし
にぶい黄褐色シルト グライ化気味 粘性あり 締りなし
暗赤褐色焼土 粘性かなりあり 締りややあり

C                  C′
トーーー L=123000m          碧

R F015A― A′
1 1 10YR3/2
2 :5YR4/8

く

ハ

Ａ洋
／引
R F016B― B′
2:10YR3/2
3:10YR4/3
4 :5YR3/4

R F016C― C′
1:10YR3/3 暗褐色シルト 焼土混入 粘性あり 締りややあり
4:5YR3/4 暗赤褐色焼土 粘性かなりあり 締りややあり

石囲炉跡・上器埋設炉跡

1 :20              1m
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破片で、大洞C2～ A式に属すると考えられる。20は深鉢の破片である。S24の石錐、S25の不定形石器が埋

土中から出土している。

時 期 出土遺物から縄文晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D022土坑 (第13図、写真図版13)

く位 置〉調査区南側 4N191グ リッド、標高123.Omに位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色土の円形プランとして検出した。北西部分は試

掘坑で破壊されている。重複関係はない。

(平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、開口部長軸120cm、 短軸80c/m、 深さ34cmを測る。

(断面形〉壁は緩やかに立ち上がり、碗形を呈する。

(底 面〉やや湾曲している。
(埋 土〉黒褐色土～灰色粘土主体の 3層 に大別される。
遺 物 (第25図、写真図版26)21・ 22が埋土中から出土している。21は磨り消し縄文のある大型浅鉢の体部
破片で、大洞C2～ A式と考えられる。22は日縁部に多条沈線のある粗製の深鉢で、大洞C2～ A式に属する。

時 期 出土遺物から縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D023土坑 (第13図、写真図版13)

〈位 置〉調査区4N17hグ リッド、標高123.Omに 位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色土に暗褐色上のプランとして検出した。重複関

係はない。

(平面形・規模〉平面形はほぼ楕円形を呈し、開田部長軸134cm、 短軸70～ 90釦、深さ29cmを測る。

(断面形〉壁は緩やかに立ち上がり、碗形を呈する。

(底 面〉ほぼ平坦である。
〈埋 土〉黒褐色土主体の 5層 に大別される。
遺 物 (第25図、写真図版26)23が埋土上層から、24が埋土中位～下位で出土している。石器はS24の石鏃、
S25の不定形石器が埋土中から出土している。23は口縁部に多条の沈線があり、口唇部にB突起 (山内 1930)

とキザミのある鉢、24は口縁部に多条沈線のある粗製の深鉢である。ともに大洞C2～ A式に属する。

時 期 出土遺物から縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D024土坑 (第13図、写真図版13)

〈位 置〉調査区4N16iグ リッド、標高123.OInに 位置する。
(検出状況 。重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色土に暗黒褐色土のプランとして検出したが、土

坑の大半が攪乱を受けていた。新旧関係は確認できなかったが、R D028土坑と重複していると思われる。

(平面形。規模〉残存部から推定し、平面形は楕円形を呈していたと思われる。開口部は長軸150c/m、 短軸51cm、

深さ20cmを測る。

(断面形〉残存部の壁は緩やかに立ち上がり、断面形は碗形を呈していたと思われる。

〈底 面〉不明である。
〈埋 土〉暗褐色土の単層である。
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RD021

A
―

RD037

A′

ー

B′

「

0´
【

第13図  R D 021～024・ 037 」二坑

R D021A― A′
1:10YR3/3 暗褐色砂質シルト 砂粒混入 粘性なし 締りかなりあり

RD022 ::'!鑑チ【浸雹患主皆ウル中
性
多9ィ花資案
な
亀乏盪り 締りあり

B
卜

B′

L=123100m  
―

1

R D 022 B― B′

1 1 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 砂粒混入 粘性なし 締りかなりあり
2:10YR2/2 黒褐色シルト 粘性あり 締りかなりあり
3:75Y5/1 灰色粘土質シルト グライ化気味 粘性あり 締りあり

C
―  L=122900m

C′

P       ~

D023A― A′
:10YR2/3 暗褐色砂質シルト 粘性なし 締りかなりあり
,10YR3/2 黒褐色シルト 粘性あり 締りあり
:10YR2/2 黒褐色シルト 粘性あり 締りあり
:10YR3/3 黒褐色シルト 責褐色粘土質土ブロック状混入 粘性

かなりあり 締りあり
:7 5GY8/1 明緑灰色 粘土質シルト 粘性かなりあり 締りあり

RD37C― C′
1:10YR4/4 褐色シルト λ化物微量混入 粘性あり 締りかなりあり

RD024

A             A′
トーー    L=123100m    ―

¬

R D24A― A′
1:10YR3/3 暗褐色砂質シルト 粘性なし 締りややあり
2:7 5GY8/1 明緑灰粘土質シルト 黄褐色粘上ブロック混入 粘性

かなりあり 締りあり

0            1 : 50          2m

RD023

A
ト

札l翫

A′
L=123.100m  __引
1  2

L=123100m
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遺 物 (第 26図、写真図版26)25～ 27が埋土中位から出土している。25は体部上端に微隆帯と沈線のある

台付浅鉢の破片と考えられ、大洞A式に属する。26は口縁と体部に文様帯のある鉢で、大洞A式、27は大型

浅鉢の破片で大洞 C2～ A式に属する。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D 025土坑 (第 14図、写真図版13)

〈位 置〉調査区4N15iグ リッド、標高123.Omに位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色土に暗褐色土のプランとして検出した。重複関

係はない。

〈平面形 。規模〉平面形はほぼ楕円形を呈し、開口部長軸145cm、 短軸100cmを測る。深さは23cmである。

(断面形〉皿形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる

〈底 面〉やや湾曲している。
(埋 土〉暗褐色土主体の 3層 に大別される。

遺 物 (第26図、写真図版26)28は埋土中から出土した破片と4N17h、 17i、 17j、 181グ リッド出上の

破片を接合したものである。29は埋土中から出土している。石器は埋土中からS26の石鏃が出土している。

28は体部に磨 り消し縄文の工宇文が施された大型の浅鉢で、大洞 C2～ A式に属する。29は国縁部に沈線の

ある鉢で大洞 C2～ A式に属する。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D026土坑 (第 14図、写真図版14)

〈位 置〉調査区4N14mグ リッド、標高123.Omに位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、黄褐色土に暗褐色土のプランとして検出した。重複関係はない。

〈平面形・規模〉平面形はほぼ楕円形を呈し、開口部長軸93cm、 短軸32～ 60cm、 深さ20cmを 測る。

(断面形〉壁は東壁が緩やかに、西壁は鋭角的に立ち上がる。断面形は逆台形を呈する。

(底 面〉ほぼ平坦である。
〈埋 土〉暗褐色上の単層である。
遺 物 出土していない。

時 期 不明である。

R D027土坑 (第 14図、写真図版14)

〈位 置〉調査区4N19jグ リッド、標高122.9mに位置する。
〈検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、責褐色土に暗褐色のプランとして検出した。重複関係はない。

〈平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、開日部長軸110cm、 短軸87cm、 深さ22cmを測る。

〈断面形〉壁は緩やかに立ち上がり、断面形は皿形を呈する。

く底 面〉ほぼ平坦である。
〈埋 土〉暗褐色土の単層である。
遺 物 出土していない。
時 期 周囲から出土する遺物などから、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高い。
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RD026

A
ヨ

忘 1硫
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E′

第14図  R D025～ 028・ 031～ 033 」二坑

3      ″
R D025A― A′
1:10YR3/3 暗褐色砂質シルト 砂粒混入 粘性なし 締りかなりあり
2:1阿 R2/2 黒褐色シルト 粘性あり 締りかなりあり
3:75Y5/1 灰色粘土質シルト グライ化気味 粘性あり 締りあり

A     A′
卜     引
L=123100m

R D026A― A′
1:10YR3/1 黒褐色粘土質シルト主体に25Y6/4とこぶい責色粘土質シル

ト混入 粘性あり 締りあり

A
トーー   L=123100m

R D 028A― A′

1:25Y4/3 オリーブ掲色粘土質シルト グライ化気味 炭化物粒微量
混入 粘性あり 締りかなりあり

2:10YR3/2 黒褐色シルト主体に10YR5/6黄 褐色粘土質シルトブロック
混入 炭化物粒微量混入 粘性あり 締りかなりあり

L=123100m

A′

-

粘性あり 締りかなりあり
粘性あり 締りかなりあり
粘性あり 締りかなりあり
締りなし

D          D′
トーー L=123.000m―

S
R D031D― D′
1:10YR3/2 黒褐色粘土質シルト 災化物
粒混入 粘性あり 締りかなりあり
2:10YR3/2 黒褐色粘土質シルトややグラ
イ化気味 粘性あり 締りかなりあり
3:10YR5/6 黄禍色粘上質シルト 地山の
可能性あり 粘性あり 締りかなりあり

E′
L=123100m  _

R D027E― E′
1:25Y4/3 オリープ褐色粘土質シルト グライ化気味

粘性かなりあり 締 りあり

浚二―L=123100m

R D038B― B′
1:10YR3/2  黒褐色粘土質シルト クルミλ化物粒混入
2:10YR5/6  責褐色粘土質シルト クルミ濃化物微量混入
3:10YR2/1  黒色粘土質シルト クルミ炭化物微量混入
4:10YR1 7/1 黒色炭化物層 クルミ殻片混入 粘性なし

鼻 L=立&∞Om葛

s    2
R D 032C― C′
1:25Y4/2 暗灰黄色粘土質シルト
グライ化 粘性あり 締りかなりあり
2:10YR5/6 黄褐色粘土質シルト 地
山の可能性あり 粘性あり 締りかな
りあり
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R D 028土坑 (第14図、写真図版14)

〈位 置〉調査区南側 4N17iグ リッド、標高122.8mに位置する。
(検出状況 。重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色上に黒褐色のプランとして検出した。北側は後

世の攪乱を受けている。新旧関係は確認できなかったが、R D024土坑と重複していると思われる。

く平面形・規模〉平面形はほぼ楕円形を呈し、開口部長軸142cm、 短軸127cm、 深さ41cmを測る。

(断面形〉壁は緩やかに立ち上がり、断面形は逆台形を呈する。

(底 面〉ほぼ平坦である。
〈埋 土〉暗褐色土主体の 2層 に大別される。
(その他〉遺物が上から底面にかけて出土しており、土器等を廃棄した土坑と思われる。

遺 物 (第 26、 27図、写真図版26、 27)30。 32が埋土中から出土した。31は埋土下位から出土した破片と4
N13hグ リッド出土の破片が接合した。石器は埋土下位からS28の石鏃、S29の石錐、埋土中からはS30の不

定形石器とS31の 台石が出土している。30は 口唇にB突起を持つ粗製の鉢、31、 32は口縁に多条沈線のある

組成の深鉢である。いずれも大洞C2～ A式に属する。

時 期 出土した遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D029土坑 (旧 R D37)(第 15図、写真図版14)

〈位 置〉調査区南側 4N180グ リッド、標高122,9mに位置する。
(検出状況 。重複関係〉Ⅳ層において、黄褐色土に暗褐色土のプランとして検出した。重複関係はない。

(平面形・規模〉平面形はほぼ円形を呈し、開田部長軸120cm、 短軸110cm、 深さ3 cmを測る。

(断面形〉皿形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。

(底 面〉ほぼ平坦である。
(埋 土〉暗褐色土の単層である。
遺 物 (第27図、写真図版27)50が埋土中から出土している。日縁部に沈線をもつ鉢の破片で、大洞C2～
A式に属すると考えられる。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D 030土坑 (旧 R D41)(第 15図、写真図版15)

〈位 置〉調査区南側 4N13kグ リッド、標高122.8mに位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、黄褐色土に黒褐色土のプランとして検出した。北側部分が後世の攪

乱により破壊されている。

(平面形 。規模〉平面形は楕円形を呈し、開口部長軸130cm、 短軸120cm前後、深さ26cmと 推測される。

(断面形〉断面形は半円形と推測され、壁は緩やかで明瞭ではない。

(底 面〉やや湾曲している。
〈埋 土〉黒褐色土主体の 2層 に大別される。
遺 物 (第27図、写真図版27)55。 56・ 64が埋土中位～下位で出土している。55は体部に工字文のある台付
浅鉢破片で、大洞A式に属する。56は日縁部に多条の沈線のある粗製深鉢である。64は口縁部の溝底に刺痕

(山内 1930)がある鉢の破片で、大洞C2～ A式に属する。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。
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R D 031土坑 (第 14図、写真図版15)

〈位 置〉調査区南側 4N18iグ リッド、標高122.9mに位置する。

〈検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色土に暗褐色上のプランとして検出した。重複関

係はない。

(平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、開口部長軸87伽、短軸100cm、 深さ20cmを 測る。

(断面形〉断面形は逆台形を呈し、壁は鋭角的に立ち上がる。

く底 面〉ほぼ平坦である。
(埋 土〉暗褐色土主体の 3層に大別される。

遺 物 (第 27、 28図、写真図版27、 28)33～ 35が埋土中から出土している。石器は埋土中からS32の敲磨器

類、S33の台石が出上している。33は 口縁部に三角形の浮文、体部に工字文をもつ台付浅鉢と思われる破片

で大洞A式、34は日縁部の溝に刺痕があり、沈線で工字文風に描いた大洞 C2～ A式の鉢、35は口縁部に多

条の沈線がある大洞 C2～ A式の粗製深鉢である。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D032土坑 (第 14図、写真図版15)

〈位 置〉調査区南側 4N18iグ リッド、標高122.9mに位置する。

(検出状況・重複関係〉Ⅳ層面において、グライ化した緑灰色土に暗褐色上のプランとして検出した。重複

関係はない。

(平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、開口部長軸96cm、 短軸78cm、 深さ17cmを 沢1る。

〈断面形〉断面形は箱形を呈し、壁は鋭角的に立ち上がる。

(底 面〉ほぼ平坦である。
く埋 土〉暗褐色土主体の 2層 に大別される。

遺 物 ない。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D033土坑 (第 14図、写真図版15、 16)

く位 置〉調査区南側 4N18iグ リッド、標高122.9mに 位置する。

く検出状況 。重複関係〉Ⅳ層面において、グライ化した黄褐色土に暗褐色土のプランとして検出した。重複

関係はない。ほぼ中央から土器が出土し、その下にピットを確認した。

(平面形 。規模〉平面形は楕円形を呈し、開口部長軸106cm、 短軸94cm、 深さ23cmを 測る。内部のピットは

ほぼ円形を呈し、規模は52cm× 47cmを 測る。

(断面形〉断面形は皿形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。

(底 面〉土坑、ピットの底面ともにほぼ平坦である。

〈埋 土〉暗褐色土主体の 4層 に大別される。

遺 物 (第28図、写真図版28) 37と 38が土坑中央の底面で出土している。38には4N17jグ リッドから出

土した破片が接合した。36、 39、 40は埋土中から出土している。また、土器下に確認されたピットからは炭

化 したクルミ片が約1.2k9出上している。埋土上位からは形がわかるクルミ片が出土し、下位からは極細片

が出土している。36、 37、 40は日縁部に多条の沈線がある粗製深鉢、38は口縁部の 2条の沈線間をナデてい
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る粗製の深鉢である。いずれも、大洞 C2～ A式に属する可能性が高い。39は粗製深鉢の体部下端破片で、

時期は不明である。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D034土坑 (第15図、写真図版16)

〈位 置〉調査区南側 4N17hグリッド、標高122.9mに位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色土に暗掲色土のプランとして検出した。重複関

係はない。

〈平面形・規模〉平面形はほぼ段円形を呈し、開口部径長軸108師、短軸104cm、 深さ20cmを 測る。

(断面形〉浅い湾形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。

(底 面〉ほぼ平坦である。
(埋 土〉暗褐色土の単層である。
遺 物 (第29図、写真図版28)41は埋土中から出土した破片と4N16hグ リッドから出土した破片を接合し
たものである。42が埋土中から出土している。41は口縁部に3条の沈線があり、日唇部は棒状工具か指によ

る撫でつけで、波状を呈する土器である。深鉢としたが、鉢の範疇に入るかもしれない。42は口縁部に多条

の沈線を持つ粗製の深鉢である。いずれも大洞C2～ A式に属すると考えられる。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後棄前半に属すると思われる。

R D035土坑 (第 15図、写真図版16)

く位 置〉調査区南側 4N16hグ リッド、標高122.9mに位置する。
〈検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、責褐色土に暗褐色土のプランとして検出した。重複関係はない。

(平面形・規模〉平面形はほぼ楕円形を呈 し、開口部長軸60御、短軸47cm、 深さ20cmを 測る。本調査区で

検出された土坑中で最小の規模である。

〈断面形〉断面形は湾形を呈し、壁は外傾して立ち上がる。

く底 面〉ほぼ平坦である。
〈埋 土〉暗褐色土主体の 2層に大別される。
遺 物 (第29図、写真図版28)48。 49が埋土中から出土している。石器はS35の敲磨器類が埋土中から出
土している。48は 口縁部に多条の沈線を持つ粗製深鉢で、大洞C2～ A式に属する。49は深鉢の体部破片で

ある。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D036土坑 (第 16図、写真図版16)

〈位 置〉調査区南側 4N211グ リッド、標高122.9mに 位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色土ににぶい責褐色土のプランとして検出した。

重複関係はない。

(平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、開口部長軸194cm、 短軸137cm、 深さ25cmを測る。

(断面形〉断面形はほぼ皿形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。

〈底 面〉中央がやや窪み、やや傾斜 している。
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〈埋 土〉にぶい責褐色土を主体とする 3層 に大別される。
遺 物 (第30図、写真図版29) 46・ 47の立体が坦土下位、43～ 45の破片が埋土中から出上している。石器
はS34の敲磨器類と不掲載としたがフレーク、二次加工のある剥片等が出上している。43はこの体部上端の

破片で、溝の間に刺痕を持つ。大洞A式に属する。44は鉢の底部と思われ、周縁にキザミが施されている。

時期不明。45は重の口縁部で、口唇にA突起 (山内 1930)や 2個 1組の粘土粒を持つ可能性がある。46は

無文の浅鉢である。47は 2個の補修孔を持つ粗製の深鉢である。45～ 46は明確な時期は不明であるが、大洞

C2式～A式の範疇に入ると考えられる。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D037土坑 (第13図、写真図版17)

〈位 置〉調査区南側 4N20iグ リッド、標高122.7mに位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、グライ化した緑灰色主に褐色上のプランとして検出した。重複関係

はない。

(平面形・規模〉平面形はほぼ楕円形を呈し、開口部径長軸228cm、 短軸156cm、 深さは27cmを 測る。

(断面形〉断面形は皿形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。

〈底 面〉西側へ向かってやや傾斜 している。
(埋 土〉褐色上の単層である。
遺 物 (第31図、写真図版29)S36の不定形石器、S37～ S39の敲磨器類が埋土中から出上している。
時 期 縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属する可能性が高い。

R D038土坑 (第16図、写真図版17)

〈位 置〉調査区南側 4N22iグ リッド、標高123.Omに位置する。
〈検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、責褐色上にグライ化した緑灰色土のプランとして検出した。ほぼ半

分が調査区外に広がるため、全容は不明である。埋土と壁の判別が難しい。検出した部分での重複関係はな

い。

〈平面形・規模〉平面形はほぼ楕円形を呈し、開口部長軸206cm、 短軸120cm前後、深さ23cmと 推測される。

〈断面形〉断面形は皿形を呈し、壁は鋭角的に立ち上がる。

(底 面〉ほぼ平坦である。
(埋 土〉にぶい黄42」色土主体の 2層に大別される。
遺 物 (第31・ 32図、写真図版29。 30) 51～ 54の破片が埋土中から出土している。石器はS40の石鏃とS41
の台石が埋土中から出土している。51、 52は口縁部に多条の沈線をもつ粗製の深鉢で、大洞 C2～ A式に属

する。53は深鉢口縁部破片、54は深鉢体部下端の破片で、いずれも時期は不明である。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D039土坑 (第16図、写真図版17)

〈位 置〉調査区南側 4N15jグ リッド、標高123.Omに 位置する。
(検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、黄掲色土に黒褐色上のプランとして検出した。電柱が設置されてい

たために後から調査した部分である。前の調査では気づかずに南西側壁を破壊してしまったものである。
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〈平面形・規模〉平面形はほぼ楕円形を呈し、開田部長軸143cm×短軸97cm、 深さ18cmを 測る。

(断面形〉断面形は皿形を呈し、壁は鋭角的に立ち上がる。

〈底 面〉ほぼ平坦であるが、内部西よりにピットを有する。
(埋 土〉黒褐色土の単層である。
遺 物 (第32図、写真図版30)底面ほぼ中央から63の上版と60・ 61・ 62の上器破片が埋土中から出土してい

る。61は 4N15jグ リッド出土の破片と接合した。石器はS42の不定形石器とS43の石核が埋土中から出土

している。60は口縁部の沈線間に刺痕のある台付浅鉢の破片と考えられる。大洞C2～ A式に属する。61は

工字文のある浅鉢で大洞A式、62は日縁部に多条の沈線がある粗製深鉢の破片で大洞 C2～ A式に属する。

63は底面部から出土した土版破片と埋土中から出土した破片を接合したもので、一面に 5～ 7条の弧線が 2

本一組の正中線を挟んで左右対称に 2段描かれ、側面に沈線が施される。裏は沈線で工字文状の文様が描か

れる。赤色顔料が側面を除いて残存しており、割れ口にも付着している。この顔料はベンガラとの分析結果

を得ている (V 分析鑑定 P。 152～ )。 文様から、大洞A式期に属する可能性が高い。

時 期 出土遺物から糸邑文時代晩期後葉前半に属すると思われる。

その他 出土遺物から墓坑の可能性が考えられる。

R D040土坑 (第16図、写真図版17)

〈位 置〉調査区南側 4N141グ リッド、標高122.8mに位置する。
(検出状況 。重複関係〉Ⅳ層において、黄褐色土に黒褐色土のプランとして検出した。南東側上部を電柱に

より破壊されている。重複関係はない。

〈平面形・規模〉平面形は楕円形を呈し、開口部長軸100cm、 短軸80cm前後、深さ27cmと 推測される。

〈断面形〉断面形は碗形を呈し、壁はタト傾して立ち上がる。

(底 面〉ほぼ平坦である。
廻  土〉黒褐色土主f/1の 3層に大別される。
遺 物 (第33図、写真図版30)底面から59の深鉢が出土している。57は埋土中、58は埋土中～下層から出土

した。57は小型の無文の鉢。時期不明。58は 日縁部に沈線で工宇文風の文様が描かれる土器で、大洞A式に

属する可能性が高い。59は口縁部に多条の沈線のある粗製深鉢で、大洞 C2～ A式に属する。

時 期 出土遺物から、縄文時代晩期中葉末から後葉前半に属すると思われる。

R D 041土坑 (第 16図、写真図版18)

〈位 置〉調査区南側 4N23qグリッド、標高122.9mに位置する。
く検出状況・重複関係〉Ⅳ層において、R G052・ 053溝跡を精査中に土坑と判明したものである。R G052・

053溝跡と重複関係にあり、本遺構が新しい。

〈平面形・規模〉平面形は歪んだ楕円形を呈し、開口部長軸136cm、 短軸95cm、 深さ33cmを 測る。

(断面形〉断面形はほほ逆台形を呈し、壁は南壁が緩やかに、北壁が鋭角的に立ち上がる。

〈底 面〉ほぼ平坦である。
〈埋 土〉暗褐色土が主体に構成される。
遺 物 出土していない。

時 期 溝跡よりも新しいが、時期等は不明である。
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(4)溝跡

調査区南側から2条 を検出した。調査範囲が狭いため、全容は不明である。縄文時代晩期中葉末～後葉の

遺物が出土しているが、調査区が昭和20年代に宅地造成される前に水田として利用されていた時期があるこ

と、平成 8年度の当センターの調査において多くの溝跡が検出され水田に伴う溝とされていることから、本

遺構もその可能性が高く、遺物は流れ込みの可能性が高い。

R G052溝跡 (第 17図、写真図版18)

〈位置〉調査区南端 4N23p～ 4N23rグ リッド付近、標高122.8～ 122.9mに位置する。

〈検出状況 。重複関係〉Ⅳ層において、黄褐色土に黒褐色上の不整なプランとして検出した。Ⅳ層上面から

切り込んで構築されている。東側が調査区外に延びているため、全容は不明である。R G053溝跡、R D041

土坑と重複し、切られる。

(規模・方向・形態〉検出した規模は長さ4.6m、 幅開田部30cm～ 90cm、 底面10cm～ 50cm、 深さ13cmを 測る。

方向はE-10° 一N、 底面の高低差は 6 cmで東側に傾斜している。

(埋土〉黒褐色土の単層で、自然堆積の様相を呈している。

遺物 (第 33、 34図、写真図版31)埋 土から石器と土器が出上している。石器はS44の独据石である。65は

口縁部、肩部、体部に工字文のある浅鉢、66は体部に工字文のある脚付浅鉢、69は工字文のある台付浅鉢で、

いずれも大洞A式に属する。67は口縁部の溝底の刺痕と沈線で工字文風の文様を描いた鉢、72は沈線で工字

文風の文様を描いた鉢で、大洞C2～ A式に属する。70は口縁部に多条沈線のある深鉢破片、68、 71は 日縁

部に 2条の沈線をもつ粗製の深鉢で、大洞 C2～ A式に属する。73は小型の無文の壼、74は粗製深鉢破片で、

時期は特定できない。75は日縁部、口唇部ともに縄文が施文された弥生時代後期の甕の破片と考えられる。

時期 昭和20年代に宅地造成される前に使われていた水田の水路の可能性が高い。

R G053溝跡

遺構 (第17図、写真図版18)

く位置〉調査区南端 4N24j～ 4N22rグ リッド付近、標高122.8～ 122.9mに位置する。

く検出状況 。重複関係〉Ⅳ層において、黄褐色土に黒If5色上の細長いプランとして検出した。Ⅳ層上面から

切り込んで構築されている。重複関係はR G052溝跡を切り、R D041土坑に切られる。

〈規模・方向・形態〉検出した規模は長さ16m、 幅開口部35cm～ 55cm、 底面18cm～ 30cm、 深さ12cmを 測る。

方向はE-12° ―N、 底面の高低差は 5 cmで西側に傾斜している。

(埋 土〉黒褐色上の単層で、自然堆積の様相を呈している。

時期 昭和20年代に宅地造成される前に使われていた水田の水路の可能性が高い。
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第34図 遺構内出土遺物17(R G052溝跡)

第 2表-1 遺構内出土土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 鞭

I R A002,炉 B埋設 鉢 ほぼ完形 粗製・器面荒れ LR横

2 Rヽ冊埋土T屠イ西営、1ヽ ??|ド層 深鉢 体部～底部 LR横～斜 内面下半にリング状にスス ?

3 RAO魃 .坦土中～下Ql―括 深鉢 日縁～体部 日縁ナデ LR横～斜 4C

4 R A002・ 埋土 鉢 日縁 波状小突起 溝 有 日唇、日縁外面におこげ

5 R A002 埋土 鉢 日縁～体部 B突起、キザミ 有 内面、日縁 外面におこげ

6 R A002・ Q4埋土 鉢 日縁 粘土粒 B突起、キザミ 有

7 R A002・ 埋土 鉢 日縁 日縁部沈線 溝底の刺痕 波状小突起 溝 有

8 R A002・ 埋土 台付浅鉢 ! 日縁 工学文・71と 同一個体 B突起 溝 有 LR横 内外面おこげ

9 R A002・ Q4埋土 壷 日縁 ミガキ 溝 有 RL横

R A002・ 埋土 深鉢 日縁 日縁部 2条の沈線間をナデ 上から棒状工具キザミ ιAt

11 R A002・ 埋土 深鉢 日縁～体部 日縁部 2条の沈線間をナデ 外側から指頭状押圧 LR横 内面一部にスス

R A002・ 埋土 深鉢 日縁 外側から細い押圧 LR横 lBa
RA002 Q l埋土中 深鉢 日縁～体部 日縁部ナデ しR縦

14 R F012、 4Nlも O、 16p v層 一更 日縁～体部 大型 日縁部に三角形の浮文 波状小突起 溝 有

15 R F013・ 検出面 一霊 頭部～体部 大型 体部に工字文 沈線間に刺痕 lB

16 R F017 鉢 日縁～体部 日縁部平行する2条の
NitttHHlを
ナデ LR横 日縁内外面にスス ?

17 R F017 大型浅鉢 日縁～底4/5 肩部眼鏡状浮文 A突起+渡秋小突起 灌 有 LR橋 ψ́斜 日縁内面にリング状、外面下半にスス
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第 2表-2 遺構内出上土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 顔

R F017・ 埋設 深鉢 体部～底部 LR横
R D021 埋土中～下イ 深鉢 日縁 上から指頭状圧痕 lAC
R D021・ 埋土中～下イ 深鉢 体部 RL斜
R D 022・ 埋土 浅鉢 体部 縄文のある工字文 P LR横 外面一部にスス

R D 022・ 埋土 深鉢 日縁 上から棒状キザミ lAI
RD023・ 埋土上(1)(2) 鉢 日縁～体部 B突起、キザミ 有 LR横 lAa
R D023・ 埋土 (3) 深鉢 日縁～体部 上から棒状工具押し引き 有 LR横 lAd
R D 024 埋土中サイ 合付浅鉢 日縁 日縁部沈線 有

RD傲 坦上中カタ、lNtti V層 鉢 日縁 キザミ 有 内面に薄くスス

R D024・ 埋土中サイ 浅鉢 日縁 突起に伴い三角形の浮文 A突起+波状小突起 ? 有 LR横 3Al

R D025,埋 土、4N17h
17i、 17j、 181 Ⅳ層

大型浅鉢 ほば完形 A突起十波状小突起 溝 有 LR横 外面下半、内面上半一部に
スス

R D025 埋土中 慾 日縁 日縁部沈線 A突起 +波状小突起 溝 有 LR横 lA(
R D 028 埋土中 鉢 日縁～底1/2 粗製 B突起十キザミ LR横 内面下半にスス

R D 028埋 土、4N
131・ Ⅳ層

深鉢 回縁～体部
外側から棒状工具押圧十上から
棒状工具押し引き

LR横 内面全体にスス、外面一部
におこげ

Ａ

Ｂ

R D 028埋 土中、4
N13h、 16h Ⅳ層 深鉢 日縁～底4/5 外側から指頭状押圧

LR横 (2種 1
つは0段多条)

内面下半にリング状にスス lB

R D031・ 埋土 台付浅鉢 P 日縁 日縁部三角形の浮文 B突起 溝 有 Aa

R D 031 埋土 鉢 日縁 日縁部薄底の刺痕、工宇文風 キザミ 有 LR横 内面にスス

R D031・ 埋土 深鉢 日縁 外側から棒状工具 ?ヘラ ?押圧 有 lB

RD〕〕〕埋と、4N17i、 17, V層 深鉢 日縁～体部 外側から指頭状押圧 しR横～斜

R D 033 埋土 深鉢 日縁～体部 LR横
RD033理と、4N17,,fr層 深鉢 日縁～体部 日縁 2条の沈線間をナデ 外側から棒状工具押圧 LR桟～斜
R D 033・ 埋土 深鉢 体部～底 LR橋
R D 033・ 埋土 深鉢 日縁～体部 RL横～斜

R D 034・ 埋土、
4N161・ Ⅳ層 深鉢 日縁

上から指か工具で撫でつけ、波
状となる(幅 2 cm)

有 LR横 鉦
ヽ

lA遇

R D034・ 埋土中 深鉢 日縁～体部 上から棒状工具キザミ 有 LR横 lAと

R D 036・ 埋土中 一霊 体部上端 沈線間の刺涙

R D 036 埋土中 鉢 底部 底部周辺にキザミ

R D036・ 埋土中 一距 日縁 ミガキ 突起? 溝 有

R D 036・ 埋土 浅鉢 ほぼ完形 ナデ F

R D 036 埋土中 深鉢 ほぼ完形 日縁部にナデ 補修コ, LR横～斜 外面底部、内面上半にスス

R D035・ 埋土 深鉢 日縁 RL横
R D 035'埋土 深鉢 体部 RLO段条横
R D029・ 坦土 鉢 日縁～体部 右 内面にススベっとり

R D 038・ 坦土 深鉢 日縁 とAC
R D 038 埋土 深鉢 日縁 外側から棒状工具押圧

R D 038,埋土 深鉢 日縁 日縁部ナデ・215と 同一個体

R D038・ 埋土 深鉢 体部下端 RLO快多条積 おこげ

R D030 埋土中～下 台付浅鉢 日縁～体部 央起 溝 有 Aa

R D030・ 埋土中～下 深鉢 日縁～体都 外側から指頭状押圧 LR横 内面スス ? IBC
R D040・ 埋土 (広日)豆 日縁～底部1/2 小型

R D 040 埋土中～下 鉢 日縁～体部 A突起十波k/1ヽ突起 溝 右 LR横 内面スス ? とDC
RD040埋と、4N14k Ⅳ層 深鉢 日縁～底部 外側から細い押圧 LR横～斜 内面底を除く全体、外面底にスス
R D039'埋土 浅鉢 ? 日縁 日縁部溝底の刺痕 LR横
RD039埋と、4N15i IV層 浅鉢 日縁～体部 工宇文 内外面ミガキ 有 2A【

R D039,埋土 深鉢 日縁 外側から指頭状押圧 lB(
R D030 埋土中～下 鉢 日縁都 波状小突起 右

RGOi理土中～下イ、411】〕DⅣ層 大型浅鉢 日縁～底訃1/2 A突遅 +波状小突起 溝 有 内面全体にスス

RG〕 i麗土中～下イ、lN】〕,Ⅳ層 浅鉢 日縁～底部 短い4?脚付 突起 P 溝 右

R G052・ 坦土中～下イ 鉢 日縁～体部 A突起十波状小突起 A突起に溝 有 LR横 内外面の一部におこげ P lBC
RGO;躍 土中～下イ、4N21l Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 日縁部2条の沈線間をナデ B突起 上から細いキザミ LR横 内面スス P 2Aつ

R G052 埋土中～下イ 台付浅鉢 ? 日縁 9と 同一個体 A突起十B突起 溝 右 Aa

R G052・ 埋土中～下 深鉢 日縁～体部 外側から指頭状押圧 LR横 体部外面の一部におこげ P IBC
R G052 埋土中～下イ 深鉢 日縁～体部 回縁部 2条の沈線間をナデ 上から棒状正具キザミ LR横 体部内面におこげ少し 2A【

R G052・ 埋土 鉢 日縁 258と 同一個体 A突起十波状小突起 有 内面にスス ?お こげ lD(
R G052・ 埋土上イ 豆 日縁～体部 小型 有

RCti2西 盤上、lN〕mⅣ層 深鉢 体部 LRO段多条横

R G052・ 西 埋土 奏 日縁 縄文施文 補修孔 縄文 RLO段多条P・・

第 3表 遺構内出土土製品観察表
番号 出土地点 層位 種類 文  様 ・ 特  徴 備 考

計測値 (cm)
時 期

長さ 幅 厚さ

R D039土坑・底面、埋土中 土版
側面を除く表裏にベンガラ (*)残存、割れ日にも
ベンガラP

半分析結果参照
P152～

60 14 大洞A式
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(5)遺構外出土遺物

①土器 (第35。 37～ 58図、写真図版32～ 48)

遺構外出土土器の分布は第35図のとおりである。重量は168k9を超える。ほとんどが南側調査区のⅣ層か

ら出土しており、北側調査区では盛土から440gが出土したのみである。Ⅳ層では土器は4N5ラ インから

南に出土し始め、 4 Nllラ インより多くなって、最南端の25ラ インまで続 く。土坑の集中する南西側や溝の

ある南東隅からの出土が圧倒的である。

土器は、縄文時代大洞 C2～ A式のものがほとんどである。そのほか弥生時代の上器、平安時代の土器、

近世以降の陶器があるが、弥生時代の土器を除いて小片であったため、掲載していない。

平安時代の土器は、 4N20kグ リッドから出土したタタキロ及び当て具痕のある須恵器甕破片、 4N24j

グリッドから出土したロクロ痕のある須恵器甕の破片である。近世以降の陶器は4N23qグ リッドから破片

が出土した。出土層位はいずれも不明である。

123は小型の深鉢の形状の土器であるが、内外の器面を漆状の付着物で被われている。1291よ小型の鉢で、

内面に漆状の付着物がある。

119の内面には、おこげ状の炭化物と共に、赤色顔料と思われる付着物がある。

255は変形工字文と思われる文様が沈線で描かれる破片で、弥生時代前期の鉢類と考えられる。

②土製品

遺構外から21点の土製品が出土した。

土偶 (第59・ 60図、写真図版49)

267～ 269は接合しなかったが、胎土や磨き、施文等から同一個体と考えられ、近くから出上している。267

は頭部と首の破片が接合したもの、2691よ胴と肩～腕の破片が接合したものである。頭部、首、胴は中空だが、

肩～手までは中実である。

271～ 274は中空土偶の破片である。2701ま土偶の手としたが、詳細は不明。276は小型の土偶で、頭～胴の

部分が中空。2751よ 中実の土偶で、結髪土偶の可能性がある。パンツにあたる部分カン↓突で表される。

土版 (第60図、写真図版49)

277は 4分の 1ほ ど残存している破片。

耳飾り (第60図、写真図版49)

278～ 280の 3点は4N22k、 23kグ リッドから集中して出土した。耳栓形で、いずれも赤色顔料が残つて

いる。281は鼓形を呈する。

ミニチュア土器 (第60図、写真図版40)

大きさが 5c/m前後より小さく、実用とは考えにくい土器をミニチュア土器とした。282～ 2841ま重形、286

は鉢形、他は鉢形か深鉢形と考えられる。286と 同一個体の破片は他に 2点出土しているが、接合しなかった。

このほか、底部のみの破片 1点が出土しているが、小片で図化しなかった (観察表にデータあり)。 他は

すべて図化した。                                     (金 子)

③石器 (第35、 36、 61～ 95図、写真図版50～ 68)

遺構外から2,008点の石器及びフレーク類が出土した。いくつかの器種について分布を第35図、36図に示

した。概して剥片石器は4N14jグ リッド周辺からの出土が多いのに射して、 4N15K～ 19nグ リッドから
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の出土は少なく、分布に偏 りが認められる。また、礫石器は剥片石器の集中域を外れて出土する傾向がある。

以下、器種ごとに出土状況を記す。 (器種分類はまとめ参照)

石鏃 (第 36、 61～64図、写真図版50。 51)

71点が出土した。 4N14jグ リッド周辺から33点が出土しており、集中している傾向がみられる。また 4

N15k～ 19nグ リッドからは 1点 も出上しておらず、出土地点に偏 りが認められる。

S44、 S45、 S49、 S53、 S56、  S58、 S62、 S64、 S71、 S80、 S83、 S84に は茎の部分にアスファル トが附着し

ている。

石錐 (第64～66図、写真図版51・ 52)

遺構外から39点出土している。 4N14iグ リッド周辺から19点が出上し、石鏃と同様に集中して分布して

いる傾向がみられる。また4N15k～ 19nグ リッドからは 1点の出土のみで、出土地点による偏りも石鏃と

同様の傾向が認められる。

Sl17に アスファル トが附着している。

石匙 (第66～ 69図、写真図版52・ 53)

20点が出上した。分布は石鏃や石錐のようなはっきりした特徴はみられないが、 4N15hと 12k周辺から

12点が出土している。また、 4N15k～ 19nグ リッドから3点が出土しており、石鏃や石錐ほどではないに

しろ、全体的にみてやや偏つている傾向がみられる。

S155、 S167、 S170、 S172、 S174は撮み部分にアスファル トが付着している。特にS167は量も多く、アスファ

ル トに被われた繊維も残存 している。S161と S162は接合し、S163と なる。石匙が割れてしまい、撮みの残

る方に調整を施して、再利用しようとしたものとみられる。

箆状石器 (第70～ 71図、写真図版53)

12点出土している。 4N22jグ リッドと他の剥片石器の出土が集中する4N14jグ リッド付近に小さなま

とまりが認められる。また、 4N14k～ 19pグ リッドにかけて 1点 しか出土していない点は他の剥片石器同

様の傾向である。

尖頭器 (第71図、写真図版53)

5点出上している。出土分布状況は4N15i～ 16iグリッド付近で 3点が出土しており、他の剥片石器の

出土分布に似た傾向がみられる。

楔形石器 (第72図、写真図版54)

7点が出土している。分布は出土点数が少ないものの4N14jグ リットに集中する傾向がみられる。

不定形石器 (第73図、写真図版54～ 57)

65点出土している。分布は他の剥片石器と同様に4N14jグ リッド周辺から24ィ点出上し、集中している傾

向がみられる。また、 4N15i～ 19pグ リッドにかけて 1点 しか出土しておらず、分布に偏りがみられるの

も他の剥片石器と同様である。

敲磨器類 (第82～ 90図、写真図版57～ 61)

51点出土している。出上分布状況は全体的に剥片石器類の出土分布とは異なり、剥片石器が集中する4N

14jグ リッド周辺よりもやや外れた周囲に分布する傾向が認められる。

307に はベンガラとみられる赤色顔料が付着している。

打製石斧 (第90図、写真図版61)

3点出土している。分布状況は調査区東側からの出土である。
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磨製石斧 (第91図、写真図版61)

4N13hグ リッド付近から4点出上した。

石錘 (第91図、写真図版61)

3点出土した。分布状況は点数も少なく特徴的な傾向は認められない。

石皿類 (第91～ 94図、写真図版61～ 64)

38点出土している。調査区南狽1にランダムに出土している。

礫 器 (第94～ 95図、写真図版64、 65)

11点が出土している。石皿類同様に調査区南側にランダムに出上している。

石核 (写真図版65～ 68)

遺構外から110点出土している。出上分布状況は剥片石器ほど集中して出土していないが、4N14jグ リッ

ド周辺から28点 (23.5%)が 出土しており、やや多い傾向は認められる。

フレーク類

3177点 (36.5kg)出 土した。 4N14j～ 17iグ リッドから1569点が、 4N210グ リッド周辺にも366点が

出土しており、二つの集中域がある。

①石製品

石棒類 (第 95、 96図、写真図版68、 69)

石棒、石剣、石刀などで、11点が出土している。うち 5点は4N15j～ 15kグ リッド周辺からの出土であ

る。S358の石剣は4N15jグリッドで取り上げたが、出上位置などからR D 039土坑に伴う可能性が高い。

完形品の石刀S359が 4N16hグ リッドから出土している。同じく完形品のS356の石棒は4N230グ リッ

ドから出土した。S3601よ 4N15kと 141か ら出土した破片が接合したものである。

玉 類 (第95図、写真図版68)
3点出土している。4N23jグリッドからうち2点が出土している。R F016・ 017石囲炉の近くから出土

していることから、これらの石囲炉を持つ住居跡に伴う遺物だった可能性が高い。

S352と S353はいくつかをつないで使用したと思われる首飾りで、S3541よ紐を孔に通して使用したと思わ

れる胸飾り (ペンダント)と考えられる。

有孔石製品 (第97図、写真図版69)

2点出土している。4N18jグ リッドからの出土で、墓壊と思われる土坑付近から出土した。

不明石製品 (第97図、写真図版69)

3点出土している。S362は粘板岩の板状の石製品で、用途は不明である。 3側面を磨いている。S365は

男根状を呈しているが、形が独特で加工痕が不明瞭である。自然状態で石棒のような形状をしていたものを

そのまま採取してきた可能性も考えられる。S366は湾曲する一側面に擦痕が認められる。    (本 多)

引用文献

山内清男 1930「所謂亀ケ岡式土器の分布と縄紋式上器の終末」『考古學』第参琥
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第37図 遺構外出土土器 1

第 5表-1 遺構外出上土器観察表
No 出土地点 '層位 器 種 部  位 特    徴 日唇部の装飾 ョ内側滅 施文原体 炭化物の付着 撥

4N7g,7n・ Iv層 大型浅鉢 日縁～体部 キザミ 有 LR横 内面一部にスス

4N7j Ⅳ層 台付浅鉢 日縁～台部4/5

4N7n,Ⅳ層 手霊 体部 大型

4Nllh'Ⅳ 層 深鉢 日縁～底部4/6 顕部に沈線 LR横～斜 外面上半にスス

4N■ j、 Hk Ⅳ層 士霊 日縁～底部3/5 日縁部ミガキ A突起 1+B突起 2P 有 LR横 2A
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第 5表 -2 遺構外出土土器観察表
出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日感部の装飾 施文原体 炭化物の付着 頻

4NHI、 ■m`Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から棒状工具押圧 有 LR横～斜 内面中位にリング状にスス IBl
4 Nlll、 121・ Ⅳ層 鉢 日縁～底部 B突起、キザミ 滞 LR横 内面にスス lBa
l NII、 1を 、1よ、111Ⅳ層 士望 日縁～底部2/3 LR横 2A
4 Nllm Ⅳ層 鉢 日縁～体部 肩に眼鏡状岸文 B突起、キザミ 有 LR横 内面におこげ 2Ba
4N12g、 14h,Ⅳ層 一鍾 日縁～顕部 日縁眼鏡状浮文、 ミガキ B突起 溝 有 2

4N12g、 14kす Ⅳ層 鉢 日縁～体部 肩に2個一組の粘土粒 把手状大突起十B突起、キザミ 有 体部内外面にスス 」Aa
4N12に  Ⅳ層 一更 体部～底部 体部に工宇文 ?

4N12k・ Ⅳ層 キ更 体部～底部 体部に工字文 ?
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第 5表-3 遺構外出土土器観察表
出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N12k、 13に ,Ⅳ層 一望 日縁～FA部1/2 顕部沈線 LR横 2A

4N12k、 131 Ⅳ層 鉢 日縁～体部 把手状大突起十B突起、キザミ 有 体部内外面にスス、おこげ 2Aそ

4N121・ Ⅳ層 ↓鍾 体部 LR横 LA

4N121、 13k Ⅳ層 鉢 日縁 A突起十波状小突起 A突起に溝 有 LR積 内外面におこげ

4N120・ Ⅳ層 深鉢 日縁～底部4/5 外lRlか ら棒状工具押圧 LR横 内面上半にリング状にスス

4N120 Ⅳ層 日縁 穿孔 ミガキ 96と 同一個体 B突起 溝 有 2

4N120・ Ⅳ層 壷 日縁 穿Tし  ミガキ 95と 同一個体 B突起 滞 有 2

4N120・ Ⅳ層 一駆 体部～底部 6次調査No■ 7と接合

4N13と ,Ⅳ層 壷 ほぼ完形 日縁部ミガキ LR横 2A

4N13i、 13;、 14k,V層 外 ほぼ完形 キザミ 有 LR横 内面上1/3、 日縁外面におこげ

4N13j・ Ⅳ層 鉢 日縁～底部 日縁部溝底の刺痕、工字文風 A突起 ? 有 [R横 外面スス、内面部分的にスス lBC

と00 4N13'・ Ⅳ層 浅鉢 日稼～履訃V4 有

4N13j・ Ⅳ層 浅鉢 日縁～底部 底部方形に近い 突起状の4P足付 A突起の両側に2個 1組の粘土粒 有
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第 5表-4 遺構外出土土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N13i・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から指頭状押圧 LR横～斜 lBC
4N13k Ⅳ層 一更 体部～底部 LR横 内外面にスス P

4N13k,Ⅳ層 深鉢 体部～底部 LR横
4N13k Ⅳ層 深鉢 日縁～体都 外側から棒状工具挿圧 RLO段多条横

4N13k,Ⅳ層 皿 日縁～底部1/2 ナデ? B突起

4N13k,Ⅳ層 鉢 日縁～底部4/5 原体太細2種交互施文 A突起十波状小突起 溝 有 LR横 lDC
l N13に 、111、 111、 151Ⅳ層 鉢 日縁～底部 日縁沈線 有 内外面上2/3にスス、おこげ 3Aa
4N13m・ Ⅳ層 浅鉢 日縁～嵐部1/2 底部方形に近い 突起状の4!足付 有 2Aた

4N13m Ⅳ層 士霊 体部 ミガキ 表面剥落多 外面の一部、内面体部上端にスス
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第 5表-5 遺構外出土土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 撼

4N131 Ⅳ層 鉢 日縁～底部1/2 原体太細2種交互施文 A突起十波状小突起 有 LR横 0段多条 内面全体にスス

4N130・ Ⅳ層 浅鉢 日縁～底部4/5 日縁部沈線 A突起十両側に2個一組の粘土粒 4単位 有

4N130・ Ⅳ層 〓笠 体部～底部 小型 ナデ 突起状の4P足
4N14i、 15i`Ⅳ虐 鉢 日縁～体部 キザミ 有 LR横 内面にスス、おこげ

115 4N14j・ Ⅳ層 大型浅鉢 日縁～体部 ミガキ A突起の両側に2個 1組の粘土粒 有 2

{Nlli、 li(、 11(、 1,,1,(、 lF Iド蜀 大型,党鉢 ほぼ完形 A突起十波状小突起 溝 右 2 LR横 内TT判こサン琳にスス、外誦上半
rthに薄(スス

117 4N14に `Ⅳ層 十霊 体部～底部 lB
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第 5表-6 遺構外出土土器観察表
NO 出土地点 層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N14k,Ⅳ層 大型浅鉢 日縁～底部 A突起の両鶴に2個 1組の粘土粒 A突起に離 1単位 有

4N14j・ Ⅳ層 鉢 頚都～体部 内面赤色付着物 LR横 内面におこげ P

4N141 Ⅳ層 鉢 日縁～体部 日縁部溝底の刺痕、工字文風 A突起十波状小突起 A突起に溝 有 LR棲 内面にスス、おこげ lBC
4N141・ Ⅳ層 大型浅鉢 ? 日縁 日縁部溝底の刺痕、工字文風 波状小突起 有

4N140・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 A突起 +波状小突起 A突起に溝 有 LR横 体認内面スス lAC
4N140,Ⅳ層 深鉢 ほぼ完形 小型・内外面全体に漆 P状付譜 撫でつけに由る波状 ? 4AC

と24 4N15h・ Ⅳ層 注 目 日縁～体部日欠 正面A突起、ほかB突起 有 2

4N15h・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部3/5 B突起、キザミ 有 LR横 内面上半にスス

4N15h、 16h Ⅳ層 鉢 体部 小型 顕部に沈線 内面に漆?状付着物 LR横

―- 66 -―
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第 5表-7 遺構外出土土器観察表
No 出土地点 層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N15h・ Ⅳ層 一車 体部～底部 低い突起状の 4足 LR横 tA

127 4N15h・ Ⅳ層 壷 日縁～顕部 波卜小突起 有 2

128 4N15h、 15i、 161.V層 士璽 体部～底部 内面ミガキ LR横 IA

4N15h、 16h・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 B突起、キザミ 有 LR横 内面にスス、おこげ

4N15h、 16i`Ⅳ 層 深鉢 日縁 外側から指頭状押圧 LR横 lBC
132 4N15i・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 A突起十波税小突起 A突起に浦 有 LR横 内面にスス、おこげ とBC
4N15i・ Ⅳ層 鉢 日縁～底部1/8 粗製 LR積 体部上半内外 Blに スス 3Al
4N15i、 151.Ⅳ 層 鉢 日縁～体部 8突起、キザミ 有 内面にスス P 2Ba
4N15k,Ⅳ層 鉢 キザミ 有 しR横 内面おこげ 2Ba
4N15k、 151、 161.V婚 大型浅鉢 日縁～体部 大B突起の両側に小 B突起 有

一- 67 -―
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第44図 遺構外出土土器 8

第 5表-8 遺構外出土土器観察表
Nα 出土地点・層位 器 種 部  位 特    徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 嫌

4N15i、 16h・ Ⅳ層 浅鉢 日縁～底部4/5 有 2Ab
4N15j Ⅳ層 注日 日縁～底部日欠 正面A突起、ほかB突起 有 注日欠部にアスフアルト付着

4N15k'Ⅳ 層 深鉢 日縁～体部 B突起 外側から細い押圧(斜めにあてる) LR横

4N150、 160～ p.I層 深鉢 日縁～底部3/5 日縁部ナデ 底部ハガレ 上から指頭状圧痕 LR横～斜 内面上1/3に 薄くスス AC

―- 68 -―
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第 5表-9 遺構外出上土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 錬

4N16g.Ⅳ層 鉢 日縁～体部 A突起キ波状小突起 A突起に溝 有 LR横 内面全体におこげ lDC

4N16h・ Ⅳ層 浅鉢 日縁～底部3/5 工学文 有

4N16h・ Ⅳ層 一更 日縁～底部3/5 日縁部ミガキ 低い突起状 4足 有 LR積 lA

4N16h Ⅳ層 大型浅鉢 日縁～体部 日緑部突恕辞,t角形の津文、林部上線!拗と同剥体 A突起十B突起 有 LR横

4N16h・ Ⅳ層 浅鉢 日縁～底部1/2 日縁部沈線 底部ミガキ 有 LR横

4N16h・ Ⅳ層 浅鉢 日縁～底部2/5 日縁三角形の浮文 短い4?脚付 日唇肥厚 A突起+2お土粒十B突起 溝 有

147 4N16h・ Ⅳ層 深鉢 体部～底部 LR横～斜 底部外面、内面上半スス ?

4N16i'Ⅳ 層 一望 日縁 ミガキ A突起 1+B突起 2 濤 有

4N16j、 16k.Ⅳ 層 鉢 日縁～底部1/2 粗製 キザミ LR横 内面リング状にスス
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第 5表 -10 遺構外出土土器観察表
No 出土地点 層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 矮

4N16h・ Ⅳ層 一距 日縁～体部 日縁部ミガキ A突起1?十 B突起 2 右 2A

4N16h、 160・ Ⅳ層 深鉢 日縁～底部 日縁部ナデ 飯 t LR横～斜 内面部分的にスス
4N16h、 171・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 A突起 +波状小突起 溝 RL横 内面に薄くスス ?

4N16iす Ⅳ層 深鉢 底部 底部中央に穿孔 LR橋
4N16k Ⅳ層 鉢 日縁～体部 内面ミガキ B突起、キザミ 有 LR横 内面全小にスス、おこ1∴ 日綜外面にスス lBa
4N160・ Ⅳ層 台付浅鉢 日縁～台郡1/2 体部工字文 炭状 有 LR横

第46図 遺構外出土土器 10
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第 5表-11 遺構外出土土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N160・ Ⅳ層 深鉢 日縁～底部1/2 日縁部ナデ 底部中央ハガレ 撫でつけに由る波状 LR横～斜 内面上1/3に スス 4Ae
4N160・ Ⅳ層 深鉢 日縁～底部4/5 日縁部ナデ 底部中央久 突起 上から格状工具で押し引き LR構～斜 内面上半にリング状、外面にスス 4Ad
4N160～ p、 18p v層 深鉢 日縁～底部3/5 日縁部ナデ 顕部沈線 B突起 指の撫でつけによるかすかな沸伏 内面上半、外面上半一部スス 3Ae
4N17h・ Ⅳ層 注目 ? 日縁 突起に伴い三角///の 浮文 正面A突起、ほかB突起 有 2

4N17h・ Ⅳ層 深鉢 日縁 日縁部に2個の粘土粒を縦に貼り付け 上から指頭状圧痕 lAC
4N171・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 170と 同一個体 A突起 +波状小突起 蒲 有 LR横 内外面におこげ lDC
4N17 ・Ⅳ層 深鉢 日縁部 外側から指頭状押圧 LR積 lBC
4N17 Ⅳ層 洋 ロ 日部 午端に沈繰  ミガキ
4N171・ Ⅳ層 鉢 日縁～底部1/2 キザミ LR横 内面一部スス

4N17i、 17j・ Ⅳ層 鉢 日縁～底部 B突起、キザミ LR横 内面上1/3に スス 3Aa
4N17i、 17j、 17k Ⅳ層 鉢 日縁 A突起 +波状小突起 滞 有 LR横 内面 卜端にスス

4N17i、 20k,Ⅳ層 台付鉢 P 台部 隆帯による工学文

4N17j・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 上から指頭状圧痕 LR横 lAC

0                        10cШ
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第 5表-12 遺構外出土土器観察表
出土地点 層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N17j・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 162と 同一個体 A突起十波状小突起 溝 有 LR横 内外面におこげ とDC
4N17j・ Ⅳ層 台付鉢 ? 日縁～体部 日縁部沈線 キザミ LR横～斜 内而 L端、日辱部にスス

4N17]、 171 Ⅳ層 鉢 日縁～体部 A突起+波状小突起 溝 LR積 内面におこげ とBC
4N17k,Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 B突起 上から細いキザミ LR横 lAa
4N17k Ⅳ層 鉢 日縁～体部 体部縄文のない工字文 把手状大突起 キザミ 有 2AL
4N17k,Ⅳ層 皿 日縁～底部 突起状の 4?足付 有

4N17k・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 日縁部溝底の刺痕 棒状工具押圧 有 LR横 日唇部におこげ とCと

4N17m・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 上から指頭状圧痕 LR積 内面の一部にスス、おこげ とAC
4N17m・ Ⅳ層 一望 頭部～底部 方形に近い底 ミガキ
4N17m Ⅳ層 一霊 体部上端 沈線間の刺痕 LR横
4N17m・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 日縁部、内面ミガキ B突起 キザミ 有

―- 73 -―
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第 5表-13 遺構外出土土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N O・ Ⅳ層 浅鉢 完形 有 LR横

4N O Ⅳ層 一霊 日縁～底部 内面に刺突状の工具痕 有 lB

4N O・ Ⅳ層 深鉢 日縁～底部1/2 上から棒状工具キザミ LR横 4At

4N O Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 日縁部ナデ 指の撫でつけによる波状 LR横～斜 内面上半、下半にリング状のスス、おこげ 3Ae
4N170、 17p、 180 TT層 深鉢 日縁～底部 日縁部ナデ 上から棒状工具キザミ LR横～斜 内面にスス ? 4Al
4N17p.Ⅳ 層 鉢 日縁～底部 B突起+キザミ 有 LR横 内面上半にスス lCa
4N18h、 180 Ⅳ層 日縁 2個 1組の粘土粒 範

ト
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第 5表-14 遺構外出土土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N17p.Ⅳ 層 鉢 日縁～底部 粗製 [R横 内面にスス、おこげ 3Al
4N18～ 19m・ Ⅳ層 台付浅鉢 台部

4N18～ 19m Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から細い押圧 [R横～斜 とBa
4N18h、 lS i ・Ⅳ層 台付浅鉢 日縁～台部2/3 ミガキ

4N18h、 19 19,'V層 台付浅鉢 日縁～体部 口縁部三角形の浮文 突起 有 LR横 Aa

4N18,・ Ⅳ層 深鉢 日縁 外側から指頭状押圧 LR横 とBC
4N18j・ Ⅳ層 鉢 日縁～底部 突起 有 LR横 内面上半におこげ
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鱒
騨 続

0                        10cm

く

＝

サ

／

２０２
第51図 遺構外出土土器15

第 5表-15 遺構外出土土器観察表
No 出土地点 層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N18n,Ⅳ層 士軍 体部～底都 体部沈線?体部下端沈繰 内外ミガキ
4N18p Ⅳ層 深鉢 日縁～底部2/3 日縁ナデ 突起 (6単位 P) 溝 LR横～斜 内面にスス、おこげ 3Aa
4N19i Ⅳ層 鉢 日縁～体部 粗製 日縁沈線 把手状の突起 キザミ LR横 内面おこげ

4N191、 19k`Ⅳ層 壷 日縁 ミガキ B突起 2+A突起 lP 有

4N19n Ⅳ層 深鉢 日縁～底部1/2 上から細いキザミ LR横 内面上半、外面にスス、おこげ lAa
4N201・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 上から指頭状圧痕 LR横 体部外面上端にスス lAC

200 4N20j Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 上から細いキザミ LR横 lAa
202 4N20k・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 上から棒状I兵で押し引き(l cmほ どの小波状) 内面スス P 3Ad
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第 5表-16 遺構外出土上器観察表
No 出土地点 `層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 頻

4N20j・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から棒状工具押圧 とR,段歩条権～耕 外面の一部にスス

203 4N20に・Ⅳ層 台付浅鉢 台部

204 4N20k・ Ⅳ層 台付浅鉢 台部

4N201・ Ⅳ層 深鉢 □縁～体都 日縁ナデ LR横～斜 内外面スス ?

206 4N201・ Ⅳ層 鉢 日縁 工字文 キザミ 有 内面スス、おこげ

4N201・ Ⅳ層 浅鉢 日縁～体部 三角形の浮文や工字文頂点に刺突 波状突起 溝 有 LR横 2Aと

208 4N20m・ Ⅳ層 台付浅鉢 日縁～体都

4N20m・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 B突起、キザミ 内面、外面上半にスス lAa

―- 77 -一
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第 5表-17 遺構外出土土器観察表
出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N20m・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 B突起 上から棒状キザミ 一部にうすくスス ? lAl
4N20 Ⅳ虐 一霊 体部

4N21 Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 日縁平行沈繰間をナデ 上から網いキザミ LR横～縦 ? とAa
4N21 ・Ⅳ層 一駆 ほぼ完形 B突起 有

4N21 Ⅳ層 深鉢 日縁 上から細いキザミ ユAa
4N21 ・Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 日縁部ナデ、ミガキ P LR猿 4C

4N211、 22q.Ⅳ層 浅鉢 日縁～体部 突起状の 4?足付 49と 同一 右 LR横 〕Aa
4N21n Ⅳ層 深鉢 日縁 B突起 上から細いキザミ lAa
4N21n,Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 上か ら細いキザ ミ LR横～斜 lAa
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第 5表-18 遺構外出上土器観察表
NO 出土地点 層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 嫌

4N21n,Ⅳ層 一軍 顕部～体部 顕部沈線 LR斜

220 4N21n Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 口縁部ナデ、鎖部沈線 RL横
4N21n,Ⅳ層 深鉢 口縁 上から細いキザミ 外面に極少量のおこげ lAつ

4N21n,Ⅳ層 深鉢 日縁 上から棒状キザミ lA

4N21n Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から指頭状押圧 LR横 lBC
224 4N210・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 キザミ 有 日縁内外面にスス lBI
4N210 Ⅳ層 深鉢 日縁 外側から指頭状押圧 lBC
4N210、 21q,Ⅳ層 鉢 口縁～体部 粗製 3Al
4N21つ 。Ⅳ層 深鉢 回縁～体部 外側から指頭状押圧 LR欄 外面一部におこげ lBC
4N21p Ⅳ層 深鉢 日縁 上から細いキザミ 有 内面スス ? lAa
4N21p Ⅳ層 鉢 日縁一体部 縄文のある工学文 B突起「キザミ 有 LR撲 内面おこげ

4N22q Ⅳ層 鉢 日縁～体部 キザミ 有 R LttL R横 内面スス
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第55図 遺構外出土土器19
第 5表-19 遺構外出土土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 顔

4N22q.Ⅳ層 深鉢 口縁～体部 しR横～斜 lA

4N22q Ⅳ層 子笠 体部～底部

233 4N22q.Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から棒状工具押圧 LR横～斜
4N22q Ⅳ層 深鉢 日縁～底部4/5 底都中央欠 日縁部ナデ 外側から指頭状圧痕 裏に爪反 しR横～斜 内面上半に薄くスス

4N22q`Ⅳ層 浅鉢 日縁ヽ 底部4/5 B突起十キザミ LR横

4N23i・ Ⅳ層 (広日)壷 日縁～体部 内面ミガキ 有

一- 80 -―



３８

　

　

　

　

　

　

　

　

３９

２

孔

第 5表-20 遺構外出土土器観察表
No 出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N22q.Ⅳ 層 壼 体部 上から指頭状圧痕 LR横～斜
4N22r・ Ⅳ層 鉢 日縁 ミガキ 波状小突起 溝 有 LR横
4N23k・ Ⅳ層 深鉢 日縁 上から指頭状圧痕 LR積 lAC
4N23m・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 上から指頭状圧痕 LR横 体部内面上半にスス ? lAC
4N23n,Ⅳ 層 鉢 日縁～底部 B突起■キザミ

4N23n Ⅳ層 深鉢 日縁～底部3/5 上から指頭状圧痕 LR横～斜 内面下半にスス、おこげ lAC
4N230・ Ⅳ層 一車 頸部～底部 平底 ミガキ
4N230・ Ⅳ層 深鉢 日縁 外側から指頭状押圧 LR横
4N23p.Ⅳ 層 壼 体部～底部 LR横 2A

4N23p.Ⅳ 層 鉢 日縁～底部2/5 A突起■波卜小突起 A突起に溝 有 RL横 43下半林瓢:スス、日縁林部ll内面にスス、おこげ lDで

4N23p.Ⅳ 層 深鉢 日縁～体部 外側から棒状工具押圧 LR横～斜
4N23p、 23q,Ⅳ層 一霊 日縁～顕部 ミガキ 有 2

0                         10cm

第56図 遺構外出土土器20
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第 5表 -21 遺構外出土土器観察表
No 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 炭化物の付着 分類

4N23p、 23q Ⅳ層 鉢 日縁～体部 A突起十波状小突起 A突起に溝 有 RL横 内面上半、日唇にスス、おこげ lDC
4N23p、 23q.Ⅳ層 深鉢 日縁～底部1/2 日縁2条の沈繰間ナデ 底中央ハガレP 上から棒状工具キザミ LR横～斜～縦 :Al

4N23q.Ⅳ 層 浅鉢 体部～底部 工学文 短い4脚付
4N241・ Ⅳ層 台付浅鉢 台部

4N24j・ Ⅳ層 台付鉢 台部 下端に沈線とキザミ 体部との接合部にスス ?

4N241・ Ⅳ層 台付浅鉢 日縁～体部 突起 +粘土粒 溝 有

4N241・ Ⅳ層 鉢 P 顕部～体部 変形工字文 ? 弥生

4N241・ Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から棒状工具押圧 RL横
4N24m・ Ⅳ層 鉢 日縁 72と 同一個体 有 内而スス lDC
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Ⅷ

第 5表-22 遺構外出上土器観察表
出土地点・層位 器 種 部  位 特 徴 日唇部の装飾 施文原体 流化物の付着 撼

4N24m Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から指頭状押圧 LR横～斜 内面一部にスス ? lBC
4N24m Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 外側から棒状工具押圧 LR横 lBk
4 N24m・ Ⅳ層 皿 P 底部 突起状の4P足付
4N24m Ⅳ層 浅鉢 日縁～体部 A突起両側にB突起 溝 有

4N24m・ Ⅳ層 鉢 日縁～体部 A突起十波状小突起 溝 有 LR横 内面スス lBC
4N24m・ Ⅳ層 台付浅鉢 日縁～体部 右

4N24m Ⅳ層 鉢 日縁～体都 入り組み文 2個の粘土粒 内面ミガキ ヘラ?によるキザミ 有 LR横 外面、体部内面におこげ

4N24p Ⅳ層 深鉢 ほぼ完形 小型 日縁部ナデ LR横 日縁内外面、体部舛而下端にリンケ状にスス

4N24p Ⅳ層 深鉢 回縁～体部 上から指頭状圧痕 LR横 外面に少しおこげ lAC
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第59図 遺構外出土土製品 1

第 6表-1 遺構外出土土製品観察表
藤号 出土地点・層位 種   類 部 位 文   様 ・ 特  徴 日径 底径 高さ 時 期

4N14j ・Ⅳ層 土偶 頭部～首 中空、外面ミガキ 大洞A式

4N13j・ Ⅳ層 土偶 右肩～右手 縄文摩滅 中実 大洞A式

4N14,・ Ⅳ層 土偶 左肩～左手 左胴 胴部分中空、ミガキ・肩部分中莫 RP 大洞A式

4N18つ `Ⅳ層 土偶 P 手 P 中実

4N12i・ Ⅳ層 土偶 肩 ? 中空部分と中実部分の境目

4N151 ・Ⅳ層 土偶 腰 ? 中空
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277

第 6表 -2 遺構外出土上製品観察表

番号 出土地点・層位 種類 部 位 文 様 特 徴
計測値 (Cm)

時 期
長さ 幅 厚さ

4N22q.Ⅳ層 土偶 腰 ? 中空 (38) (34) (39)

4N14j・ Ⅳ層 土偶 股 中空 RP (21) (67) (38)

4N231・ Ⅳ層 土偶 胴、肩、腰、右腕 中実 (67) (56) (17)

4N23,,Ⅳ層 土偶 頭、胴、肩 中空 (58) (58) (29) 大洞A式

4N201・ Ⅳ層 土版 (54) (36) (11 大洞A式

4N23k・ Ⅳ層 耳飾 耳栓形、赤彩部分的に残存 6

4N22k Ⅳ層 耳飾 耳栓形、赤彩部分的に残存 8

4N23k・ Ⅳ層 耳飾 耳栓形、示彩部分的に残幕 6 5

4N141 Ⅳ層 耳飾 鼓状 5

4N23p Ⅳ層 ミエチュア十器 ほぼ完形(日縁半分欠) ナデ 22 24

4N7n'Ⅳ 層 ミニチュア土器 ほぼ完形 (日縁半分欠) ナデ 15 34

4N14j Ⅳ層 ミエチュア土器 体部～底部 ナデ (27)

4N16h・ Ⅳ層 ミニチュア土器 体部～底部 体部下端に沈線  L Rtt P 24 (17)

4N13m Ⅳ層 ミニチュア土器 日縁～体部、底部(非接合) 日顕部平行沈線、突起、日唇部キザミ、日縁内溝 LR横
4N14j・ Ⅳ層 ミニチュア土器 底部 ナデ 21 (07)

―- 86 -―



ｎ
ｍ
Ｍ
脚
〕

‐‐今　　　　ぬ闘緞触陛鰯Ｖ　◆

一

Ａ畑赳轡Ｗ‐‐◆

一

解

Ｓ ４５

ｍ
円
ｗ

中爾

◇

一

李

Ｓ ５７

學

Ｓ ６‐

艤もい

◇

畿

◆

Ｓ ５３

ザ

Ｓ
　
　
　
　
　
ぬ
饂
鵬
齢
趨
珊
中
Ｓ４９

Ａ
ＩＩＩ

‐――
ド

は

―い-0◇

◇

Ｓ ４８

Ａ
門
ｙ
一

匈孤
趨
Ｖ
◇

一

△総鰯∇Ｖ　Ｓ４７

Ａ

Ｖ
◇

◇
　

鯵

Ｓ５．

一

ハ
イーー
Ⅲ
μ

疹

Ｓ４６
　

０

⇔

ひ

　

　

　

　

　

　

　

．

S52
S50

心

―――

円

Ｖ

―鱒―ぐ
◇

―鱒―中
◆

―◇―中◇

譲

Ｓ ６０

△触熟聴ν徹ＶＳ６８　蜘

⑬

Ｓ ５８

ひ

Ｓ ６２

繹

Ｓ ５９

一越懃)―中
◇

―鶯y― O鷲⑫
【:E)     S63 S64

>       S66
〈[二〕〉       S

第61図 遺構外

―- 87

―饒傘轡
Ａ

棚

Ｖ
一

幹

◇

一

◇      S67

出土石器 1



Ａ
ＩＩＩ
側
イーＩ
Щ

一 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

珍

◆

藍

‐‐６

一

一

◆

＠

Ｓ ８３

玲

　

鰺

Ｓ ８７

の

◇

　

～

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

Ｏ

ｏ

一

鯵

Ｓ ８２

Ｏ

Ｓ ８６

ハ
側
Ｖ
一

≪
堺
一

◇

Ｓ ８．

ハ
田
Ｗ
△υ

◇
　

鱗

ら

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

磯

Ｓ ７０

鯵

Ｓ ７４

ハ

Ⅲ

ＩＩＩ

リ

Ｓ ７８

ハ
川
川
門
Ｖ

一

航
触
鑢
牌
ピ
◇

一

（瓢姻榊櫛鯉Ｊ
Ｓ９‐
　
　
的

(cE〉        S75             て【二)〉         S76

S69

S73

蔭

Ｓ ７７

◇　　鰯
‐‐◇

一

鱒

Ｓ ８０

　

線

Ｓ ８４

９

　

　

　

　

・

↓

餞

◇
　

紗

◇

一―¢―ひ鯵
S79

◇

◇

ｅ

Ｓ ８５

―�―印Ⅲ

―

∞

―

↓

◇

〈
~~~~,>     O       S 90

第62図 遺構外出土石器 2

-- 88 -一

S88

◆
S89



―こぐ魚,メ)-9鐸 ―の一ひ0

S97

Λ
州
Ｖ
一

鯵

Ｓ ９８

峰

ら

Ｓ ９２

鏃

Ｓ ９６

億
問
――Ｉ
Ｗ

金
制

盗

一

―鬱―守噂
◆       S94

S93 Ｃ
０

纏0碓
Ｃ
０

υ      ⇔

翰

Ｓ ‐０８

6 0 Sm9         Юm

第63図 遺構外出土石器 3

-- 89 -―



S l14

趨a鰺

恥

韓

Ｓ‐・８

懺

Ｓ・２２

郁

絆

念

聰

淳

瓜
踏
‐ｒ‐
‐―‐
朋
側
Ｈ
悧
Ｈ
側
り
　
　
　
　
　
　
〔

◇

Ｑ

ｏ

鬱

‐‐７

Ｒ
Ⅲ
円
‐十‐
‐―‐
Ｗ
Ⅶ
　
Ｓ

剌
鮭
げ

・２．

・　
　
）
◇

Ｓ

∩
畑
―――
劇

――
――
ｌ
ｑ

廠
躙
鞭
岬
Ч
Ｏ

一

―饉‖曲 駆‖摩

醜

解

』

　
Ｓ ‐２５

Ⅷ
尊

ハ
側

Ⅲ

旧

ツ

勧

Φ

”

簸

Ｓ ・２４

凩
円
Ｖ

日融
趨
鰺
Ｗ
◇

⇔

S128

ｎ
円
円
―――
＝
ｖ

懲

‐２０

ハ
川
円
悧
∇
ｙ
Ｓ

一

夙
鰍
盟
Ψ

６

一

Ｓ

議

・・９

◇　　　南脚卿脚脚］中

一

Φ

S13ユS130

S l16

Q

第64図 遺構外出土石器 4

○

⇔

―

―- 90 -―



鱒

Ｓ・３６

鰹

∂

夢

Ｓ‐３５

マ

Ｓ・３２
∩

Ⅶ

釉

フ

O                 S 144            0
0                                                  10cm

第65図 遺構外出土石器 5

―- 91 -―



八
酬
Ｗ
ν

鰺

Ｓ ・５．

∩
川
Ｎ
Ｗ

漸
鮎
Ⅷ
∨

も

∩
―――
牌
γ

▽

Ｓ ‐５４

鯉

霰

わ

。

肺

″
Ｓ ・５３

一

鬱

ら

´

⇔

0                                               10cm

第66図 遺構外出土石器 6

―- 92 -―



Ｓ ・５９

陥
閑
――Ｉ
Ｗ
Ｖ

一輔係惨陶ⅣⅣＮ
ο
盛

Ｓ ・５８

　

　

　

　

　

Ｓ． ６０

向

脚

軋

_  S161

輩駕0
言  
削
 蜘

〇

第67図 遺構外出土石器 7

―- 93 -―



S170

0                                                   10C皿

遺構外出土石器 8

- 94 -



周
＝
＝
Ｈ
ν

ρ

十‐

―‐

―‐

Ч

第69図 遺構外出土石器 9

-- 95 -―



低

仰

Ｖ

mO

第70図 遺構外出土石器10

―- 96 -―



◇   S略
8

S189 S190

◆              S191

O          Юm   ◆

第71図 遺構外出土石器11

―- 97 -―



∞

く【:三:::こと::gょ)                  S194

0

思
屏

血
川
∨

Ｓ ‐９５

滅

鰯一

戯
印
∇
Ｇ

隠

疹

―  ―
マ

z=:::〔
::::::::::::::::::::::】 ,ゝ

                           キーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー|――――――――――――…………………………」とキ
皿

第72図 遺構外出土石器12

- 98 -



ぜ 中聯
″  ~~            S201

S206        0                                    10clll

第73図 遺構外出土石器13

―- 99 -―



<(こここここことゝ             S209

辟観 B鱒
◆    S211

め
蠅
Ｗ

0                                                   10cm

第74図 遺構外出土石器14

―-100-一



用

＝

ヽ

幽

町

「

一 一 ― ― ―
司
一
~~~~~呵

Cm

第75図 遺構外出土石器15

一-101-―



0                                                   1ocШ

第76図 遺構外出土石器16

―-102-―



隠
＝

Ｈ

即

一

仙

М

岨

8ZZ S      導

⑤〕_鰺_



∽

吟

金

Ｓ ２３５

悠

即

ド

一床
閉
岬
即
芍

一』

Ｓ２３４

臓
陣
Ｖ

一

S236

-

S別 1

0                                               10cn

第78図 遺構外出土石器18

―-104-―



Ｓ ２４３

浴
開

¶

可

一

↑

一

。                     S244

ψ               S246

働

柳

/

■

0                                                  10cm

第79図 遺構外出土石器19

―-105-一



O S済
1

∩

�

Ｗ
一

Ｓ ２５３

∩

阿

Ⅷ

＼

一

一

ら                S254

S256

トーーー封――――引
m「
＼

第80図 遺構外出土石器20

昼

一-106-―



鱗

リ

_                       S258

|卜
________―――――――――――――――司「――――……………………………………………」と与

Ш
    どと,::::::::::::::こここュ,》

第81図 遺構外出土石器21

―-107-―



i

S269

6                     ?  S268    .         19硼

第82図 遺構外出土石器22

―-108-―



D1001                         0

ノ

　

幾

gとzs           ((〔
::::::::::))

I



第34図 遺構外出土石器24

-110-



0                        10cn

-
第85図 遺構外出土石器25

--111-



S288

鰯                      S290

〇

第86図 遺構外出土石器26

―-112-―



a

ｎ
ｕ

86τ S



S303

S304

0                        10cm鞠
第88図 遺構外出土石器28

-114-―



S306

0
餞

1

C

鰻

緯

⊆∞鯵斡
第39図 遺構外出土石器29

--115-

の                    S307

０
０



〕

I

レ
帥

―

鯵 e

○

Ｄ

Ｓ３‐７
第90図 遺構外出土石器30

-116-



I

蠅
…
彎ワ

O  S凱
9

I

_     く靭       _   S322

綴
Ⅷ
∪

縁
鯵
悪

凪

υ

2'と:24～ S3

第91図 遺構外出土石器 31

ω

―-117-―



翻
口

日一 S328

o                10C皿

S330

0                        10cm

S327～ S329・ S331

①

第92図 遺構外出土石器32

-118-



臓
園
劇
‥
…
…
日
日
周
囲
懇

( ~ ⊃
第93図 遺構外出土石器33



ハ
凪
園
Ｕ

一

f            )                     336

くこ::::I')          S338

0                        10cm

第94図 遺構外出土石器34

―-120-―



耐

凶

劇

岡

〕

C  ~⊃

G

D―∈団D
g   S 352

Q

ローG口 D
O    S353

S351-S353
0             5 cm

第95図 遺構外出土石器35・ 石製品 1

--121-―

S340

S339´ W343。 350・ 354・ 355

0                        10clll

D

鳥
脳
四
鬱
一

⑩

凸
―
⑨
―
凸

顕       S351

Ｓ ３５

Φ



ｎ

耐

―――Ｉ

Ⅲ

脚

側

副

団

Ｍ

ＩＩＩＩ

倒

旧

旧

ＩＨ

Ⅲ

Ⅷ

Ｈ

υ

一

図６９

脳
側
蝋
蜘
脚
脚
関
岡
田
Ｗ
Ｓ３６３　
　
　
　
第

一

萄

一

ａ
Ｓ３５７
　

　

　

　

一

ｅ

ｍ

ｍ

閑

硝

＝

＝

酬

脚

Ⅲ

開

吟

Ｏ

ｏ 厠
Ｍ
川
川
円
―――
―――
―――
嘲

一



‐像
帥
爛
閣
隠
麟
醗
醐
躙
躙
関
翻
甲
○

S366 S368

第97図 遺構外出土石製品 3

--123-―

0                          10clll



Ｉ Ｉ Ｐ 囀 ト ー ー

第
7表
-1
 
遺
構
外
出
上
石
器
・
石
製
品
観
察
表

掲
番

出
土
地
点

層
 
位

器
種

分
 
類
長
さ
(c
m)

幅
 (
cm
)
厚
さ
(c
I 
I)
重
さ
(g
)
久
損
部
位

石
 
材

産
地

備
考

4N
ll
 k

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

L2
0J

3
04

06
中
茎

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S4
5
4N
12
o

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

[1
,7
]

0
0.
5

06
先
端
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

4N
12
o

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a
18
1

0
中
茎

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

4N
12
o

Ⅳ
層

石
鏃

I一
a

1 
6

0
06

赤
色
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S4
8
4N
13
k

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

「
23
]

0
06

1 
3
先
端
部

赤
色
頁
岩
奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

4N
14
j

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

2.
4

03
中
堅

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S5
0
4N
14
J

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

26
07

11
買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S5
1
4N
14
J

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

貢
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S5
2
4N
14

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

20
06

11
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S5
3
4N
14
0

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

[4
9]

ユ
07

2 
9
中
茎

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S5
4
4N
15
i

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a
13
1

4
06

1 
5
中
率

頁
岩

奥
羽
山
lr
t・
新
第
三
紀

S5
5
4N
16
h

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

2
06

1 
1

頁
岩

奥
羽
山
BI
R・
新
第
三
紀

も
56
4N
17
宮

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

29
2

06
1 
5

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S5
7
4N
17
i

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

30
2

0.
5

1 
3

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S5
8
4N
17
i

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

25
0

06
1 
1

メ
ノ
ウ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S5
9
4N
17
i

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a
12
9

l
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S6
0
4N
18
i

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

26
2

05
買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S6
ユ
4N
21
j

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

30
l

1 
2

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S6
2
4N
21
m

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

l
圭
質
頁
岩

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S6
3
4N
21
0

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

19
05

貢
岩

奥
羽
山
L7
t'
新
第
三
紀

S6
4
4N
23
p

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

11
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S6
5
4N
14
k

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

07
買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

再
利
用
?

S6
6
4N
21
■

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

30
08

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S6
7
4N
14

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

17
J

05
05
先
端
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S6
8
4N
ll
 k

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

24
12

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S6
9
4N
14
j

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a

29
07

中
事

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S7
0
4N
14
1

Ⅳ
層

石
鏃

I―
a?

[3
.0
]

05
09

中
垂

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
二
紀

S7
ユ
4ふ
子1
2o

Ⅳ
層

石
鏃

I―
b

「
36
司

12
1 
7
中
茎

赤
色
頁
岩
奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S7
2
4N
4

Ⅳ
層

石
鏃

I―
b

18
赤
色
頁
岩

皿
羽
II
!H
雁
・
斯
雀
=紳

S7
3
4N
20
o

Ⅳ
層

石
鏃

I―
b

17
頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S7
4
4N
20
p

Ⅳ
層

石
鏃

I―
b

2.
1

10
07

赤
色
頁
岩
奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S7
5
4N
4

Ⅳ
層

石
鏃

I―
C

09
06

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
二
紀

再
利
用
?

S7
6
4N

Ⅳ
層

石
鏃

I―
C

13
頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S7
7
4N

Ⅳ
層

石
鏃

エ
ー
C
19
1

12
メ
ノ
ウ

S7
8
4N

Ⅳ
層

石
鏃

I―
C

1 
1

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S7
9
4N

Ⅳ
層

石
鏃

I―
C

19
]

1 
2

07
中
茎

珪
質
買
岩

S8
0
4N

Ⅳ
層

石
鏃

I―
d

1 
1

1 
2

頁
岩

奥
羽
山
服
・
斯
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S8
1
4N
14
1

Ⅳ
層

石
鏃

I―
d

1 
2

08
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S8
2
4N
15
i

Ⅳ
層

石
鏃

エ
ー
d

27
12

07
頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S8
3
4N
22
耳

Ⅳ
層

石
鏃

20
1 
1

買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S8
4
4N
23
k

Ⅳ
層

石
鏃

I―
d

10
05

貢
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S8
5
4N
15
i

Ⅳ
層

石
鏃

I―
d
14
J

02
先
端
部

赤
色
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S8
6
4N
15
,

Ⅳ
層

石
鏃

I―
e

32
貢
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S8
7
4N
21
k

Ⅳ
層

石
鏃

I―
e

3.
1

ユ
頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
組

S8
8
4N
14
j

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅱ
[2
1]

10
先
端
部

赤
色
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S8
9
41
N■
4J

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅱ
7

10
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S9
0
4N
ll
n

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
07

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀



第
7表
-2
 
遺
構
外
出
土
石
器
・
石
製
品
観
察
表

― ― 卜 Ｎ 伽 ― ―

推
沓
出
土
地
点

層
 
位

器
種

分
類
長
さ
(c
m)
幅
 (
cm
)
厚
さ
(c
m)
重
さ
(g
)
欠
損
部
位

石
 
材

産
地

備
考

S9
1
4N

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
1 
3

06
凝
灰
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S9
2
4N

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
20

55
頁
岩

奥
羽
山
脈
,新
第
二
紀

S9
3
4N

Ⅳ
層

石
鏃

皿
21

1 
6

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S9
4
4N

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
17

08
04

頁
岩

瓜
羽
II
I 
HF
f・
斯
蜜
=綿

S9
5
4N
4j

Ⅳ
層

石
鏃

皿
2_
3

1 
3

1 
5

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S9
6
4N
4]

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
「
31

12
1

14
先
端
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
二
紀

年
形

S9
7
4N

Ⅳ
層

石
鏃

皿
32

27
27

買
岩

風
羽
!I
TR
雁
・
ZF
r笛
=絹

S9
8
4N

Ⅳ
層

石
鏃

皿
珪
質
頁
岩

S9
9
4N
4

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
11

赤
色
頁
岩
奥
羽
山
脈
・
新
第
二
紀

S
4N

Ⅳ
層

石
鏃

皿
30

頁
岩

=組

ё
4N
7h

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
36

08
頁
岩

可
可
u4
刃
R 
・
 
元 「
こ
=荼
己

S
4N
7i

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
07

メ
ノ
ウ

S
4N
18
h

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
1 
6

05
買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N
18
h

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
05

1]
メ
ノ
ウ

S
4N
19
o

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
[2
2]

0.
2

先
端
部

頁
岩

三
紀

S
4N
20
o

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
45

21
08

頁
岩

】
]世
J脈
・
刃
7
三
紀

S
4N
21
o

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
「
36

2
07

22
中
堅

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N
21
o

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
5

08
頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

も
4N
21
q

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
29

3
08

22
葬
管
頁
岩

S
4ヽ
」2
2i

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
「
22

l
05

先
端
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N
23
っ

Ⅳ
層

石
9J
A

Ⅲ
06

貢
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S
4N
2芍

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
[2
2]
[1
0]

03
1 
1
先
端
部
。
中
茎
頁
岩

!羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4百
24
i

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
06

頁
岩

!羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S
4N
24
1

Ⅳ
層

石
鏃

Ⅲ
12
1

06
10
左
側
刃
部

貢
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N
l「
DJ

Ⅳ
層

石
鏃

[2
1]

05
1 
1
基
部
～
中
茎
買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N
21
q

Ⅳ
層

石
錐

I―
a

1 
9

03
買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
二
紀

も
4N
13
i

Ⅳ
層

石
錐

上
―
a

06
1 
3

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
君

S
4N
14
i

Ⅳ
層

る
錐

I一
a

42
06

1 
2

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S
4N
14
J

Ⅳ
層

石
錐

■
―
a

07
06

12
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
20
4N
14
k

Ⅳ
層

石
錐

I―
a

07
05

06
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
21
4N
15
i

Ⅳ
層

石
錐

I―
a

「
3 
4

1 
9
蒸
部

頁
岩

L羽
山
BF
K・
新
第
三

S1
22
4N
18
i

Ⅳ
石
錐

I―
a

05
慕
音
Б

頁
岩

と羽
山
脈
・
新
第
三

S1
23
4N
16
h

Ⅳ
石
錐

■
―
a

25
1 
5

80
頁
岩

こ
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
24
4N
14
h

Ⅳ
層

石
錐

I―
a

L2
8J

24
先
端
部
。
中
茎
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
25
4N
16
h

Ⅳ
層

石
錐

I―
a

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
26
4N
13
m

Ⅳ
層

石
錐

I―
a?

E2
8]
[0
7]
[0
5]

10
基
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
27
4N
13
i

Ⅳ
層

る
錐

I―
b

1 
6

18
 0

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
28
4N
14
〕

Ⅳ
層

石
錐

10
54

買
岩

奥
羽
山
脈
'新
第
三
紀

S1
29
4N
23
n

Ⅳ
層

石
錐

I―
b

11
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
30
4N

Ⅳ
層

石
錐

I―
bP

1 
1

基
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

も
13
1
4N

Ⅳ
層

石
錐

ユ
ー
a

3 
1

1 
2

基
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
32
4N

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
a

L3
2J

基
吉
呂

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
二
紀

S1
33
4N

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
a
[3
1

錐
言
ト

貰
岩

皿
羽
II
I肝
・
斯
蜜
=索
]

S1
34
4N

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
a

57
1 
1

老
ζ
言
L

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

完
形

S1
35
4N
5h

Ⅳ
層

石
錐

ユ
ー
a
L2
6
L3
4
10
J

61
錐
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
36
4N
6h

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
a

08
頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀
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遺
構
外
出
上
石
器
・
石
製
品
観
察
表

出
土
地
点

層
 
位

器
種

分
 
類
長
さ
(c
m)
幅
(c
m)
厚
さ
(c
ll
l)
重
さ
g)

欠
損
部
位

石
材

産
地

備
考

S
4N
21
i

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
a

4.
0

09
錐
部

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N
14
i

Ⅳ
層

石
錐

ユ
ー
ar

19
錐
部

頁
岩

朔
ェI
IΠ
雁
・
斯
笙
=綿

S
4N
ll
 k

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

[4
2]

錐
部

頁
岩

羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S
4N
ll
m

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

40
11
0

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S
4N
12
k

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

基
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S
4N
12
1

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

部
頁
岩

コ
山
脈
。
新
第
三
紀

S
4N
14
j

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

25
部

頁
岩

幻
】
山
脈
。
新
第
三

S
4N
14
k

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

頁
岩

羽
山
脈
。
新
第
三

S
4N
17
n

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

22
「
22

基
部
・
錐
部
頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
二

S
4N
18
i

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

55
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N
20
cl

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

[6
2]
L4
4

17
 8

頁
岩

1朔
II
!肝
 ・
斯
雀
=

S
4N
23
n

Ⅳ
層

石
錐

Ⅱ
―
b

E3
7]

13
 6
基
吉
h

頁
岩

羽
山
脈
・
新
第
三

石
匙
→
石
錐

S
4N
6h

Ⅳ
層

石
錐

皿
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N

Ⅳ
層

石
錐

Ⅳ
67

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
裂
駕

Ⅳ
層

石
錐

Ⅳ
07

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S
4N

Ⅳ
層

石
錐

Ⅳ
32

赤
色
頁
岩
奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S
4N

Ⅳ
層

石
錐

Ⅳ
頁
岩

瓜
羽
I!
IH
雁
・
訴
笠
=紳

S
4N
21
o

Ⅳ
層

石
錐

Ⅳ
09

頁
岩

鳳
羽
山
脈
・
新
篤
=組

ё
4N

Ⅳ
層

石
匙

Il
5.
5

75
27
_1

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S
4N

Ⅳ
層

石
I

1.
9

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
未
製
品
?

S1
57
4N
5コ
n

Ⅳ
層

石
,

I
1 
7

25
 1

頁
岩

と羽
山
BI
R・
新
第
二

S1
58
4N

Ⅳ
層

石
匙

I
09

赤
色
頁
岩

亀
羽
山
脈
。
新
第
三

S1
59
4N
蒟

Ⅳ
層

石
匙

I
49
J

撮
み
部
以
外
頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
60
4N
21
q

Ⅳ
層

る
工
?

2 
1

38
貰
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
61
4N
14
o

Ⅳ
層

石
;

Ⅱ
68

19
 2

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
S1
62
と
接
合
す
る

S1
62
4N
12
宜

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
斯
第
三
紀
S1
61
と
接
合
す
る

S1
64
4N
12
k

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
29
撮
み
部
・
刃
部
頁
岩

奥
羽
山
LF
Ft
・
新
第
三
紀

S1
65
4N
12
1

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
59

13
0

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
66
4N
15
h

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
63
]

43
28
 3
刃
部
下
半

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
67
4N
15
i

Ⅳ
層

石
匙

I
53

18
1

買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
二
紀

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S1
68
4N
16
h

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
60

20
 5

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
69
4N
16
h

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
4 
ZI
[5
1

撮
み
郡
～
刃
部
頁
岩

と羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
70
4N
16
i

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
12
 7

買
岩

と羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S1
71
4N
17
i

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
70

28
 2

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
72
4N
17
,

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
46

59
22
 8

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S1
73
4N
17
n

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
37

10
 3

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
7盗
4N
18
1

Ⅳ
層

石
匙

Ⅱ
53

28
 8

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S1
75
4N
21
q

Ⅳ
層

石
匙

E
62

買
岩

奥
羽
山
EI
FF
t・
新
第
三
紀

S1
76
4N
ll
■

Ⅳ
層

箆
状
石
器

I
[4
8]

19
 1
基
部

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
77
4N
13
k

Ⅳ
層

箆
状
石
器

I
45

25
1 
1

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
二
紀

ё
17
8
4N
13
k

Ⅳ
層

箆
状
石
器

I
1 
3

買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
79
4N
13
n

Ⅳ
層

箆
状
石
器

I
5 
1

13
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
80
4N
14
j

Ⅳ
層

箆
状
る

I
13

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
81
4さ
子1
5h

Ⅳ
層

箆
状
石

I
13

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
82
4N
17
宮

Ⅳ
層

箆
状
石
器

I
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
二
紀
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遺
構
外
出
土
石
器
・
石
製
品
観
察
表

掲
呑
出
土
地
点

層
 
位

器
 
種

分
類
長
さ
(
cl
ll
)
幅
(c
ll
l)
厚
さ
(c
m)
重
さ
(g
)
欠
損
部
位

石
 
材

産
地

備
考

S1
83
4N
19
1

Ⅳ
層

箆
状
石
器

I
18
 8

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
84
4N
21
q

Ⅳ
層

石
器

I
19
4

頁
岩

と羽
山
則

三
紀

S1
85
4N
22

Ⅳ
層

箆
状
石
器

I
[6
,9
]

30
 6
基
部
末
端

と羽
山

三
紀

S1
86
4N
22
j

Ⅳ
層

箆
状
石
器

I
2_
7

18
7

と羽
山
〔・
新
第
三
紀

S1
87
4N
22
k

Ⅳ
層

箆
状
石
器

「
67

19
7
基
部
末
端

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
88
4N
15
i

Ⅳ
層

尖
頭
器

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
89
4N
15
,

Ⅳ
層

尖
頭
器

メ
ノ
ウ

S1
90
4N
21
q

Ⅳ
層

尖
頭
器

10
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
91
4N
24
1

Ⅳ
層

尖
頭
器

22
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
92
4N
16
i

Ⅳ
層

矢
yH
tt
r

82
頁
岩

翼
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
93
4N
14

Ⅳ
層

楔
形
石
器

18
 4

頁
岩

L羽
山

斯
蜜
=

S1
94
41
ヾ
14

Ⅳ
層

楔
形
石
器

19
 8

頁
岩

亀
可
可
LH
tt
R・
弄
F歩
岳
三三

S1
95
4N
14
k

Ⅳ
層

楔
形
石
器

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S1
96
4N
16
h

Ⅳ
層

楔
形
石
器

14
 5

頁
岩

風
羽
II
IR
雁
・
斯
笛
=

S1
97
4N
16
h

Ⅳ
層

楔
形
石
器

11
0

頁
岩

奥
羽
山
LF
R。
新
第
三

S1
98
4N
17
i

Ⅳ
層

楔
形
石
器

4
25
 3

貢
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S1
99
4N
20
n

Ⅳ
層

檀
形
る
器

7
21
 3

頁
岩

阻
羽
ェI
IH
雁
・
野
笛
=編

S2
00
4N
21
i

Ⅳ
層

■
―
a

18
 7

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
01
4N
20
m

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

黒
曜
石

産
地
不
明

削
掻
器
?

S2
02
4N

Ⅳ
層

不
主
形
石
器

15
17
 2

釘
崇

A力
iI
IH
雁
・
野
密
=軍

S2
03
4N

l
Ⅳ
層

l―
a

72
1 
7

41
 7

頁
岩

鳳
羽
iI
I脈
・
斯
密
=組

S2
04
4N

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

1 
3

21
 7

貢
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
05
4N

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

14
 6

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
06
州

Ⅳ
層

不
形
右
器

10
 0

53
 3

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
07
4N

Ⅳ
男
FI
形
石
器

I―
a

10
11
 8

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
08
州

Ⅳ
不
定
形
石
器

正
一
a

露
岩

凪
朔
II
IR
雁
・
斯
蜜
=綿

S2
09
4N

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

22
岩

奥
羽
山
LF
K.
新
第
三
紀

S2
10
4N

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

正
一
a

13
28
 0

甍
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
11
4哄

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

露
岩

皿
朔
II
IЛ
雁
・
野
雀
=組

S2
12
4N

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a
L6
1

1.
5
37
 4

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
13
4N
16
Fr

Ⅳ
層

不
形
石
器

I―
a

73
 8

買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
14
4囚
61

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

22
露
岩

瓜
朔
II
I 
HF
F・
野
密
=熱

k捐
S2
15
4N

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

上
一
a

1_
3
23
 8

更
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
16
4N
8m

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

55
1 
2

18
 9

買
岩

奥
羽
山
LF
R。
新
第
二
紀

S2
17
4N

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

エ
ー
a

10
11
 0

更
岩

皿
羽
II
IH
r・
斯
笛
=や

S2
18
4N

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

58
1 
1

10
 6

買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
19
4N
20
1

Ⅳ
層

不
形
石
器

I―
a

1.
5
25
 6

買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
二
紀

S2
20
4N
19
D

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

エ
ー
a

18
 8

露
岩

凪
朔
II
I肝
・
斯
密
=締

S2
21
4N
20
Q

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

1 
3

19
 6

蓑
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
22
4N
21
k

Ⅳ
層

不
形
石
器

I―
a

12
15
0

買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
23
4N
22
質

Ⅳ
不
定
形
石

I―
a

20
 6

露
岩

羽
山
服
。
新
第
三
紀

S2
24
4N
23
っ

Ⅳ
不
危
形
石

16
31
.ユ

露
三
紀

S2
25
4N
23
っ

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

I―
a

22
8 
2

更
三
紀

S2
26
4N
16
h

Ⅳ
層

不
13
8

買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
27
4N
14
k

Ⅳ
層

不
I―
b

12
22
 6

更
岩

羽
山
Il
lF
k。
新
第
三
紀

S2
28
4N
15
i

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

1.
5

買
岩

羽
山
脈
。
新
第
三
紀
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遺
構
外
出
土
石
器
・
石
製
品
観
察
表

出
土
地
点

層
 
位

器
 
種

分
類
長
さ
(c
m)
幅
(c
m)
,享
さ
(c
m)
重
さ
(g
)
欠
損
部
位

石
 
材

産
地

備
考

S2
29
4N
15
i

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
一
a

12
 6

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
30
4N
20
q

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
a

7 
1

1 
9

34
 2

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
31
4N
23
cl

Ⅳ
層

不
形
右
器

Ⅱ
―
a

51
70
 2

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
32
4N
14
質

Ⅳ
不

石
器

ll
―
a
14
3

11
12
4

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
33
4N
14
i

Ⅳ
提

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
a

10
 3

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
34
4N
14
i

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
a

[2
9]

23
5 
1

頁
岩

羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
35
4N
14
i

Ⅳ
層

不
形
右
器

Ⅱ
―
a

52
23

14
10
 7

頁
岩

羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
36
4N
14
i

Ⅳ
層

:形
石
器

ll
―
a

22
1 
1

貢
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀
完
形

S2
37
4N
14
j

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
a

33
 9

頁
岩

奥
羽
山
jl
k。
新
第
三
紀

S2
38
4N
14
k

Ⅳ
層

!形
る
器

Ⅱ
―
a

「
45
司

14
5

頁
奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
39
4N
14
k

Ⅳ
層

:形
石
器

Ⅱ
―
a

47
1 
6
42
 5

頁
奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
40
4N
14
m

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
a

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
41
4N
16
h

Ⅳ
層

Ⅱ
一
a

「
38

12
 1

頁
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
42
4N
l

Ⅳ
層

L―
a
L3
4

33
頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
43
4N
19
っ

Ⅳ
層

不
卒
形
石
器

Ⅱ
―
a

08
5 
9

更
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
44
4N
14
h

Ⅳ
層

E―
a

27
11
0

頁
岩

奥
羽
山
LF
R.
新
第
三
紀

4N
13
m

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
b

44
23
 7

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

4N
21
n

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
b

3 
7

09
買
岩

奥
羽
山
脈
。
新
第
三
紀

S2
47
4N
25
i

Ⅳ
層

i形
石
器

Ⅱ
―
b

12
 0

16
4 
7

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
48
4N
l

Ⅳ
層

i形
石
器

Ⅱ
―
b

53
頁

と羽
山
Bl
k・
新
第
三
紀

S2
49
4N
14
j

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

ユ
ー
b

14
0

F三
尭

!羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
50
4N
14

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
b

18
 6

貢
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
51
4N
14

Ⅳ
層

:形
石
器

I―
b

27
09

メ
ノ
ウ

S2
52
4N
14
k

Ⅳ
層

二形
石
器

Ⅱ
―
b

14
 1

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

4N
15
j

Ⅳ
層

示
宇
形
斎
器

頁
岩

S2
54
4N
15
k

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

■
―
b

12
 4

頁
岩

S2
55
4N
16
j

Ⅳ
層

Ⅱ
―
b

51
35
 3

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S2
56
4N
17
Fr

Ⅳ
層

添
乍
形
万
器

13
9

頁

S2
57
4N
17
i

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅱ
―
b

17
 1

Fご
完

S2
58
4N
14

Ⅳ
層

i形
石
器

Ⅲ
―

52
41
 0

頁
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

4N
15
g

Ⅳ
層

:形
石
器

Ⅲ
―

17
 5

頁
岩

!羽
山
脈
・
新
生
代

S2
60
4N
23
D

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

Ⅲ
―

22
 0

頁
岩

S2
61
4N
12
]

Ⅳ
層

Ⅳ
―
b

26
 8

買
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

S2
62
4N
12
g

Ⅳ
層

不
定
形
石
器

V
10
 9

34
 8

頁
岩

S2
63
4N
18
i

Ⅳ
層

V
47

21
 5

頁
岩

臭
羽
山
脈
。
新
生
代

S2
64
4N
14
m

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

1-
a
11
8

16
9 
0

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

4N
15
1

Ⅳ
層

敵
磨
器
類

13
 9

72
12
88
 6

安
山
岩

S2
66
4N
15
]

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

12
 9

92
9 
1

安
山
岩

S2
67
4N
21

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

12
8 
8

凝
灰
岩

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

4N
12
cl

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

■
―
a

34
4 
9

安
山
岩

奥
羽
山
脈
。
新
生
代

4N
21
o

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

71
24
4 
6

山
奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
70
4N
12
k

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

23
7 
0

山
奥
羽
山
脈
。
新
生
代

S2
71
4N
12
1

Ⅳ
層

敵
磨
器
類

I―
b

10
 0

34
7 
1

乙
万
更

奥
羽
山
脈
・
新
第
三
紀

S2
72
4N
14
k

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
b

L5
0J

24
6 
3

デ
イ
サ
イ
ト
奥
羽
山
脈
・
斯
生
代

S2
73
4N
14
k

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
b

1
0 
1

7 
1

42
9 
1

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S2
74
4N
15
h

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
b
16
2

12
9 
9

安
山
岩

興
羽
山
jl
lR
。
新
■
代
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遺
構
外
出
土
石
器
・
石
製
品
観
察
表

掲
番
出
土
地
点

層
 
位

器
 
種

分
 
類
長
さ
(c
nI
)
幅
 (
cm
)
厚
さ
(c
m)
重
さ
(g
)

災
損
部
位

石
材

産
地

備
考

S2
75
4N
15
o

Ⅳ
層

器
類

1
1 
6

34
2 
0

砂
岩

S2
76
4
N1
8っ

Ⅳ
層

器
類

12
 5
10
0

34
5 
2

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S2
77
4N
19
i

Ⅳ
層

i磨
器
類

L8
2J

71
29
1 
3

ヒ
ン
岩

北
上
山
地
・
中
生
代

S2
78
4N
19
m

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
b

10
 9

64
5 
6

安
山
岩

S2
79
4N
20
n

Ⅳ
層

説
磨
器
類

15
 0

78
1 
7

安
山
岩

羽
山
脈
・
新
生
代

S2
80
4N
21
q

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

12
 3

45
6 
5

砂
岩

S2
81
4N
21
cl

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

13
4

12
 1

63
50
3 
0

安
山
岩

S2
82
4N
24
m

Ⅳ
層

敲
器
類

28
6 
0

安
山
岩

羽
山
脈
・
新
生
代

S2
83
4N
8h

Ⅳ
層

器
類

11
3 
2

52
68
0 
8

デ
イ
サ
イ
ト
奥
羽
山
脈
。
新
生
代

S2
84
4N
16
o

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

13
 0

98
7 
1

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S2
85
4N
20
m

Ⅳ
層

器
類

35
2 
9

山
岩

S2
86
4N
21
■

Ⅳ
層

手
器
類

11
 9

11
 3

75
8 
4

山
岩

羽
‖
I脈
・
新
牛
れ

S2
87
4N
9i

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

16
 0
10
8

65
91
7 
7

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S2
88
4N
17

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
c

57
26
9 
0

デ
イ
サ
イ
ト

S2
89
4N
23
i

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
c

7 
7

73
29
5.
2

安
山
岩

阻
羽
II
IH
R・
新
牛
召

S2
90
4N
8h

Ⅳ
層

改
器
類

I―
c

「
55
司

54
37

96
 6

デ
イ
サ
イ
ト
奥
羽
山
脈
。
新
生
代

S2
91
4N
19
j

Ⅳ
層

器
類

I―
c

61
3 
7

密
山
岩

S2
92
4N
16
J

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

73
45
7 
7

安
山
岩

S2
93
4N
16
o

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
c

14
 1

59
4 
5

デ
イ
サ
イ
ト
奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S2
94
4N
17
i

Ⅳ
層

謙
器
類

I―
c

11
 1

13
 6

88
2 
2

デ
イ
サ
イ
ト
奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S2
95
4N
21
n

Ⅳ
層

器
類

■
―
c

18
7 
6

頁
岩

尾
羽
山
脈
・
新
生
代

S2
96
4N
24
h

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

■
―
C
11
8

10
 6

71
6 
0

デ
イ
サ
イ
ト
L羽
山
脈
・
新
生
代

S2
97
4N
13
m

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

10
6

51
2 
6

山
岩

!羽
山
脈
・
新
生
代

S2
98
4N
13
cI

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

[8
7]

73
44
4 
6

山
岩

羽
山
脈
・
新
生
代

S2
99
4N
18
m

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

12
 0

50
1 
8

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S3
00
4N
21
ビ

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

11
.1

66
5 
3

砂
岩

S3
01
4N
21
i

Ⅳ
層

説
磨
器
類

12
 0
10
8

82
4_
2

安
山
岩

S3
02
4N
21
9

Ⅳ
層

磨
器
類

7 
7

55
5 
6

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S3
03
4N
17
h

Ⅳ
層

t磨
器
類

■
―
e

30
4 
4

砂
岩

S3
04
4N
15
1

Ⅳ
層

講
磨
器
類

I―
e

34
7 
9

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S3
05
4N
l

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
e

47
4 
1

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

4N
8h

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
e

L8
0J

47
17
2 
0

デ
イ
サ
イ
ト

S3
07
4N
24
m

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I―
e

38
1 
4

安
山
岩

興
ヌ
ヌ
HI
脈
・
新
年
代

ベ
ン
ガ
ラ
附
着

S3
08
4N
16
h

Ⅳ
層

敵
暦
器
類

19
4

27
5 
3

安
山
岩

羽
出
jl
lk
・
新
年
代

4N
21
q

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

I{
12
 6

50
8 
7

安
山
岩

S3
10
4N
18
o

Ⅳ
層

改
磨
器
類

I~
FF

12
 0

66
9 
3

花
尚
岩

奥
羽
山
脈
基
盤

S3
11
4N
20
っ

Ⅳ
層

敲
磨
器
類

11
 6

62
4 
9

安
山
岩

奥
羽
山
脈
・
新
生
代

S3
12
4N
21
o

Ⅳ
層

敵
磨
器
類

12
 2

82
1 
0

山
岩

S3
13
4N
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V まとめ
1 遺構

(1)竪穴住居跡

竪穴住居跡は 1棟のみの検出である。平成 8年度調査においても縄文時代晩期後半の 1棟 (R A001)が

検出されているので、この 2つ を比較 。検討 してみる。

〈位置・占地〉今次調査で検出されたR A002は 標高123.lm、 平成 8年度調査で検出されたR A001は 122.9

mに位置する。標高差は20cm程 となっている。互いの関係はR A002か ら北東方向に約13m離れてR A001が

位置している。距離的にはそれほど離れておらず、標高も殆ど同じ所に存在することから同時存在の可能性

も考えられる。

(平面形〉平面形は両者とも不整な円形を呈する。

〈規 模〉規模は、R A001が長軸2.8m、 短軸2.6m、 R A002が長軸5,lm、 短軸4.7mを 測る。後者が長軸
で2.3m、 短軸では2.lm大 きい。

〈埋 土〉どちらも自然堆積の様相を示している。グライ化した土が 1層 目に見られ、遺構埋没後に、水の

影響を強く受けていたと考えられる。

〈壁・床〉壁は両者とも緩やかに立ち上がる。床面はどちらもほぼ平坦である。

〈炉 跡〉 R A0011ま 1基、R A0021ま 3基確認された。両者ともに石囲いの土器埋設炉が検出されている。
R A002に ついては炉跡の作 り替えから3時期が考えられる。 3基の炉跡にそれぞれ伴う住居跡のプランが

確認されなかったことから、住居跡全体の作 り替えではなく炉跡のみが作 り替えられた可能性が高いことを

指摘できる。ただ、炉跡 Cは炉跡A・ Bよ りも検出面が低 く、炉跡Cの面を人為的に埋めたのか自然堆積後

に炉跡A・ Bを構築したのかを確認できなかったため、住居全体の作り替えの可能性も残る。

〈柱 穴〉両者とも検出されなかった。埋土の判別が難しかったことから検出できなかっただけで、存在し
た可能性は高いと思われる。

〈その他の付属施設〉両者とも検出されなかった。

〈時 期〉出土している遺物が大洞C2～ A式の時期に限定されていることから両者ともその時期に属する

と考えられる。

(2)焼土遺構・石囲炉跡

焼土遺構 7基、石囲炉跡は4基検出された。 R F010,015以 外は土坑群よりほぼ内側 (東側)にあり、標

高122.8～ 122.9mに位置する。焼土遺構の平面形は円形を基調とするもの 4基、不整を呈するもの 2基、楕

円形を呈するものが 1基 となっている。石囲炉についてはいずれも円形を基調とした平面形となっている。

規模は、焼土遺構については長軸60～ 160cm、 短軸27～ 120cm、 85～ 90∽を測る。焼土遺構については大きさ

がまちまちだが、石囲炉については大体同じ規模となっている。

R F010・ 015の 2基は炭化物粒が疎らに確認でき、焼土断面はブロック状になっていたことから異地性の

廃棄された焼土と推測される。R F007,014は暗赤褐色の焼土が形成されているが、焼成は弱い。炭化物や

遺物等の出土もない。R F009は焼土面上に多量の炭化したクルミ片が出土している。同じ場所から敲石と

凹石も出土しており、何らかの作業が行われた場所であったと思われる。 R F 013・ 016の 2基は橙色の焼土

が形成され、焼成が良い。R F010に ついては出土遺物等もなく詳細な時期は不明である。R F013か らは縄

文土器壼が出上している。また、焼土内部が若干浅く掘り窪められていたことから、炉跡の可能性が高いと
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思われる。 4基の石囲炉跡の内、 R F 0081ま石囲炉跡の形態をなしているが焼土面が確認できなかった。焼

土面が確認されたR F 012・ 016・ 017の 3基については規模、形態などから住居跡に伴うものの可能性が高

い。とくにR F016・ 017については、R F017の 後にR F016を構築していることが切 り合いからわかり、住

居内で作り替えがされたものと考えられる。時期は出土遺物から縄文晩期後半に属すると思われる。

(3)土坑

調査区全体で21基検出された。殆どが標高122.8～ 123.Omの調査区南側の一部分に集中している。平面形

は楕円形を基調とするものが16基、円形を基調とするものが 3基、不整を呈するものが 2基 となっている。

規模は長軸60～ 228m、 短軸32～ 156mを 測る。埋土は粘土質で全て自然堆積の様相を示し、人為的な埋め

戻しかどうかは確認できなかった。

R D028は底面から埋土上位にかけて縄文土器が出土している。R D033は底面から縄文土器片が出土し、

その下に径30cm程のピットが認められ、中からは約1.219の 炭化したクルミ片等がまとまって出土している。

調査では切り合いが確認できなかったが、土坑の形態などから、R D 033が埋まった後に新たにピットが

作られた可能性が高いと思われる。R D035・ 036・ 040に ついても規模等は異なるが、底面から上位にかけ

て縄文土器や石器剥片等が出土している。

R D021～ 025・ 027・ 031～ 034・ 037'0391こついては何れも掘り込みが浅い。R D039土坑底面からはベン

ガラが附着した土版が出土、 4N15jグ リッドとして取り上げたS358の 石剣も出土位置などからR D 039土

坑の遺物と思われ、これらは副葬品の可能性が考えられる。さらに、少量であるがこれらの土坑の周辺から

底部穿孔土器 (破片)が出土している。また、平成 8年度調査において検出されたR D019土坑からほぼ完

形の深鉢、その他埋設土器 2基が検出されている。使用用途は不明とされているが、中村 (2001)の 土媛墓

の認定基準 (9)「底面から覆上下部にかけて完形あるいはそれに近い土器が出土する。 ・・・」に当ては

まると思われる。今次調査において埋土が人為堆積かどうか確認できなかったが、以上のことなどから墓壊

の可能性もあるかもしれない。更に副葬品ではないが、土坑周辺から石刀が出土していることから祭祀的な

事を行っていたことが推測される。

主軸方位は、南北を基調とするもの 9基、東西を基調とするもの 5基、その他 7基で概ね 3つのグループ

に分けられる。時期差があるように考えられるが、同時存在も否定できず、詳細は不明である。出土してい

る土器が大洞C2～ A式で大部分を占めていることから、全体としては概ね縄文時代晩期中葉末から後葉前

半に属すると推測される。

(4)溝跡

調査区全体で 2条検出された。標高122,8～ 122.9mに位置している。全体を検出していないため全容は不

明である。溝跡からは多くの縄文土器が出土しているが、殆ど埋土中位～上位からの出上であり、更に 2条

とも遺物包含層を切つて造られている。また、平成 8年度の調査においても多数の溝跡が検出されているが、

大部分が現代の溝とされている。本遺構も現代の水田の水路と思われ、出土した遺物は後世の混入によるも

のの可能性が高い。

○まとめ

調査区内で土坑は西側に、住居跡等は南から東側にかけて位置しており、土坑が集中する地域と住居跡、
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石囲炉が集中する居住域が分かれ、場の使い分けがされていたことが窺える。

なお、土坑群は墓域の可能性もあり、土器の集中区、剥片石器類、フレーク類の集中区と重なっている。

2 遺物

(1)土器

今回の調査で出上した土器のほとんどをしめる縄文時代大洞C2～ A式の土器には深鉢、鉢、台付鉢、浅

鉢 (大型・小型)、 皿、台付浅鉢、脚付浅鉢、重、注目がある。

深鉢 (第 98、 99図 )

深鉢はすべて粗製で、日縁部に、

1類 口縁部に 3条以上の横走沈線を有するもの  56点 (う ち 2点は口唇部装飾不明)
2類 口縁部に2条の横走沈線を有し、沈線間はなでられる  7点

3類 頸部に 1条の沈線を有するもの  8点

4類 沈線を有しないもの  13点

の 4種に大別され、圧倒的に 1類が多い。

これらの深鉢には、日唇部に装飾を持つものがあり、キザミ、押圧などの圧痕が施される。種類は、次の

ものがある。なお、これは見た目の印象で分類 (例―棒状工具で圧痕を施したように見える)したもので、

見た日は使用された工具を必ずしも反映するものではない。

A.口唇部に上面から圧痕を施すもの (若千外面よりのものも含む。)

一a 爪又はヘラによる極細いキザミ (巾は 1～ 2硼程度)
一b 棒状工具によるキザミ (中は 3～ 6 nlm程度)
一C 指頭状の圧痕 (巾は 6～ 1 0 HHl程度)
一d 棒状工具を押し引いて、沈線を施すもの (巾 2.5 cm程度)
一e 指か工具で平らになでつけ (巾 2c/m程度)、 緩やかな波状とするもの

B.口唇部が稜をなす土器に外側から圧痕を施すもの (上面からみると、小波状を呈する。)

一a 爪又はヘラによる極細かいキザミ

ーb 棒状工具によるキザミ

ーC 指頭状の圧痕
C.装飾しないもの

この回唇部装飾の分類による結果を次の表に示した。

日唇の装飾が判別できる82点 (2つの方法で装飾している 1点があるため、表では83点の合計である)の

粗製深鉢のうち、 1類と2類には必ず装飾があるが、 3類 と4類には装飾のないものも多い。棒状工具の押

し引きや撫でつけに拠る手法も1類 2類 よりも割合数が多い。

上から装飾を施すものと、外側から装飾を施すものの違いは特に見られない。27の ように一つの土器の口

唇に、ある部分では外側から棒状工具の圧痕を施し、かつ他の部分では上から棒状工具で押し引きする例も

あることから、時期の違いはないのかもしれない。

炭化物の付着

掲載した深鉢 (遺構内出土も含む)95点のうち、ススやおこげ状の炭化物が付着する例は、39点 (41。 1%)

である。
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部位ごとに戊化物の付着をみると以下のとおりで、日縁部破片だけでは炭化物が認められなくても、より

完形に近い状態では高い割合で炭化物の付着がみられる。

日縁部破片        23点 中 2,点 (0,1%)
口縁～体部破片      43点 中 18点 (41.9%)

体部、体部～底部、底部  10点中 3点 (30。 3%)

日縁～底部破片、ほぼ完形 19点中 14点 (73.7%)

以上の粗製深鉢のうち、 1類は藤村東男氏により「九年橋型深鉢」と命名され (藤村 1987)、 大洞C2～

A式に伴うことが知られている。

第 3表 深鉢の分類と口唇装飾

*印は一つの上器に2つ以上の装飾を施していることを示す

鉢 (第100図 )

次の 3類に大別される。以下のうち 1類には台付鉢もあるかもしれない。

1類 頸部、体部に文様帯のある鉢 (大把手のあるもの、ないもの)
2類 頸部にのみ装飾が施される半精製の鉢
3類 粗製の鉢
1類

ほとんどが頸部に眼鏡状の浮文と2個 1組の粘土瘤を持ち、体部に工字文が施される鉢であるが、264の

みは頸部に縄文のある隆帯と2個一組の粘土瘤を持ち、体部に縄文のある入 り組み文 ?が施される。

A 把手状の大突起のあるもの

大突起に向かって、三角形の浮文、あるいは沈線が施される。

a.体部文様帯の工字文に縄文がつくもの (86、 90)

b.体部文様帯の工字文に縄文がつかないもの (173)

B 大突起のない鉢
a.体部文様の工宇文に縄文がつくもの (84、 98、 114、 125、 134、 137、 229)

b.体部文様の工字文に縄文がつかないもの (26、 206)

に分類される。

1.3条以上の沈線 2.2条の沈線 3.頚部に1条 4.班線無
合計

遺 物 番 号 数 遺 物 番 号 数 遺 物 番 号 数 遺 物 番 号 数

上
ら
Ａ
か

a爪又はヘラ
172,198,200,214,217,221

218,228
8 68212 2 0 0

b棒状工具側面 22,42,210,222 4 10,71,250 3 0 182,184 2 9

c指頭状
19,51,160,168,176,199,231,23

9,240,242,266
1 0

d棒状工具の押し引き 24,*3ユ 2 195,202 2 l 5

e撫でつけ (波状) 1 158,183 2 156.123 2 5

外
ら
Ｂ
か

a爪又はヘラ 12,59,188 3 0 0 3

b棒状工具側面 ユ 0 0

c指頭状 ユ 0 0

d棒状工具の押 し引 き 0 0 0 0

e撫でつけ (波状) 0 0 0 0

C装飾無し 0 79,149,220 3

3,13,47,53

205,215,234,

265

8

本
日 計 7 8
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2類

A 沈線が 3～ 5本巡るもの

B 頸部に平行沈線と内側の溝底に刺痕を施すもの

C 頸部の平行沈線の数力所に下から刻みを入れ、工学文風に仕上 tデ、内側の溝底には刺痕を施すもの

D 顎部の平行沈線の数力所に上下あるいは下から刻みを入れ、 1段の工字文風に仕上げるもの

がある。

第 9表 鉢 2類の分類

3類

a.顎部で内側に屈曲し、国縁部で外傾するもの

頸部に沈線を有するもの (108、 165、 195)と ないもの (27、 133、 186、 226)がある

b.頸部で緩やかに内湾あるいは直立するもの (1、 153、 196)

陵化物の付着

掲載した鉢 (遺構内出土も含む)68点のうち、スス又はおこげ状の炭化物が付着する例は54点 (79,4%)

で、おこげ状の炭化物がべっとりと付 く例も多い。

台付鉢 (第100図 )

台付鉢とわかる土器の数は非常に少ない。170は口縁～体部破片であるが、台付鉢の可能性がある。167、

253は台である。167は浅鉢が付 くかもしれない。170と 253に 1よススが付着している。

浅鉢 (第101図 )

1類 大型と2類 小型がある。
1類

A 頸部で屈曲して内湾し、口縁部で外反あるいはやや内傾するもの。

口縁部文様帯、体部文様帯のほか、肩にも工字文や眼鏡状浮文などの文様帯が加わることがある (17、

21、 27、 28 65、 76、 116、 121、 144)。

口縁部破片の 3点 を除くすべてにススが付着している。特に完形に近いものは外面下半あるいは内面

全体、下半にリング状に付 く例がある。

これらのうち、17、 28は縄文のある工字文を持つ。

B 底部から緩やかに内湾気味に立ち上がる。日唇部にA突起やB突起,粘土瘤などがある.文様は沈線

のみや沈線で描かれる工字文である (115、 118、 139)。

これら3点には炭化物の付着はない。

2類

A 体部に工字文を施すもの

底部に低い突起状の 4足が付 くものがある。

沈線のみ 溝底の刺痕十二字文風 溝底の刺痕十沈線 沈線による工字文風

遺 物 番 号 数 遺 物 番 号 遺 物 番 号 数 数

B突起 +キザミ 23,165,209 3 82,130,154 3 1 5 1

キザミ ユ 34.224, 2 ] 0

A突起十波状小突起 29,122 2
67,92,99,1lL 120,132,166,171

262
9 0

58,72,107,1411161,

169.246.249,257
9

不 明 0 ユ 0 0

6 2
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a.工字文に縄文のあるもの (216)

b。 工字文に縄文のないもの (61、 109、 135、 142、 207)

とがある。

B 無文か、頸部に沈線が施されるもの (46、 100、 101、 112、 145、 180、 235、 261)

底部に突起状の 4足が付 くものがある (101)。

小型浅鉢には炭化物の付着は全 くみられなかった。

皿 (第101図 )

浅鉢と類似するが、口径に比して、高さの低いものを分類した。低い突起状の足がつき、体部に工字文が

描かれる174と 無文の106がある。2601ま別の器形となる可能性もある。汎化物の付着はみられない。

台付浅鉢 (第 101図 )

A 浅鉢の口縁部と体部に文様帯をもつもの
a.突起を持ち、魯部に工字文が描かれるもの (8、 33、 55、 69、 191、 254)

b.波状口縁で、体部に工字文が描かれるもの (155)

8にのみ内外面におこげ状の炭化物が付着するが、他は全く見られない。

B 浅鉢の口縁部にのみ文様が施されるもの

台部には工字文が描かれる 炭化物の付着は見られない。
a.隆帯や沈線による工学文が描かれるもの (25?、 77、 189、 208、 263)

b.沈線と溝底の刺痕があるもの (60)

脚付浅鉢 (第 101図 )

浅鉢に短い四脚が付 くもの。体部には工字文が描かれる (66、 146、 251)。 炭化物の付着はない。

壺 (第102図 )

1類 (体部に縄文以外の文様を持つもの)と 2類 (持たないもの)がある。

1類

A.縄文のある工字文が描かれるもの

大型 (91、 126、 128)、 中型 (236)、 小型 (126、 143)

B.縄文のない工字文、入り組み工字文が描かれるもの

大型 (15、 78、 211)、 中型 (181、 213、 237)、 小型 (87、 88、 96、 ユ17、 243)

2類

A.体部に縄文が施文されるもの

大型 (80、 149、 219)、 小型 (83、 89、 97、 245)

B.体部が無文のもの

大型 (14、 232)、 小型 (73、  110、 113、 177)

ススなどのえ化物は103と 110以外には付着していない。103に は内外面にススが付着している。1101こ は極

薄く、ススが付着している。表面が剥落していることなどから、二次的に火を受けている。

注口 (第102図 )

壼の器形に注口がつく。159は回縁部のみの破片だが、形状が124、 136と 同一なので、注目の可能性が高い。

136は日が久損しているが、接合部にアスフアルトが付着する。

(124、 136、 159?、 163(口 のみ))
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第98図 土器集成図 (1)粗製深鉢 1
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第102図 土器集成図 (5)壺・注目・弥生土器
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縄文のある工字文の分布    P

遺構内出土

遺構外出土

溝出上の上器は線で結び調査区外に示した。
接合資料は線で結んだ。

縄文のない工字文の分布

第103図 工字文のある土器の分布
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○ まとめ

以上概観したように、本次調査で主体的に出土する土器 (文様による時期決定が可能な土器)は、工字文

の土器である (磨 り消しによる入 り組み文の264を除く)。 工字文は大洞A式に盛行する文様であるが、縄文

の付いた工字文は、縄文の付かない工字文と時期差があるかどうか論議されてきたところである (高橋

1993)。

そこで、本遺跡の第 6次、第 7次調査の結果とあわせて縄文の付かない工宇文と縄文の付いた工字文の土

器の分布を比較 してみた (第 103図 )。 いずれも、調査区西南の上坑、住居の分布域に集中しており、同じよ

うな分布をしている。もし、両者に分布域の違いがあれば、時期の違いを反映している可能性があるが、本

次調査及び第 6次、第 7次調査の結果からは違いは認められなかった。

また、本次調査で出上した土器群は大洞 C2～ A式 としたが、型式学的に検討してみた結果、時期幅が比

較的短いような印象を受ける。工字文を主体としていることから、大洞A式の古い部分のまとまりといえる

かもしれない。品川欣也氏は 6次調査のR G35(筆者註 正しくはR G32か)出土の上器群を大洞A式第 1

期と位置づけており (品川 2003)、 本次調査でも同様の土器が出土している。

(2)土製品

遺構内、遺構外含めて22点の出上で、土偶、土版、耳飾り、ミニチュア土器がある。

土偶

遺構外から10点出土した。同一個体とみられる267～ 269は顔面、及び腕の工字文風の沈線から、273も 工

字文から、大洞A式期の土偶と考えられる。 (金子 1993)河 型ヽの276も 工字文風の日の表現、背中の沈線か

ら同時期とみてよいと思われる。

土版

R D39出 上の63、 遺構外の277の 2点である。二者は一面に 5～ 7条の弧線が 2本一組の正中線を挟んで

左右対称に 2段描かれることと、側面に沈線が描かれることが共通している。63は正中線に連続した刺突が

施され、裏面には工字文風の文様が一見ランダムに描かれる。2771よ両面とも同じ文様である。63は工字文

風の沈線から大洞A式期のものと推測され (稲野 1983)、 277も 文様の共通性から、同時期に属する可能性

がある。

耳飾り

遺構外から4点出土した。耳栓形の278～ 2801ま北上市九年橋遺跡など他遺跡の出土例などから大洞 C2～

A式期に属すると考えられる。鼓形の281は時期不明である。

ミニチュア土器

遺構外から6点出土した。286は 口唇部のキザミや突起、口縁部の多条沈線、国内側の溝など大洞 C2～

A式の鉢の特徴を備えている。                              (金 子)
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(3)石器

今回の調査で出土した石器は、石鏃、石錐、石匙、箆状石器、尖頭器、楔形石器、不定形石器、異形石器、

敲磨器類、打製石斧、磨製石斧、石錘、石皿類、礫器で、そのほかフレーク類がある。

石 鏃

扁平で、鋭利な先端部があるもの。

出土′点数は77点で、石器全体では20。 9%の割合を占める。遺構内 4点 (5。 2%)、 遺構外73点 (94.8%)で、

圧倒的に遺構外からの出土が多い。遺構内からの出土は全て土坑の埋土中からで、底面からの出土はない。

基部の違いに着目して次の 7種に分類した。ほとんどが有茎鏃である。

I類 有≧石鏃
a 基部が突出し、中≧があるもの

b 基部が突出し、機能部末端が横に若千張り出すもの
C 基部が平らで、中茎があるもの

d 基部が突出し、基部と先端都の割合が同じくらいのもの
e 基部が尖っているもの

H類 無≧石鏃基部が九いもの。いわゆる円基鏃
Ⅲ類 未製品又は、欠損等の可能性のあるもの

分類別の点数は a類 26点 (33.7%)、 b類 4点 (5.1%)、 C類 5′点 (6.4%)、 d類 5点 (6.4%)、 e類 2

点 (2.5%)、  f類 1点 (1.2%)、 Ⅱ類 2点 (2.5%)、 Ⅲ類30点 (38.9%)、 不明 2点である。a類の割合が多

い傾向がみられる。Ⅲ類の割合が多 くなっているのは、製作途中のもの、製作途中での失敗、または使用に

よる欠損等を明瞭に区別できなかったため一括したことによる結果と考えられる。

とくに集中している4N14jグ リッドで分類ごとの出土割合をみるとa類 5点、 Ha類 2点、b類 1点、c類

4点、d類 1点、Ⅲ類 8点である。また4N15k～ 19nグ リッドからは 1点 も出土しておらず、出土地点に

偏 りがみられる。Ⅲ類も4N14jグ リッド周辺に集中している

附着物については、14点 (18,1%)に アスファル トが認められ、内 6点が欠損、 8点が完形品となってい

る。アスファルト附着石鏃の出土分布については、剥片類や製品の出上が集中する4N14jグ リッドからの

出土は 2点のみで、大部分がこれらのグリッドから若干離れたグリッドからの出土となっている。また、 4

N14jグリッド周辺からは完形品も出土しているが、アスファルト附着石鏃は出土しておらず、完形品石鏃

の中で出土分布状況が異なっている。

完形かほぼ完形で計浪1可能なものはⅢ類以外の57点である。長さ2.Ocm～ 3.lcm、 幅1.Ocm～ 1.5伽のものが

多 く、厚さは分類を問わず0,4cm～ 0.9cmである。重さは0。 4～ 1.8gに集中し、平均1.2gと なっている。石

材は頁岩76%、 次いで赤色頁岩12%、 珪質頁岩 5%、 馬珀 5%、 凝灰岩・黒曜石 1%の割合を示し、分類ご

とによる石材の特徴はみられない。

石 錐

先端が錐の形状を成しているもの。

出土点数は41点で、出土した石器全体に占める割合は11,1%である。土坑埋土中から2点、遺構外39点で

ある。

基部と錐部の形態に着目し次の 6種に分類した。

I類 撮み部を持たない棒状または柳葉形を呈するもの
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a 棒状または柳葉形を呈し、両端に加工があるもの

b 棒状または柳葉形を呈し、一部のみに錐部が作られるもの

Ⅱ類 基部と錐部が明瞭で撮み部を持つもの
a 撮み部を持ち、基部とこもしっかりと加工があるもの

b 撮み部を持ち、基部にはあまり加工がみられないもの

Ⅲ類 基部と錐部の区別が明瞭で、錐部の短いもの

Ⅳ類 基部と錐部の区別が不明瞭なもの

分類別の点数は、 Ia類 8点、 Ib類 6点、 Ha類 4点、Ⅱb類 9点、Ⅲ類 2点、Ⅳ類 2点で Ia類 とⅡb類

の割合が多い傾向がみられる。

掲載した全点の計測値の平均は長さ2.3cm～ 3.4c/m、 幅0,7c/m～ 1.4cmに 一つ、長さ2.8cm～ 3.8帥、幅2.2～

2.8伽 に一つと2つのまとまりが認められる。分類による器種の特徴が影響していると思われる。重さは0。 6

～2.9g、 厚さは0.4～ 0。 8cmの ものが多い。石材は頁岩が39点、赤色頁岩 1点である。

石 匙

撮み状の河ヽ突起をもち、刃部が作 り出されているもの。

出土点数は19点で、石器全体に占める割合は5.2%で ある。すべて遺構外出上で、遺構内からの出土はない。

I類 縦型 :体部 2側縁に主要刃部を持ち、撮み軸と刃部軸がほぼ平行するもの

H類 横型 :体部底辺に主要刃部を持ち、撮み軸と刃部軸がほぼ直行するもの

分類別にみると、 I類 1点、Ⅱ類21点で横型のH類が大部分を占めている。出土した石匙の中には4N12
gと 4N12oグ リッドから出土した破片が接合 したものが 1点出土している。接合した刃部が直線的になら

ないため、制作中の失敗、もしくは使用により破損したものを一部削掻器等に転用 (再利用)していた可能

性が高いと思われる。アスファルトの附着が認められた 5点は、全て完形品である。これらアスファルト附

着石匙のうち 3点は、剥片石器出土が集中する4N14jグ リッド周辺から出土している。アスファルト附着

のない石鏃の出上分布に似た傾向がみられる。

完形品または接合した15点の計測値は、長さ4。 2釦～6.Ocm、 幅5。 lcm～6.0伽 のものが多い。重さはばらつ

きがありまとまりがみられないが、平均 14。 2g、 厚さもまとまりがないが平均1,Ocmと なっている。石材は

頁岩18点、赤色頁岩 1点で石鏃、石錐同様に頁岩が使われている。

箆状石器

ほぼ左右が対称で上方が狭 く、下方が広がっているもの。

4点出土した。石器全体に占める害↓合は3.8%である。遺構内から2点、遺構外から12点が出土した。遺構

内出土の 2点はR A002埋土中からの出土である。

I類 基部から刃部に向けて広がる撥形
Ⅱ類 基部と刃部幅がほぼ同じの短冊形
I類 1点、Ⅱ類12点で、Ⅱ類が殆どを占めている。分類による出上分布に特徴はみられない。

完形品12点の計測値は、長さ4,3cm～ 6.9c/m、 幅2.4cm～ 3.4cmが多い。重さは14.6g～ 19,7g、 厚さはlcm

～1.5cmの ものが多い。石材は全て頁岩であり、他の石材によるものは出土していない。

尖頭器

石鏃のような形状を呈するが、大型で断面形が厚いもの、石鏃、石錐以外のもの。

出土点数は 5点で、出土した石器全体の中では1.4%で ある。剥片石器の中では最も点数が少ない。全て
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遺構タトからの出土である。点数が少ないため細分はしていない。

長さは最大値5。 3cm、 最小値3.2c/mで 平均3.9cm、 幅は最大値2.2釦、最小値1.7cm、 平均1,9cmで ある。厚さ

は平均0.8c/1n、 重さは平均5.8gと なっている。石材は頁岩 4点、馬翡 1点で石鏃、石錐、石匙同様に頁岩の

割合が多い。

楔形石器

併行する 2つの測縁から互いに向きあう方向の両端剥離が表裏両面に生じているもの。

出土点数は 8点で、出土した石器全体の中では2.2%である。遺構内 1点、遺構外 7点で殆ど遺構外から

出土している。遺構内の 1点はR A002竪穴住居跡の埋土中から出土したものである。点数が少ないため細

分していない。

完形品 7点の計測値は、長さは3.3～ 3.7cmの ものが多く、平均3.5伽、幅は3.0～ 3.6cmの ものが多 く、平

均3,7cmで ある。厚さは平均1.5cm、 重さは平均18,7gと なっている。石材は全て頁岩である。

不定形石器

定型的な形状を持たず、二次加工によって刃部を作 り出しているもの。刃部と思われない部分に二次加工

があるものや、二次加工はあるものの、刃部形成が不明瞭なものは「二次加工のある剥片」、「微細剥離痕の

ある剥片」に含めた。分類した不定形石器の中には未製品や失敗品なども多く含まれていると思われるが、

判断が難しく不定形石器に一括した。したがって、いわゆる削掻器類を一括して扱っている。

出土点数は72点で、出土した石器全体に占める割合は石鏃に次いで多く、19.5%で ある。遺構内 6点 (8.3%)

遺構外66点 (91.6%)で 遺構外からの出土が大部分を占める。遺構内はR A002竪穴住居跡埋土中から3点、

その他は土坑埋土中から出土しており、床面や底面からの出土はない。

分類は刃部形状の違いに着目して行い、 1器種に異なる刃部がある場合は主となる刃部の分類に着目し、

判断の難しいものはどちらかに含めた。分類は 5種類、細分を含めて 9種類に分類した。

I類 片面又は両面調整され、縁辺部に刃部が作出されるもので片刃のもの
a lな いし2側片縁辺に刃部が作出されるもの

b ほぼ全周に刃部が作出されもの

Ⅱ類 片面又は両面調整され、縁辺部に刃部が作出されるもので両刃のもの
a lな いし2側片縁辺に刃部が作出されるもの

b ほぼ全周に刃部が作出されもの

Ⅲ類 快入状の刃部を有するもので、狭入石器といわれるもの
a 片面加工のもの (刃部が片刃)
b 両面加工のもの (刃部が両刃)
Ⅳ類 剥片端部に刃部を有するもので刃部がほlF「 U」 字状を呈する。 (尖頭器に比べ刃部が鈍い)
a 片面加工のもの (刃部が片刃)
b 両面加工のもの (刃部が両刃)
V類 ランダムな加工により刃部が作出されるもの (細分していない)。

分類ごとの点数はIa類 30点 (41.7%)Ib類 3点 (4.2%)Ⅱ ―a類18点 (25%)Ⅱ ―b類 14点 (19,4%)

Ⅲ類 4点 (5.6%)Ⅳ類 1点 (1.4%)V類 2点 (2,7%)である。 Ia類の割合が最も多くを占め、次いで

Ha類が多い。両者とも刃部が片刃の形状を呈するもので、片刃が51点 (70.8%)両 刃21点 (29。 1%)で片

刃のものが過半数の割合を占める傾向が認められる。分類ごとの出土分布には特徴は認められない。
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計測値は、長さ2.2cm～ 4。 4cm、 幅3.2cm～ 3.8cmの ものが多い。厚さは1.Ocm～ 1.5cmに 集中し、重さの平均

は25。 7gでぁる。石材は頁岩64点 (96。 9%)珪質頁岩 1点 (1.5%)馬 瑞 1点 (1.5%)に なっており、ほと

んどが頁岩である。

異形石器

剥片石器の中で特殊な形態を呈するもの。

出土点数は 1点で、R A002竪穴住居跡埋土中から出土している。三日月状を呈し、刃部が全周に作出さ

れている。石材は赤色頁岩でこの石材は製品の中では主に石鏃に多い割合で分布している。

敲磨器類

自然石の一部に磨り痕、敲打痕、凹み等を有するもの。いわゆる磨石、敲石、凹石といわれるもの。使用

痕跡が一つの礫に複合してついている場合が多いため敲磨器類として一括した。

出土点数は62点で、出土した石器に占める割合は16.8%である。遺構内出±11点 (21.6%)遺構外出±51

点 (78.4%)で ある。遺構内からはR A002竪穴住居跡床面から2点、埋土中 1点、土坑埋土中から9点、

R F 009焼土遺構検出面で 1点出土している。

形】犬から2種、使用痕の組み合わせに着目して 8種に細分した。

I類 断面形が円形ないし楕円形の礫を素材とし、その平坦面ないし側縁に使用痕をもつもの
a 磨り面のみをもつもの

b 凹み痕のみをもつもの
C 敲打痕のみをもつもの

d 磨り面と凹みを併せもつもの
e 磨り面と敲打痕を併せもつもの

f 凹みと敲打痕を併せもつもの
g 磨り面、凹み、敲打痕をすべてもつもの

Ⅱ類 断面形が扁平な礫を素材とし、その平坦面ないし側縁に使用痕をもつもの

分類でみるとIa類 8点 (12.9%)I― b類20点 (32.3%)I一 c類 10点 (16.3%)Id類 9点 (9.7%)I
―e類 5点 (8%)If類 5点 (8%)I― g類 4点 (6.5%)Ⅱ 類 1点 (1.6%)、 となっており、 I― b類の割

合が全体の 3割 を占めている。また、単独の使用痕を持つもの (Ia・ boc類)38″点 (61.2%)、 2種類以

上の使用痕を持つもの (I― d・ e・ f・ g類 )24点 (38.8%)で単独の使用痕をもつものが過半数を占める傾

向がみられる。参考とした縄文時代晩期の新潟県元屋敷Ⅱ遺跡 (上段)の磨石類の分類別出土数をみても使

用痕が単独のものが過半数を占めており、似た傾向が認められる。

使用痕別では凹石痕を持つもの (I bod・ fo g類 )38点 (61.2%)、 磨痕を持つもの (Ia・ d・ e・ g頚 )

26点 (41,9%)、 敲痕を持つもの (I―coe・ f・ g類)24点 (38,7%)と なり、凹痕を有するものが多い割合

傾向を示している。

完形品及び略完形品49点の計測値は、長さ5,6cm～ 11.3釦、幅6.8伽 ～11.9cmの ものが多い。長さの平均は

8.6cm、 幅の平均は11.3clnと なっている。厚さは概ね 4～ 6 cm、 重さは96g～ 900gの ものが多い。分類ごと

の法量にはまとまりはみられない。

石材は、安山岩42点 (70%)デ イサイト10点 (16.7%)砂岩 5点 (8。 3%)凝灰岩 2点 (3.3%)花尚岩、

ヒン岩、頁岩が各 1点 (1,7%)で 安山岩の割合が過半数を占めている。分類 ごとの石材ではほとんどの類が

安山岩の占める割合が高いが、Ic類のみがデイサイトの割合が50%と 多く他とは異なる傾向を示している。
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I― e類に分類される307に 1ま主要磨面と思われる部分にベンガラが多 く附着している。敲痕にもベンガラ

の附着が認められることからこの礫石器を使用してベンガラの加工に使用したものと思われる。

打製石斧

礫や大型の剥片を打ち欠いて成形、調整され斧形に仕上げられたもの。

出土点数は4点で、遺構内 1点、遺構外 3点である。遺構内はR A002埋土中からの出土である。

計測値は最大値が長さ12.5cm、 幅9,Ocm、 厚さ4.6、 重さは334。 6gでぁる。

石材は頁岩と安山岩が共に50%の割合となっている。

磨製石斧

敲打によりある程度形を整えた後、研磨で仕上げられた一端に刃部を有する斧形の石器。

出土点数は4点で、全て遺構外からの出土である。完形品は 1点のみの出土で、他は全て欠損している。

計浪1値は、長さが残存値で3.3～ 10.2cm、 厚さ3.2～ 4.4c/m、 重さは平均83.5gと なっている。

石材は、全てヒン岩を使用している。今次調査においてはヒン岩を使用した石器類はこれらの磨製石斧を

含めても 7′点とたいへん少ない。

石錘

小型礫の両端や表裏面に磨 り込み、敲打、打ち欠きにより縄がけ部分が作出されたもの。

出土点数は 3点ですべて遺構外からの出上である。

S323のみが十文字状に磨 り込みされ縄掛け部分が作出されており、他の 2点は両極に打ち欠きによつて

縄がけ部分が作 り出されている。計測値は長さ6.4～ 8.4cm、 幅4.0～ 9.7cm、 厚さ1.5～ 2,2cm、 重さ71.8～

202.5gである。

石材は凝灰岩、安山岩、砂岩とそれぞれ異なった石材で製作されている。

石皿類

主に大型の扁平礫を素材として、研磨痕、敲打痕、摩耗痕等を有する礫石器。使用による敲打痕のみがみ

られる台石も用途が石皿と同様に作業台的なものとして考え石皿類に含めた。直線上の擦痕のみがみられる

砥石と思われるものは確認できなかった。欠損や小破片で判断の付かないものは分類不可とした。

出土点数は55点で、遺構内17点、遺構外38点である。

形態と使用痕に着目して、次の 5種類に細分した。

I類 加工の痕跡がみられるもの

a 外形や縁、使用面を加工したもの

b 使用面のみを加工したもの。

Ⅱ類 加工の痕跡がみられないもの

a 使用面が平坦なもの

b 使用により中央が窪むもの

Ⅲ類 使用面に敲打痕のみがみられるもので、台石と思われるもの

出土点数は20点で、遺構内 9点、遺構外11点である。遺構内はS19が R A002床面から出土している。圧

倒的に遺構外出上の割合が多くを占める。分類による出土分布状況には特徴はみられない。

計測値は破損品が多いが、長さ7.4～ 39,7cm、 厚さ2.6～ 13.8釦、重さは大小様々であるが平均2.l k9と なっ

ている。

石材は安山岩の割合が18点 と石皿類の大部分を占めている。石材の脆い特徴を反映してか破片での出土が
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多い。

礫器

片面から加撃して片刃状の刃部を作出するものと両側から加撃して両刃状の刃部を作出するものがある。

使用痕が明瞭でないものが多い。

出土点数は10点で、すべて遺構外から出土している。細分はしていない。

計測値は、長さ5。 1～ 15。 8cln、 幅3.8～ 9.6釦、厚さ1.7～ 3.4cm、 重さは平均263gで ぁる。

石材はデイサイト、安山岩、砂岩、頁岩、凝灰岩等種類が多い。

石核

剥片剥離のための素材、剥離中または剥離後の残核である。

出土点数は119点で、遺構内 9点、遺構外110点の出土である。

大小様々で、重さは平均で345gでぁる。

石材は頁岩113点 (94.9%)、 赤色頁岩 3点 (2.5%)、 デイサイト2点 (1,7%)、 石英脈・安山岩各 1点 (0。 8%)

で、頁岩の割合が圧倒的多数を占めている。出土している石器製品類 (と くに剥片石器)は頁岩を石材とす

るものが多いことから出土傾向は似ている。

接合状況は剥片石器類が集中している4N14jグ リッド付近の同一グリッドから出上した剥片と石核、住

居跡付近の同一グリッドから出土した剥片と石核の接合が見られるほか、第36図にみられるように離れた地

点から出土した剥片や石核が接合 した例もある。

フレーク類

剥片石器、二次加工のある剥片、微細剥離痕のある剥片を除く、フレーク、チップを一括した。時間的制

約からフレークとチップは分類していないが、フレークの方が圧倒的に多いようである。

出土点数は3177点 (36.5kg)で ある。4N14j～ 17jグリッドと4N20oグ リッドの二つの集中区がみられ、

2カ 所の廃棄場所があったと考えられる。

写真図版 3は灰緑色の珪質頁岩のフレーク類22点 と削掻器、石鏃で、互いに接合はしなかったものの、遺

跡内でのその石材の希少性から同じ母岩から製作された可能性があるものである。 4N14kグリッド周辺か

らはフレーク14点 (63.6%)が出土しており、製品はS42の 削掻器が R D 039か ら、 S62の石鏃が 4N21m

グリッド、S1091よ 4N21qグ リッドから出土し、4N14jグ リッドからは石鏃 (未製品 ?)が出土している。

製品が出土したグリッドからは同石材フレークの出土点数が少なく、フレーク類と製品の出土分布が異

なっていることが興味深い。

○ まとめ

本遺跡では、同一母岩から作 り出されたと思われる石鏃、石鏃未製品、削掻器類とフレーク類が出土して

いること、石核と剥片が接合することなどから同遺跡内で石器が製作されていたことは確実である。

また、4N14jグ リッド周辺には剥片、石器製品、二次加工のある剥片が多く出土している。一方R F012

石囲炉跡周辺では剥片石器の出土が少ないことから、石器の分布状況からも集落内で場を使い分けていたこ

とが伺える。
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(4)石製品

石棒類、独鈷石、玉類、有子と石製品、不明石製品がある。

石棒類

石棒、石剣、石刀を一括した。

出土点数は 11点で、R A002竪穴住居跡埋土中から1点出土したほかは、遺構外出土である。完形品は

2点でいずれも遺構外から出土した。その他は使用による破損品または失敗品 。未製品と思われる。

形態に着日して次の 5種類に分類した。

a 一側縁に刃部が形成されているもの、いわゆる石刀

b 二側縁に刃部が形成されているもの、いわゆる石剣
C 長い棒状の磨製、敲打製の石製品で、男根状に形成した有頭のもの

d 部分的に加工痕がみられるが、失敗や欠損または製作途中の未製品と思われるもの

a類 4点、b類 1点、c類 1点、d類 5点、d類の割合が最も多いが、d類は欠損品や未製品、製作段階での

失敗品と思われるものである。この未製品と失敗品の判断が難しく一括 したことによりd類の結果が多 く

なったと思われる。

石材は全て粘板岩である。薄く剥離でき、加工しやすい石材を選んで、使用したものと考えられる。

独鈷石

中央に決 り部を有し、先端部が斧状のもの。

R G052溝跡埋土中から1点のみの出土である。石材に砂岩を使用 している。

玉類

小型の臼玉状、または一部に穿子とがみられるもので、首飾りや胸飾 りに使用されたと思われるもの。

3点出土した。

石材は凝灰岩とヒン岩である。これらの石材は石器全体の中でも0.8%と 割合が少ない。

有孔石製品

意図的に穿子しされた小礫。用途などは不明である。

遺構外から1点出土した。石材は安山岩とデイサイトである。

おわりに

今回の調査によって本宮熊堂A遺跡は縄文時代晩期後葉前半を主体とする集落跡であることがわかった。

遺構・遺物が集中する範囲が更に西側と南側に延びていることから、周辺の調査が進むことで更に本遺跡

の性格が明らかになっていくと思われる。

最後に本調査にご協力頂いた委託者はじめ野夕lT4業員さんに感謝申し上 ,デるとともに、本遺跡の更なる解

明を祈念しつつ本報告を終える。                             (本 多)
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分析鑑定
本宮熊堂A遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

岩手県盛岡市本宮に所在する本官熊堂A遺跡は、雫石川によって形成された河岸段丘上に立地している。

本遺跡の発掘調査の結果、縄文時代晩期の竪穴住居跡や石囲炉、焼土遺構、土坑などの遺構や、当該期の上

器や石器、石刀・石棒といつた石製品などの遺物が確認されている。

本報告では、焼土遺構 (RF009)内 の覆土や、遺物表面に認められる赤色物質について、素材の鑑定や試

料の関連を検討するため、X線回折法による分析調査を行う。

1.試料

分析姑象の赤色物質は、観察所見から赤色顔料と推測されている。これらの赤色顔料とされる物質は、焼

土遺構 (RF009)覆土中に径約2～ 3mmの粒状を呈 し散在する試料 (試料1)、 遺構 (RD039)底面から出土

した土版表面に塗布された試料 (試料2)、 さらに、磨石表面に付着した試料 (試料3)と 、それぞれ検出状

況が異なる。

これらの3試料について、それぞれ分析試料とするため採取を行い、試料1については土壌中に認められる

赤色粒を抽出、試料2・ 3については赤色物質の削り取 りを行っている。

2.分析方法

縄文時代に認められる代表的な赤色顔料は、ベンガラ (赤鉄鉱 ;hemante[α ―Fe2 0 3])、 水銀朱 (辰砂

;cinnabar[HgS])の 2種である。科学的調査法としては、蛍光X線分析法を利用 し、検出される鉄 (Fe)

や水銀 (Hg)、 あるいは硫黄 (S)を指標として両者を識別する手法と、X線回折法を利用して得られる結

晶構造の特徴から、赤鉄鉱や辰砂を同定する手法がある。なお、蛍光X線分析法では、土器や石材表面に付

着する赤色顔料を測定した場合、土器や石材中に含まれる鉄も検出されるため、ベンガラか否かの判断が難

しい。また、検出された元素から顔料鉱物を推定する間接的な定性法であることから、仮に鉄が検出された

としても、広義の「ベンガラ」と位置付けられるのみであり、得られる情報に制限がある。したがって、本

分析調査ではX線回折法を選択し、赤色顔料の材質を鑑定することとした。

・X線回折法

試料は105℃ で乾燥し、メノウ乳鉢で微粉砕する。微粉砕試料はアセトンを用いて無反射試料板に塗布し、

測定試料とする。作成したX線回折測定試料について以下の条件で測定を実施する。

検出された物質の同定解析は、Materials Data,Inc.の X線回折パターン処理プログラムJADEを用い、該

当する化合物または鉱物を検索する。

装置 :理学電気製MultiFlex  Divergency Slit i l°

Targeti C u(Kα )     Scattering Slit:1°

Monochrometer i Graphite湾 曲 Recie� ng Slit i O.3mm

「ヽoltage:40Kヽ「                Scanning Speed:2° /min

Current:40Ma       Scan� ag Mode:連続法
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Detector i S C        Samphng Range 1 0.02°

Calculation �[ode i cps  Scanning Range : 3´ -45°

3.結果

X線回折法の回折図上では、赤鉄鉱は33.1° 、35.6° (2θ )に主要な回折を、水銀朱は26.5° 、31.2° 、

43.6° (2θ )に回折を示すことから両者は容易に判別できる。

各赤色顔料試料の回折図 (図1)では、試料採取時に混入した土壌や土器胎土や石器の石材に由来すると

推察される石英 (quartz)、 曹長石 (albite)な どの造岩鉱物が見られる。一方、3試料に共通して赤鉄鉱 (hematite)

が検出されることから、これらの赤色顔料とされる物質はベンガラと考えられる。

4.考察

ベンガラは、一般に天然の赤鉄鉱を利用する場合や、含水水酸化鉄を焼成して得られる赤鉄鉱を利用する

場合がある。また、赤鉄鉱にはパイプ状構造をなすものと、非パイプ状 (塊状、球状、不定形など)構造の

ものがあり、前者については沼沢地などにおいて鉄バクテリアが生成する含水水酸化鉄が出発物質であるこ

とが半J明 している。これらを考慮すると、ベンガラの材料の産出地は無数に存在することとなり、これらの

材料の産出地を言及することは困難である。上記したパイプ状構造の有無については、電子顕微鏡観察を行

うことにより判別可能と考えられ、今後はこれら分析手法も合わせ検討することが望まれる。

試料 3遺構外出土磨石

試料 3遺構外出土磨石

試料 l RF009焼土追構出土

爵早
も   A

√ 1

.    A       ^大   人
√ 1

A   A      A Aゑ A

√ 1

末 A息 れ 入 嵐 A爪 人ム  ム 八 A_五 _● ユ

図 1 赤色顔料のX線回折図

―-153-



2 本官熊堂A遺跡出上の炭化種実
パリノ・サーヴェイ株式会社

tよ じめに

岩手県盛岡市本官に所在する本宮熊堂A遺跡は、雫石川によって形成された河岸段丘上に立地している。

本遺跡の発掘調査の結果、縄文時代晩期の竪穴住居跡や石囲炉、焼土遺構、土坑などの遺構や、当該期の土

器や石器、石刀・石棒といった石製品などの遺物が確認されている。

本報告では、縄文時代晩期と考えられる石囲炉や焼土遺構、土坑等から出土した炭化種実の同定を行い、当

時の植物利用に関する資料を得る。

1.試料

試料は、縄文時代晩期と考えられるRF009焼土遺構 (試料 1)、 RD033土坑 (試料2)、 RA002竪穴住居跡の石

囲炉 (試料3)内から出土した炭化種実3点である。これらは、調査担当者により遺構内から採取され、さらに、

水洗選別後の遺存状況等を考慮して選択されている。なお、肉眼観察では、クルミと考えられる炭化種子が

多量に認められたことから、これらのクルミに違いが確認されるかを課題の一つとしている。

2.分析方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実、種子などを抽出する。種実の形態的特徴を所有の現

生標本および原色日本植物種子写真図鑑 (石川 ,1994)、 日本植物種子図鑑 (中山ほか,2000)等 と比較 し、種類

を同定し、乾燥重量を求め、写真撮影を行う。分析後の種実は、種類毎に乾燥剤とともにビンに入れ、保存

する。

3.結果

結果を表1に示す。炭化種実とされた試料の殆どは、クルミ科クルミ属のオニグルミ luglans mandshur―

ica Maxim o subspo sieboldiana(Maxim。 )Kitamura)の 核 (内果皮)の破片と同定された。この他に、炭化

材の破片が検出された。なお、土や2mm角 以下の炭化材は、分析残澄とした。オニグルミの核は全個体破片

で完全に炭化しており、黒色を呈す。完形ならば径25-30mm程度の広卵体で、先端部分がやや尖 り、1本の

明瞭な縦の縫合線がある。内部には子葉が入る2つの大きな窪みと隔壁がある。内果度は硬 く、表面には縦

表 1種実遺体同定結果

資料名 遺構名 種 類 名 学 名 部位 状  態 乾燥重量(g)

試料 1 RF009 オニグルミ Iuぶand ttρ″JdbrrFfρ  Ma� m.subsp.sFeboldiana(Ma� m.)Kitamura 核 破片 山灰

炭 化 材 破片 ］灰

分 析 残 澄

試料 2 RF009 オニグルミ
=uぷ
aηd yfPttJd/Prr7fβ  Ma� m.subsp.dゴθb9/J/277a(Maxim.)Kitamura 核 破片 炭化 159.82

炭 化 材 破片 山灰

分 析 残 澄

試料 3 RF009 オニグル ミ J曙land FPP′盟J"コnCa Ma� m.subsp.sieboldiara(Ma� m.)Kitamura 核 破片 炭化 4.67
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方向に溝状の浅い彫紋が走り、凹凸が激しくごつごつしている。

なお、クルミ属のうち日本に自生している種類には、オニグルミとヒメグルミ (Jugians mandshurica

Maxim o subspo sieboldiana(Maxim.)Kitamura varo cordiformis(Makin。 )Kitamura)が ある。両者は、

核の形態が大きく異なり、オニグルミは広卵体で表面の凹凸が激しく、ヒメグルミはやや扁平な心形で、表

面は平滑で正中線上に浅い凹部がある。

4.考察                ´

炭化種実は、いずれもオニグルミの核の破片であった。オニグルミは、種実がアク抜きをせずに生食・長

期録存が可能で収量も多いため、古くから里山で保護、採取されてきた有用植物である。また、オニグルミ

は、主に河川沿いなどの湿つた場所に野生する落葉高木で、宮脇編著 (1989)の現存植生図や港在自然植生

図によると、現在の遺跡周辺の山地にも普通にみられる種類と考えられる。

岩手県内の縄文時代の遺跡では、松屋敷遺跡 (盛岡市)・ 御所野遺跡 (二戸町)。 水吉6遺跡 (軽米町)

の竪穴住居跡、江刺家4遺跡 (九戸村)、 東裏遺跡 (衣川村)(埋蔵文化財研究会 ,2001)や、滝の沢地区 (北

上市)・ 玉川向遺跡 (軽米町)。 高畑遺跡 (石鳥谷町)(パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,未公表資料)等、検

出例が多数認められている。これらの検出例や、本遺跡のオニグルミの出土状況を考慮すると、縄文時代に

おける採取・利用は明らかであり、遺跡周辺で比較的容易に入手できる種実であったと考えられる。また、

遺構内出土状況やオニグルミの完形核が認められない点を考慮すると、これらのオニグルミは利用後に廃棄

された残澄と考えられる。

(引用文献〉

石川 茂雄,   1994,原色日本植物種子写真図鑑.石川茂雄図鑑刊行委員会,328p.
埋蔵文化財研究会,2001,埋蔵文化財データーベース.第50回埋蔵文化財研究集会 環境と人間社会

―適応、開発から共生ヘー 発表要旨集.
宮脇 昭編,   1989,日 本植生誌 東北,至文堂,605p.
中山 至大・井之口 希秀。南谷 忠志,2000,日本植物種子図鑑。東北大学出版会,642p.
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図版 1 種実遺体

1.オ ニグルミ核 (試料2,RD033)
3.オ ニグルミ核 (試料3;RA001)
5.オ ニグルミ核 (試料1;RF009)
7.オ ニグルミ核 (試料2;RD033)
9.オニグルミ核 (試料2;RD033)

2cm        2cm

…(1-3)  (4-9)

2.オ ニグルミ核 (試料1;RF009)
4.オ ニグルミ核 (試料1,RF009)
6.オニグルミ核 (試料1,RF009)
8.オニグルミ核 (試料2;RD033)

分析試料写真
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写 真 図 版

昭和22～ 23年頃の遺跡周辺の様子 (米軍撮影の空中写真)

写真図版 1 空中写真
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本宮熊堂A第 17次 空中写真 (→南)

盛南開発関連遺跡 (→東)

写真図版 2 空中写真
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簿
感

贔
絨

同質の石材と石器類

坤
■

■

奮

石刀

写真図版 3

(S359)出 土状況

出土遺物・出土状況
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基本層序 (南北 )

基本層序 (東西 )

写真図版 4 基本層序
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調査前風景 (→北)

調査前風景 (→南 )

写真図版 5 調査前風景
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RA002竪穴住居跡

i浄醒

RA002竪穴住居跡断面 (→南)

RA002竪穴住居跡断面 (→西 )

写真図版 6 RA002竪 穴住居跡 1
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RA002竪穴住居跡遺物出土状況

RA002炉跡A・ B検出状況 RA002炉跡A・ B完掘

RA002炉 跡A・ B断面 (南から) RA002炉跡A・ B断面 (西から)

写真図版 7 RA002竪穴住居跡 2
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RA002炉跡A・ B断面 (→西 ) RA002炉跡 C

RA002炉跡 C断面 (→西 ) RA002炉跡 C断面 (→南 )

RA002遺物出土状況

RF007焼土遺構

写真図版 8 RA002竪穴住居跡 3
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RF008石囲炉 RF008石囲炉断面 (東から)

RF008石囲炉断面 (南から) RF009焼土遺構

RF009焼土遺構断面 RF009焼土遺構骨出土状況

RF010焼土遺構

写真図版 9

RF010焼土遺構断面

RF008～010焼土遺構 。石囲炉跡
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RF011焼土遺構 RF011焼土遺構断面

RF012石囲炉検出状況 RF012石囲炉完掘

RF012石囲炉断面 (→南 ) RF012石囲炉断面 (→西 )

RF012石囲炉燃焼部断面 (→南) RF012石囲炉燃焼部断面 (→西 )

写真図版 10 RF011・ 012焼土遺構・石囲炉跡
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RF013焼土遺構 RF013焼土遺構断面

RF014焼土遺構 RF014焼土遺構断面

RF015焼土遺構 RF015焼土遺構断面

現地公開 現地公開

写真図版1l RF013～ 015焼上遺構
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RF016石囲炉・017土器埋設炉検出 RF016石囲炉・017土器埋設炉完掘

RF016石囲炉 RF016石囲炉断面

RF017土器埋設炉 RF017土器埋設炉断面

RD021土坑

写真図版 12

RD021土坑断面

RF016・ 017石囲炉跡・土器埋設炉跡、RD021土坑
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RD022土坑 RD022土坑断面

RD023土坑 RD023土坑遺物出土状況

RD024土坑 RD024土坑断面

RD025土坑 RD025土坑断面

写真図版 13 RD022～ 025土坑
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RD026土坑

RD027土坑 RD027土坑断面

RD028土坑遺物出土状況 RD028土坑断面

RD029土坑 RD029土坑断面

写真図版14 RD026～ 029土坑
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RD030土坑 RD030土坑断面

RD031土坑断面 RD032土坑断面

RD031・ 032・ 033土坑

写真図版 15 RD030～ 033土坑
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RD033土坑断面 RD041土坑

RD034土坑 RD034土坑断面

RD035土坑 RD035土坑断面

RD036土坑断面

写真図版 16 RD033～ 036・ 041土坑
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RD037土坑
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RD037土坑断面

RD038土坑

RD039土坑 RD039土坑断面

RD040土坑

写真図版 17 RD037～ 040土坑
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RG052溝跡・RD041土坑 RG053溝跡

RG052・ RG053溝跡断面 4 Nll・ 12k遺物出土状況

南側調査区遺物出土状況

写真図版 18

4N24m遺 物出土】犬況

RD041土坑・ RG052・ 053溝跡
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遺物出土状況 (4N151グ リッド付近 )

石刀 (S359)出 土状況 石刀 (S354)出 土状況

石棒 (S356)出 土状況 石棒 (S364)出 土状況

写真図版 19 遺物出土状況
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土偶出土状況

RD009土坑クルミ出土状況

写真図版20 遺物出土状況

―-176-一



調査終了全景 (→南 )

検出写真 (→北 )

写真図版21 調査終了全景
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写真図版22 遺構内出土遺物 1(RA002竪穴住居跡)
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写真図版24 遺構内出土遺物 3(RA002竪穴住居跡 )

―-180-―



Ｓ２４

鋤
２０Ｄ

魏醸韓攀申輩Ｓ２３　　呻
７



饉
堡
騒
霞
ｒ
Ｗ
Ｓ２５

途
霊
轟
躍
霞
了

写真図版26 遺構内出土遺物 5(RD22～ 25、 23土坑 )
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写真図版27 遺構内出土遺物 6(RD028～031土坑)
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写真図版29 遺構内出土遺物 3(RD036～038土坑)
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